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　■Prologue



「委員長も気をつけてッ！」

「神じん代だいさんこそ、失敗したら訴えますよ！」

　神代暁あき人ととクラス委員長の五いつつ橋ばし紅葉もみじは、どちらから示し合わせたわけでもなく、自然と互いの拳こぶしをぶつけ合った。

　第一闘技場に襲来した禍マガ津ツ鬼キ──それは二十メートルはある巨大な体たい躯くを持つ機械の怪物。肉食恐竜のような四肢に、尻尾しつぽ。背にはカブトムシのような羽、単眼という本能的に怖おぞ気けを覚える怪物が鰐わに口ぐちを広げ飛びかかってくる。

「大丈夫、任せてくれ──ッと！」

　二人はすぐさま左右に分かれて、禍津鬼の攻撃を回避する！

　自分たちの役目を果たすため機き械かい羽ばね、天あまの羽は衣ごろもを広げ、両足の霊子動ターボファンエンジンを鳴らし全速力で空へと飛び立つ。

　暁人はまるで自分自身に言い聞かせるように大声で断言する。



「禍まが事ごと罪つみ穢けがれ、禊みそぎ祓はらい奉る！」



　紅葉もみじの機体、五いつつ橋ばし社製・神楽かぐらは優雅に空を飛び、電子制御機器アビオニクスが搭乗者の霊れい子し力りよくを引き出し作成した結界フイールド『霊れい子し陣シエル』で、禍マガ津ツ鬼キが乱射するガトリングガンを弾はじく。約二十センチほどある弾丸が霊子陣に弾着するたび光を放つ。

「さぁ！　こっちですよ、禍津鬼ッ！」

　紅葉は効かないと分かっていながら賀か茂もの斎さい院いん製・八一ｍｍ霊れい子し集しゆう束そく砲ほうを撃つ。紅葉が囮おとりになり、その隙すきに暁あき人とが攻撃する作戦だ。

　禍津鬼は狙ねらい通り、紅葉の方を向き攻撃体勢を取ろうとする。

　暁人は空高く飛び上がり禍津鬼の直上に辿たどり着くと、自身の背丈以上ある鞘さやに納まったままの黒い剣を逆手に持ち、一気に急降下！

『オオォォオォォオオッォォォォォォォッォォォォォオオオォンンンッ！』

　禍津鬼が暁人に気づき、鎌かま首くびをもたげ待ち構える。

「うぉおおぉぉぉおおぉぉぉぉぉおぉぉぉぉぉぉおおぉ！！！」

　暁人はかまわず敵に負けないほどの絶叫をあげ、突撃する。

　速度は音速を突破！

　空気を切り裂く轟ごう音おんと衝撃波ソニツクブームが生み出される。

『暁人！』

　一人の少女──篠しの原はら千ち桜さの叫び声が、轟音の中にも拘かかわらず聞こえた気がした。

　景色が消えるように後方へ飛び去る。



　意識までもが──



　この人工島・豊とよ葦あし原はらに足を踏み入れたあの日へと飛んでいく。










　■第一章　豊とよ葦あし原はら



　──沈みゆく闇やみの底で、思い出す。

　袈け裟さ切りの刀傷。

　相手は自分より後に入門した妹いもうと弟で子しだ。

『兄様は弱い。どれだけ足あ掻がいても決して月げつ歌か姉様や、──に届かない。永遠に』

　鏡を見る度に、この傷が自分の弱さを突き付けてくる。

　だが、今は胸の奥に閉じこめる。

　なぜなら、自分にはやらなければならないことがあるからだ。

『鏡かがみ月歌』の夢を、自分が継がなくてはならないのだから──



　▽△



　二〇三三年、春。

「……っ、やば、いつの間にか寝てたのか」

　神じん代だい暁あき人とは慌てて起きあがり、フェリーの席から窓の外を眺める。

「これから新しい生活が始まるんだから、しっかりしないとな」

　丁度港に接せつ舷げんしたところで、若干の待ち時間の後、フェリーから降りる。

　大きな朱色の鳥居を潜り、ガラス張りのドーム型ターミナルに足を踏み入れる。

　高い天井。柱が極力廃された先進的なデザインで、吹き抜けから強化ガラスを通して減光された日光が降り注ぐ。

「ここが豊とよ葦あし原はらか……」

　太平洋に浮かぶ大規模開発で作られた人工島。

　今日からこの地にある天翼フエアリア養成学園──晴せい海かい学がく園えんに暁人は通うことになっている。

　尊敬する姉あね弟で子しも住んでいたその地を、自身が踏みしめていることに高揚し、感慨深く目を閉じる。



　──霊れい子し力りよくと呼ばれる神秘の力が、太古から東洋で観測されてきたこの世界。西洋では魔力と呼ばれたそれは、科学の発展にともなって影響力が弱まり、消えていったかのように見えた。しかしあるとき、人類にとって予期せぬ形で再び歴史の表舞台へと姿を現す。

　二〇〇三年──今より三十年前の、五月一九日。

　突如、島根県の松江市に一本の巨大な黒い柱が出現した。

　そこから未知の物質で構成された機械の怪物が現れ、資源を喰くらい増殖、侵略を始めた。機械の体を持ちながら自立した生物のように行動する異形の人類の敵。

　人々はいつしかその怪物を日本神話における死者の世界──黄よ泉みの國くにの穢けがれから生まれた災厄の神の名を借り『禍マガ津ツ鬼キ』と呼び、彼らの巣である黒い柱を黄泉よもつ比ひ良ら坂さかに繋つながる柱──黄よ泉み柱ばしらと名付けた。

　禍津鬼は自身の周囲に霊れい子し力りよくに似たエネルギーの結界フイールドを張るため通常兵器はほとんど効果がなかった。

　莫ばく大だいな犠牲を払い辛うじて倒せた禍津鬼の残ざん骸がいを回収し解析した結果、結界フイールドを突破するもっとも有効的手段は霊子力を帯びた攻撃を加えることだと判明。さらなる研究によって、搭乗者から霊子力を引き出し禍津鬼の結界フイールドを貫く力を得た、対禍津鬼用特殊飛ひ翔しよう兵器を開発。

　羽を持つその姿から、それは海外で『妖よう精せいの翼』という意味を持つ『フェアリア』と呼ばれるようになり、後に正式名称を『光こう機き動どう飛ひ翔しよう兵へい器き武ぶ装そう妖よう精せい・天翼フエアリア』と名付けられる。

　一時は禍津鬼に関東近郊まで迫られたが、天翼フエアリアの活躍により侵攻を退けることに成功。

　だが天翼フエアリア開発から約二年後──日本だけでなく黄泉柱が海外にも六ヶ所出現し、世界の約四分の一が禍津鬼に支配されてしまったのだ。

　二〇三三年現在でも天翼フエアリアの搭乗者数は足りず、霊子力検査で一定水準に達している中・高校生は天翼フエアリアの搭乗者養成学園に通わなければいけないと、法律で定められている。

　中学三年の終わりに暁あき人とは規定の水準を超えた。そのため法律に従い住み慣れた養家を出て、この豊とよ葦あし原はらで一人暮らしを始めることになったのだ。



　考え事を終えるとちょうど入島手続きの順番が回ってきた。

　暁人は何枚かのサインを済ませ、ゲートをくぐり抜ける。スポーツバッグの肩紐を直しながら、モノレールの入場口を探していると、一人の少女が話しかけてきた。

「遅いじゃない、神じん代だい暁人。ずっと待ってたのに、全然来ないんだもの！　もう待ちくたびれちゃったわ、このわたしを三十分も待たせるなんて！」

　背は低く、腰まで伸びたなめらかでつややかな髪。白磁器より白い肌、二重の瞳ひとみに長い睫まつ毛げ。なにより目が行くのはメロンみたいに大きな胸だ。身長が低いのに、胸はグラビアアイドルより大きい。そのせいで清せい楚そな白いワンピースが下から押し上げられ、魅力的な膨らみのラインを見せている。

「えっと、たしかに神代だけど……君は？」

　だが暁人に彼女の見覚えはまったくない。

　訝しんでいると、少女はそれ以上に驚くべき台詞せりふを告げる。

「わたしの名前は篠しの原はら千ち桜さ。今日から暁人とひとつ屋根の下で暮らす同居人よ。だから、遠慮なく千桜って名前で呼んでちょうだい」

「は、はぁっ!?　ひとつ屋根の下って……どういうことだ!?　それもこんな可愛かわいい子となんて、新手のサギかよオレは聞いてないぞ!?」

　ぽろっと可愛かわいいと、本音をもらしてしまう。

　その台詞せりふを聞いて少女は突然顔を真っ赤に染める。

「か、可愛いとか、なに言ってるのよ、もう。ほ、褒めても何も出ないわよ!?　それに言っておくけどもちろんサギなんかじゃないわよ、ちゃんと許可ももらってるんだから」

「え……？」

「同居の許可をもらいに連絡したら、暁あき人とのお養祖父様じいさまは嫌がるどころか二つ返事で賛成してくれたの。むしろ同居してもし暁人が気に入ったら、ぜひ嫁に来てくれって言われちゃった」

　養祖父のせいだったのか、と暁人は納得する。

「だから、じいちゃん、見送ってくれたとき妙にテンション高かったのか……」

　ようやく事態を理解して、暁人は安あん堵どの溜ため息いきを漏らす。

　暁人の養家は、現存する日本最古の武術『天てん真しん正しよう伝でん香か取とり神しん道とう流りゆう』とほぼ同時期に興されたと言われている『神じん代だい流りゆう』を現代に伝える道場を営んでいる。

　神代流は日本を創つくり出した神かみ代よ七なな代よになぞらえた、七の術『常とこ立たち（太刀術）、豊とよ雲くも（二刀術）、宇う比ひ地ぢ邇に（弓術）、角つの杙ぐい（槍そう術じゆつ）、意お富お斗と能の（無手術）、阿あ夜や詞か志し（居合い術）、於お母も陀だ流る（守しゆ術じゆつ）』を全すべて学ぶ必要がある。

　そんな道場の前当主である養祖父の趣味ライフワークは、年とし頃ごろの女性を見付けては『神代流に嫁とつがないか』と勧誘することだ。

　本人は神代流の繁栄のためとお題目を掲げているから質たちが悪い。

（お陰で何度痛い目にあったことか……）

　溜息をつき、申し訳なさそうに頭をさげる。

「ごめん、変な勘違いさせて。嫁云うん々ぬんはじいちゃんの勝手な思いこみ、というか暴走なんだ。本気にとらないでくれ。だから、同居の許可も白紙ってことで」

「白紙なんて無理よ。だってすでにお養祖父様じいさまから代理人許可はもらってるから、暁人の借りた１ＬＤＫは解約して、二人暮らし用の２ＬＤＫに変更済みよ。荷物だってそっちに運んであるんだから」

　ほら、と千ち桜さは一枚の紙を突き出す。

　たしかにその紙には養祖父の達筆な署名と養家の実印が押されていた。正式な代理人許可書だ。これなら不動産賃貸解約など造作もない。

「可愛い女の子に頼まれたからって、こんな簡単に一筆書くなんて……じいちゃんは何考えてるんだ！」

「だ、だから何度も言うけどか、可愛いとか、オレ好みの女だ、とか褒められても何もしてあげないわよ。ま、まぁ暇なとき、ご飯くらいは作ってあげてもいいけど……」

　千ち桜さはすまし顔で、頬ほおを赤く染め髪を掻かき上げる。

「いや、オレ好み云うん々ぬんは一言も言ってないんだが……」

「と、とにかくお養祖父様じいさまは何も考えなしに許可書を出してくださったわけじゃないわ。わたしが暁あき人との面倒を見ることが、月げつ歌かさんの最後の願いだったから。だから、お養祖父様じいさまは快く許可書をくださったのよ」

「月歌さんってまさか、鏡かがみ月歌さんのことか!?」

「あたりまえでしょ。他ほかに誰だれがいるのよ。わたしは、あの『王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう捌はち、死まかる返がえし』、鏡月歌さんの──」

　だが千桜の台詞せりふを、突然響いたガラスの破砕音が遮る。

　二人が振り向くと、騒々しい足音と共に、

「邪魔だ！　どけ！」

「大人しくしろ！」

「もう逃げられないわ。無駄な抵抗は止めなさい！」

　荒々しい男女の声。

　白衣を着用し左側にアタッシュケースを抱え拳けん銃じゆうを握り締めている男が、豊とよ葦あし原はら特とく殊しゆ警けい察さつ部ぶ隊たい──『兵武ひようぶ署しよ』に追われていた。豊葦原専門の警察組織で本土のとは異なり、対テロ特殊部隊並みの装備が義務付けられているエリート部隊だ。

　兵武署が追うこの男は、恐らく研究所から研究情報を盗み出した産業スパイなのだろう。

　禍マガ津ツ鬼キは資源を爆食する性質上、生息場所より陸続き又は近海の都市を襲うことが多い。その為ため禍津鬼の飛行距離や海上・水中での航続距離は短い。

　日本政府は安全確保・侵攻を防ぐ目的で本土から南へ約一〇〇〇キロ離れた無人島を開発。天翼フエアリアの研究施設や搭乗者養成学園などを集めた『豊葦原』を造り出した。しかしこれが皮肉な結果を生み出す。

　日本は天翼フエアリア発祥の地だけあり、あらゆる技術で他国を凌しのいでいる。

　天翼フエアリア関連の技術は他の分野にも波及しており、そのため日本にとってはほんの僅わずかな研究成果でも他国では価値が高く、途方もない金額を支払う企業や研究所が多数存在する。

　兵武署も厳しく取り締まっているが、一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらった産業スパイが後を絶たず、ニュースでも頻繁に取り上げられるようになってしまったのだ。

　戦時中は軍事技術の価値が飛躍的に高まる、それゆえの特殊状況と言える。

　男は兵武署職員へ拳銃を乱射するが、弾丸は彼らが持つライオットシールドに防がれる。

「ちくしょう！」

　男は絶叫し、拳銃を捨て懐に手を入れる。兵武署が暴徒鎮圧用ショットガンを撃つのと、男が取り出した手榴てりゆう弾だんを投げつけるのはほぼ同時だった。

　運悪く鎮圧用のゴム弾と手榴弾が空中で接触し、軌道が変わり手榴弾が暁人めがけて落下してくる。

　暁あき人とは回避を考えるが──背後に小学生ぐらいの少女と母親らしき女性がいるのに気付く。

　一秒に満たない刹せつ那な、小さな影が割って入る。

　篠しの原はら千ち桜さ、と名乗った少女だ！

　千桜は右腕に巻き付けた勾まが玉たまを突き出し、力強く『ひふみ神う歌た』を叫ぶ。



「──一ヒ二フ三ミ・四ヨ五イ六ム七ナ八ヤ・九十百千コトモチロラネ！」



　日本神話の一節──太陽神である天あま照てらす大おお御み神かみが天あまの岩いわ戸とに閉じ籠こもったとき、外へ出てくるよう謡われたいにしえの神歌が、この『ひふみ神歌』だ。

　声に呼応するように、勾玉は卵が孵かえるようにひび割れ、光を零こぼす。

　量子変換され圧縮されていた天翼フエアリアが解き放たれる！

　千桜の着ていたワンピースは光の粒子となり、現代風のデザインアレンジを加えられた白衣と丈の短い緋ひ色いろのミニスカートの戦いくさ装しよう束ぞくへと変わる。

　背には機き械かい羽ばね──天あまの羽は衣ごろも。

　足には霊子動ターボファンエンジンを装着する。

　白と赤と淡い桜色のコントラストが、千桜の髪に似合っていた。

「天翼フエアリア……！」

　暁人の声に重なるように、千桜は腕を突き出す。

「霊れい子し陣シエル展開！」

　千桜の前方に霊れい子し力りよくが集束。光の楯たてとなる。

　天翼フエアリア起動後、常時展開する基本的な防御能力を霊れい子し結界フイールド。それを圧縮し固めた上位版を霊子陣と呼ぶ。

　効果は絶大で、手榴てりゆう弾だんの爆風と破片も易々と防ぐ。

　突然の天翼フエアリア登場と爆発の余波、割れた天井ガラスの落下で男が動きを止める。

　暁人はその隙すきを逃さず、男を取り押さえるため距離を縮め、回し蹴げりを放つが、

「クソガキが！　邪魔するんじゃねぇ！」

　男は蹴りをアタッシュケースの側面で楽々と受け止め吼ほえる。だが、暁人に動揺や驚きよう愕がくはなかった。

　男の身のこなしから、訓練を積んだ人物だと既に判断していたからだ。相手は蹴りを受け止めた時点で油断している。

　暁人はそのスキを見逃さない。

「神じん代だい流りゆう、神かみ代よ七なな代よ意お富お斗と能の……」

　体を支える左足を軸に全身の筋肉を収縮──右足にエネルギーを伝達し注ぎ込む！

「羅ら刹せつ尖せん剄けい！」

「ぐげッ！」

　油断していた男は金属製のアタッシュケースに足跡がくっきり残るほどの衝撃を受け三、四メートル吹き飛ぶ。

　寸すん剄けいと呼ばれる中国武術の技法がある。相手との距離が非常に短い状態から発勁をおこない、強い衝撃を加える攻撃技法だ。本来拳こぶしでやるものを、暁あき人とは足でやってのけたのだ。

　男にはまだ意識があったが腹部に衝撃を受けのたうち回っていた。その上に兵武ひようぶ署しよ職員が雪崩をうって乗りかかる。暁人はその様子を眺め、安あん堵どの溜ため息いきを漏らす。

「暁人、危ない！」

　千ち桜さの叫び声。

　天井のガラスの大部分はすでに落ちていたが、遅れて大型のガラス片が落下してきたのだ。暁人は男に意識を割きすぎ、反応が遅れてしまう。

「暁人ッ！」

　千桜はそんな暁人に抱きつくように体ごと飛んだ。

「……ッ」

「ん……」

　唇に伝わる柔らかい感触。

　前方に激突したガラス音と共に、暁人が目を開けると、篠しの原はら千桜の顔が目の前にある。

　千桜が天翼フエアリア姿のまま、暁人を助けるためとはいえ押し倒してしまった。結果、二人は唇を重ねたのだ！

　千桜も状況を理解すると、爆発するんじゃないかと心配になるほど顔を真っ赤にして床にぺたんと座り込み、

「暁人とファーストキスしちゃった暁人とファーストキスしちゃった暁人とファーストキスしちゃった……」

「ご、ごめん！　…………千桜!?」

　目の前の千桜の顔色がさらにどんどん赤くなっていく。そして、

「……う」

「う？」

「うにゅぅ」

　と、奇声を発し気絶してしまった！

　天翼フエアリアは再び勾まが玉たまへと収束し、千桜は元のワンピース姿へと戻る。

「ち、千桜!?　おい、千桜大丈夫か！」

　暁人が慌てて声をかけるが、彼女は真っ赤な顔のまま腕の中で目を回し続けていた。



　兵武ひようぶ署しよと大立ち回りをした男はやはり産業スパイで、ケースには研究情報がギッシリと詰まっていた。

　暁あき人とと千ち桜さの活躍のお陰で、無事容疑者を確保できた。

　結果、暁人は兵武署からお礼を告げられた。

　暁人はお礼の言葉に照れながら、気絶している千桜をターミナルの医務室へと運んだ。

　千桜をベッドに寝かせて数分後、彼女はゆっくりと目を覚ます。

　千桜は寝ぼけた目でふらふらと周辺の情報を確認する。

　医務室には千桜と暁人、二人しかいない。千桜と暁人の視線が重なった。

「……ぁ、その……ぁぅ……」

　千桜は耳たぶの先まで赤くし、勢いよく毛布を被かぶり悶もだえ始める。

「ご、ごめん！　女の子の唇をその……オレも初めてだったけど、じゃなくてとにかく本当にごめん！　悪かった、ほんとに」

「……暁人も、初めて？　そ、そうだったんだ……初めてだったんだ……」

「ち、千桜？」

　千桜はゆっくりと毛布から顔を出す。頬ほおはいまだ赤いままだ。

「……医務室まで運んでくれて、ありがと。……重くなかった？」















「ああ、いや、全然重くなかったよ。千ち桜さは背小さいし、それに抱えたときに柔らかいというか何というか……」

　顔を真っ赤にして、背負ったときに背中に当たった柔らかな二つの膨らみの感触を思い出してしまう。

　暁あき人とに直接伝わってくる柔らかなその弾力は僅わずかに熱を帯びていて、肩にかかる艶つややかな髪からは、いい匂においがした。

「とにかく、医務室まで運んでくれてありがとう。そ、それでね、その……さっきのき、ききき、き、キスの件だけど！　わたしも初めてだったけど、相手が暁人でよかったって思ってる。だって、わたし、暁人のこと……」

　突然の空気の変化に、暁人まで頬ほおを赤く染める。

　千桜はまるで片かた想おもいの相手に告白するみたいに上目遣いで見つめてくる。千桜は毛布を強く握り締め、艶やかな唇を開いた。

「だってわたし、暁人のこと……む、昔から月げつ歌かさんに聞かされてたから！　だから、まったく見ず知らずの他人ってわけじゃないから、まだよかったっていうか！　それにほら、あれは緊急事態の事故みたいなもんでしょ!?　あれをキスにカウントするなんて、医療行為である人工呼吸を冒ぼう涜とくするようなものよ！　救急医療現場の人に土下座しなさいって感じよね。暁人もそう思うでしょ？　思うわよね！　だから、お互いに忘れましょ！　い、いいわね!?」

「お、ＯＫ、忘れよう。てか、もう忘れたから」

「そ、そう。ならいいけど……はぁー、わたしの……弱虫……うぅ」

　千桜は真っ赤な顔で小さく呟つぶやく。

「？　手榴てりゆう弾だんからオレや親子を守った千桜が弱虫なわけないだろ。凄すごい動きだったよ、正直驚いた」

「ほ、褒めても何も出ないわよ」

　千桜は褒められ慣れていないのか、頬を染めて視線を逸そらす。そして、暁人の方を見て、恥ずかしそうに微笑ほほえむ。

「あらためて──わたしは篠しの原はら千桜。『王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう捌はち、死まかる返がえし』、鏡かがみ月歌さんの元部下よ」

　千桜がベッドから体を起こし途切れた会話の続きを話す。

　王おう器きとは──天翼フエアリア機体開発と同時並行で動いていた、日本での初期の極秘プロジェクトで生み出された特殊な武装兵器と言われている。

　搭乗者の命を無視して大量の霊れい子し力りよくを使うかわりに、圧倒的な力を持つ天翼フエアリア専用の武装兵器十二個を残し、プロジェクトは消失。

　政府が調査に入ると同時に関係者は失しつ踪そう。

　仕様書もなく、兵器の性能も残されたデータから辛うじて断片的に読み取れる程度だった。また起動するには大量の霊れい子し力りよくの他ほかに相性が必要で、もし非適性者が使用した場合は霊子力を全すべて吸い取られ死亡する。

　いつしか人々は『十と種くさの神かん宝だから』をもじり、『十とわ二に種くさの王器おおうつ』と名付けた。そして兵器を起動・扱える人物を王器使い適性者と呼ぶようになる。

　王おう器き使いは望めば自国政府から多額の資金が支給され、一部政治権力なども与えられ手厚く保護された。

　ある新興国はあまりの優遇に批判の声をあげたが、大多数の国々は黙認。なぜなら過去、王器の力によって劣勢だった戦況を何度も覆すなど、有用性が最も分かりやすい形で示されてきたからだ。

　さらに王器はいまだ製造方法が分からず、レプリカすら作れていない。

　王器使いに至っては、今現在、全人類約五〇億人中たった六人しかいない稀き少しよう人種。特別扱いしないほうが不可能だ。

　鏡かがみ月げつ歌かとはそんな王器使いで、暁あき人との養家でもある神じん代だい流りゆう道場に通っていた。暁人の姉あね弟で子しにあたる人物だ。

　そんな月歌は約一年半前、日本本土における第だい四よ次じ西せい討とう作さく戦せん中、禍マガ津ツ鬼キに襲われ王器共々、行方不明に。現在は死亡扱いとなり、養家には遺体のない墓が建っている。

　享年一七歳。

「わたしが霊子力に目覚めたのは、小学校六年生の終わり。だから中学一年から豊とよ葦あし原はらに来たの。そこで運良く月歌さんの目に止まって、部下としてスカウトされた。そして、彼女の下で天翼フエアリアの操作技術や戦略、戦術論、実戦対応……他にも色々なことを教えてもらったわ。お陰で、小・中は女子校で部隊の人たちも女性しかいなかったから男性に免疫がなくて、異性に対して極度に緊張すると気絶しちゃう体質になっちゃったけど……」

　だからキスしたとき気絶したのか、と暁人は納得する。

「そんな尊敬する月歌さんから頼まれたの。もし暁人が豊葦原に転入したら、同い歳どしのわたしに面倒を見て欲しいって……」

（月歌さんがそんなことを言っていてくれたなんて……）

　一緒に神代流を学んでいた頃ころから色々と教えてくれて、ずっと頭が上がらなかったことを思い出す。

「男の人とひとつ屋根の下で暮らすなんて初めてだし、怖いけど……月歌さんの最後の願いだからどうしても叶かなえたくて」

　異性に免疫のない千ち桜さが同居などまさに清水の舞台から飛び降りるようなものだ。それだけ月歌を崇拝し、尊敬しているのだろう。

「月歌さんの想おもいを、わたしは大事にしたい。そのためなら、男の人とのルームシェアだって頑張る。だから……」

　そう言って、千ち桜さは暁あき人との目をまっすぐに見て、宣言する。

「だから、暁人がどんなに嫌がっても豊とよ葦あし原はらでの面倒を絶対に見てあげるんだから！　覚悟しなさい！」

「まるで宣戦布告だな……」

　暁人の皮肉に、千桜は『むぅー』と不機嫌そうに頬ほおを膨らませる。睨にらんでくるが、整った容姿に低い背丈のため、怖いというよりむしろ可愛かわいらしかった。

　豊葦原に住む天翼フエアリア搭乗者候補生たちには、国から一定額の奨学金が出る。だから年相応に一人暮らしに憧あこがれていた暁人は、わざわざ養家を説得し寮ではなく、奨学金で生活費＆家賃が賄える１ＬＤＫのマンションを選択した。

　だが、相手は先程危機を救ってくれた女の子で、依頼人は暁人も敬愛している鏡かがみ月げつ歌かだ。無下にするわけにもいかない。

「一人暮らしは惜しいけど、それが月歌さんの最後の願いっていうならオレも叶かなえてあげたいしな。分かった、千桜とルームシェアするよ」

「当然よ、最初から暁人に選択権なんてないんだからね」

　千桜は大きな胸を張り、どこか嬉うれしそうに断言する。

　ポケットから赤いリボンを取り出し、暁人に手渡す。

　左手の小指を目の前に突き出した。

「そのリボンをわたしの指に結んで」

「何の意味があるんだ？」

「いいから、ほら、早く」

「はいはい、分かったよ」

　暁人は言われるがまま、赤いリボンを小指に結ぶ。

「暁人も小指出して。……指切りしましょ」

　暁人の手をやや強引に取り、小指を絡からめる。

　千桜は目をつぶり、呟つぶやく。

「健やかなるときも、病めるときも、喜びのときも、悲しみのときも、富めるときも、貧しいときも……いついかなるときも、貴方あなたを守り、その命ある限り、隣にいることを誓います──」

　最後の言葉が耳奥に消え、互いの小指が離れる。

　暁人は頬を赤く染め、千桜に問い質ただす。

「今のって結婚式で言う誓いの言葉じゃないのか？」

「こ、これは昔、月歌さんの下にいたときに流は行やった誓いの儀式よ。あとちょっとだけそういうのに憧れて、いくつか言葉を足してるけど──って、べ、べ別にいいでしょ、深い意味はないんだから！　とにかく、これで契約成立ね！」

　声音をどもらせながらも、大切そうに小指に結んだリボンに手を重ねる。

「神じん代だい暁あき人と！　貴方あなたは『王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう捌はち、死まかる返がえし』鏡かがみ月げつ歌かさんの元部下、この篠しの原はら千ち桜さが日常生活から、命の危険まで全部まとめて面倒見てあげる！　この誓いは死がわたしたちを分かつまで、命の日の続く限りずっとよ」

　千桜は嬉うれしそうな笑顔で断言する。

「これからずっと一緒にいて面倒見てあげるんだから、覚悟してよね！」

　豊とよ葦あし原はら入島一日目にして。

　暁人は、同い年の少女、篠原千桜と同居する羽目となった。



　▽△



『暁人、いい加減、起きないと遅刻するわよー』

「ん、もう朝か……」

　扉の外から聞こえてくる声に神代暁人は目を覚ます。

　声の主である同居人、篠原千桜は暁人の起床を確認せず朝食作りに戻っていく。

　簡素な家具のみが置かれた六畳程の自室で伸びをして、暁人は再度声をかけられる前にベッドから抜け出す。

　同居生活三日目、朝、火曜日。

　初日、千桜と初めて出で逢あった日曜日は、引っ越し荷物の片付け。

　月曜日は搭乗者養成学園の入学式。簡単な自己紹介と、学級委員長や各種委員会の人選で終わった。

　今日の火曜日からが本格的な学園生活になる。

　同居生活は概おおむね平和だった。

　千桜は言動に似合わず家事が得意で、引っ越しの手続きなどの色々なことも彼女が手早くこなしてくれた。

　暁人はパジャマ姿のまま居間へと顔を出す。

　居間は八畳程の広さで、棚などの家具が適度に配置されており、綺き麗れいに片づけられている。ラフなシャツとミニスカートにニーソックス姿の千桜は、忙しそうに台所とちゃぶ台を往復し、出来たての朝食を運んでいた。

「おはよう千桜」

「おはよ、暁人。もうすぐ運び終わるから、先に顔洗っちゃって」

「ふあぁあ、ありがと」

　千桜の指示に従い洗面所へ。

　顔を洗い眠気をこそぎ落とすと朝食が全すべて並んでいた。

「和食か。美う味まそうだな」

　アサリの味み噌そ汁しるやほうれん草のおひたし、ひじきの煮物、ごまとワカメを混ぜたおにぎりに、焼き鮭じやけと分厚い卵焼きなどなど。

「美お味いしくて健康的だし、和食は朝食の基本よ。心身を鍛えるにはまずは食事が大事よね」

　千ち桜さは大きすぎる胸を張ると、おにぎりをひとつ取り口にする。

　幸せそうに笑みを浮かべ、頬ほおに手のひらを当てる。

「うんうん、塩加減もいい感じ。暁あき人ともほら食べて食べて」

　うながされて手を合わせる。まず初めにおにぎりを口にした。

「……うん、たしかに美味い。おにぎりの味付けもちょうどいいよ」

　味だけじゃなく、バランスも考えられている。

　卵焼きもふわっとしていて、口の中に含むと甘さと一緒に旨うま味みが広がっていく。

「良かった。喜んでもらえて。このおにぎりはね、昔ある人に食べさせてもらったのが美お味いしくて、頑張ってその味を目指して作ってみたんだ。せっかく一緒に住むんだし、美味しい物を食べて欲しいもんね」

　千桜が嬉うれしそうに微笑ほほえむ。その柔らかくてまっすぐな視線に、暁人は何な故ぜか頬が微かすかに熱くなるのを感じる。

　暁人が自身の感情に戸惑っていると、

「あ、ごめん醤油しようゆ切らしてたの忘れちゃってた。なにやってたのかしら、わたしってば」

「取ってこようか？」

「大丈夫。暁人は座ってて」

　醤油差しの中身がなかったのを忘れていたらしい千桜は、箸はしを置き台所へ戻る。買い置きの醤油ボトルは戸棚の一番上の奥に置いていたらしく、椅い子すを脚立代わりに使う。

「うぅー、もうちょっと……」

　それでも届かず、彼女は背伸びした。

　思わず飲んでいた味噌汁を噴き出しそうになる。

　ミニスカートで椅子に乗って無理な背伸びをしているせいで、ちょうど暁人の位置から千桜の下着が見えてしまう。水色の横よこ縞じまが入った下着と健康的な太ふと股もものコントラストが悩ましい。

　千桜との同居生活唯一の問題は、彼女の警戒心の低さだ。小・中と女子校に居たせいか異性に対する警戒心が薄く、部屋着も上はラフなシャツにニーソックスとミニスカート。そのためふとした拍子で簡単に下着が見えてしまうのだ。

「……っ!?　きゃぁ！」

「危ない！」

　千桜も遅まきながら気が付き、慌ててスカートを押さえる。だが、椅子の上で暴れたせいでバランスを崩す。

　とっさに暁あき人とが反応し、落下ポイントに滑り込む！

　力いっぱい床を殴ったような騒音が、部屋に響いた。

「痛たたた……って、あんまり痛くない？　それに、あんっ、やだ、なんで息が……っ？」

　千ち桜さに痛みがないのも当然。暁人が下敷きになり、衝撃を吸収したからだ。結果、千桜のお尻しりは暁人の顔に押し付けられてしまう。荒い息が当たりこそばゆいのも必然だ。

「ふが、ンが……ッ」

　暁人が呼吸するたびに、朝あさ風ぶ呂ろで使ったボディーソープの香りとやや湿った汗が混じり合った甘い匂においが肺を満たす。

「ぁんっ、ぁッ……何、暁人ぉ……!?」

　後ろを振り返り、現状を正確に認識した千桜は、恥ずかしさに耳まで真っ赤になり、

「……う、うにゅぅ」

　例の奇声をあげ気絶する。結果、暁人の上に倒れ込み豊満な胸を押し付ける。さらに体から力が抜けたせいで、暁人の顔はさらに水色の横よこ縞じま下着に圧迫され埋もれていく。

　これが豊とよ葦あし原はらで暮らし始めた、神じん代だい暁人の日常だ。



　目を覚ました千桜は、真っ赤になりながらも暁人に助けてくれたお礼を言い、暁人も赤くなりながら頷うなずく。二人は朝食を終え、登校準備を開始。先に制服に着替え終わった千桜が、急せかしてくる。

「早くしなさいよ、暁人。路面電車が来ちゃうでしょ」

「あと少しで終わるから、もうちょっとだけ待っててくれ」

　暁人は鞄かばんを一度床に置き、居間の神棚に飾った守り刀に柏手かしわでを打つ。

「行ってきます、月げつ歌かさん」

　二人は挨あい拶さつを済ませると一目散に家を出た。



　▽△



　暁人と千桜が住むマンションから、学園へは路面電車に乗るのが一番早い。

　暁人たちと同じ年とし頃ごろの生徒たちが電車内を満たす。

　ほどなく電車は学園側へと滑り込んだ。

　天翼フエアリア搭乗者養成学校のひとつ、晴せい海かい学がく園えん。真っ白な外壁の四階建ての校舎に教員用と整備士・研究者候補生徒用の建物が繋つながり、訓練用の第一闘技場やグラウンド、体育館などの施設がある。また敷地内には立派な神社まで建てられていた。

　クラスは一から七組まであり、暁人たちは一年一組だ。二人はクラスメイトたちに挨拶して、窓際の一番後ろの自席へと腰を下ろす。

　千ち桜さとは席も隣同士だ。昨日クラス全員の自己紹介を聞いてはいるが、顔と名前までは一致しないので談笑する相手はまだいない。

　暁あき人とが鞄かばんの中身を机に移していると、前席の男子生徒が声をあげる。

「ヤベ、筆箱忘れちまった……」

　肩まで伸ばした茶色い長髪。肌は日焼けサロンで焼いたのか、こんがり小麦色。身長も高く、肩幅もある。男は本気で落ち込んでるらしく、暁人はたまらず声をかけた。

「よかったら予備の筆箱持ってるから貸そうか？」

「マジで!?　サンキュ」

　男子生徒の返事を聞き、予備の筆箱を渡す。千桜は不思議そうに尋ねた。

「どうして予備の筆箱なんて持ってきてるの？」

「昔、オレも丸ごと忘れてさ。それ以来、机に予備を入れてるんだ。置き傘ならぬ、置き筆箱みたいな」

「へんなの」

　千桜は暁人の習慣を一いつ蹴しゆうするが、男子生徒は手放しで喝かつ采さいする。

「お陰でマジ助かったよ。たしか神じん代だいくんだっけ？」

「暁人でいいよ。えっと……」

「不ふ破わ路じ哮たける。哮って呼んでくれ。よろしく」

「こっちこそ」

　哮が差し出した手を暁人は握り返す。哮は挨あい拶さつをすませると真剣な面持ちで告げる。

「一応、断っておくけど、俺はこんな見た目だが別に不良じゃないからな」

「そんなこと思ってないって」

「だから一応だって。こんな外見だから誤解されやすくてさ。でも肌は元々地黒だし、茶髪なのも生まれつき。髪を伸ばしているのも、右の耳裏から首まで火傷やけどの痕あとがあってそこだけ皮膚の色が違うんだ。だから髪で隠してんの。嘘うそじゃないぞ。学園の証明書もちゃんともらってんだから」

　ほら、と哮は生徒手帳の内側を開き『頭髪証明書』なるものを提示する。

「そんな証明書があるのか」

「わたしも豊葦原こつちの生活長いけど、初めて知ったわ。そんなのがあるなんて」

　暁人と千桜は仲の良い恋人同士のように証明書を覗のぞきこむ。哮はやや得意気に語った。

「親の署名と髪の色が分かる子供時代の写真を一緒に出すんだ。証明書これのお陰で誤解がすぐとけて重宝してるよ」

　哮は手帳をしまうと、素朴な疑問を尋ねる。

「ところで暁人、篠しの原はらさんと仲いいみたいだけど、二人は付き合ってたりすんの？」

「わ、わたしと暁あき人とが付き合ってる!?　へ、へぇー不ふ破わ路じくんにはそう見えるんだ……そうなんだ」

　千ち桜さはすぐには答えず、真っ赤になって恥ずかしそうにうつむきながら、髪をいじる。小指に、同居の約束のときつけたあのリボンが揺れた。

「まさか、違うよ。彼女とは共通の知人が居たから、仲良くしてもらってるだけだって」

　その態度を見て、男に慣れてない千桜は答えにくいだろうと暁人は気を利かせ、哮たけるの言葉を否定する。それに、まさかここでルームシェアしているとは、暁人自身も言いにくい。

「そ……そうね。わたしは月げつ歌かさんに頼まれて暁人の面倒を見てるだけのただの知り合いよ！　変なこと言わないでよね！」

　暁人の否定の言葉を聞いて、千桜は何な故ぜか怒ったような声音で同意する。

「そんな大声で否定しなくても、って！　月歌さんってあの王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう捌はち、死まかる返がえしの鏡かがみ月歌さん!?」

「オレは月歌さんと同じ道場に通ってたんだ。千桜は昔からの知り合いらしい」

「俺、月歌さんの大ファンでさ！　彼女に会ったことあるか？」

「もちろん。弟弟子としてよく稽けい古こをつけてもらってたよ」

「クソ、羨うらやましい！　って、悪い、ちょっと無神経だったな……」

「気にするなって、もう一年以上も前のことだし。気持ちの整理はつけてるからさ」

　哮は問題がないのを確認すると、真剣な表情で自身の考えを話し聞かせてくる。

「俺さ、本当に月歌さんの大ファンで。もちろん綺き麗れいな人だからっていうのもあるんだけど、彼女が目指していた『誰だれも禍マガ津ツ鬼キに傷つけられない世界を創つくる』って考えに感動してさ。いつか、自分も彼女の夢の手助けをできたらなって思ってたんだよ。なのにあんなことになるなんて……」

『誰も禍津鬼に傷つけられない世界を創る』──鏡月歌がよく口にしていた台詞せりふだ。

　月歌は王器使いには珍しく、積極的に禍津鬼と戦い、かなりの数の軍事作戦に参加していた。そのためか哮のようにファンも多く、また命を救われたのをきっかけに、いまだに神様のごとく崇拝し続ける軍事関係者も少なくない。

「悪い。湿っぽくさせちまって。とにかく、月歌さんがいない今、俺たちが頑張らないと！　さしあたって今日の頑張りどころは模擬試合だな。暁人は誰と戦うんだ？」

「あれってもう対戦相手、決まってたっけ？」

　模擬試合とは午後授業いっぱい使ったクラスメイト同士の一対一戦のことだ。教職員が新一年生の実力値を把握するためにおこなう運動測定みたいなものだ。対戦相手はクラス内でランダムだと聞かされていたが、すでに決まっていたとは知らなかった。

　千桜が溜ため息いきを漏らしながら教える。

「昨日、藤ふじ山やま先生が言ってたじゃない。朝一にクラスネット掲示板に貼はりだしておくって。ほら、ちゃんと載ってるでしょ」

　自身の携帯を弄いじり、ネット上にある一年一組の掲示板を表示する。

　暁あき人との名前を探すと、

「オレの対戦相手は『五いつつ橋ばし紅葉もみじ』さんか」

「うわ、よりにもよって委員長かよ。暁人は運がないな」

「なんで運がないんだ？」

「知らないのか？　委員長の五橋紅葉って言ったら有名人じゃないか。あの五橋財閥の一人娘で、中学一年から豊とよ葦あし原はら暮らしの才女。去年の葦あし原はら祭さいじゃ、天翼フエアリア闘技大会の中学生部門で優勝してるし」

「だから、昨日、彼女が即決で委員長に決まったのか。ところで二人もその大会に出場したのか？」

　暁人の無邪気な質問に哮たけると千ち桜さは、

「もちろん、出たさ。速攻で予選敗退したけど」

「わたしは出てないわ。興味なかったし、それにわたしが本気出したら反則みたいなもんだしね」

「どうして本気を出すのが反則になるんだ？」

「!?　そ、それは、えっと、あの、なんていうか……」

「皆さん、おはようございます」

　千桜が口ごもっていると、今話題の五橋紅葉が登校してくる。

　ピンと伸ばした背筋。アーモンド状のちょっと釣り上がった目にリボンで結ったツインテール。千桜よりやや胸は小さいがバランスの取れたスタイルで、制服がよく似合っている。紅葉が暁人に気付くと、鞄かばんを自席へ置き声をかけてくる。

「おはようございます、神じん代だいさん。今朝の掲示板はもう確認されましたか？」

「今確認したとこ。委員長が模擬試合の対戦相手なんだってな」

「そうみたいですね。神代さんは高等部から搭乗者になられた方ですから、シミュレーションが主で実機の扱いに慣れていないでしょうが、手加減はしませんよ。すぐに終わっては楽しくありませんので、頑張って足あ掻がいてくださいね」

　紅葉の物言いに、千桜が表情を『むっ』と強こわ張ばらせる。

　哮は千桜の反応など気付いた様子もなく、紅葉をからかうように指摘した。

「余裕ぶってるけど、委員長でも油断してると危ないぜ。なんてったって暁人はあの元王おう器き使い鏡かがみ月げつ歌かさんの弟子なんだから」

「馬ば鹿か、誤解されるような言い方すんな。道場の弟弟子だっただけだよ」

「そうだったんですか。私も鏡月歌さんのファンです。やはり他ほかの王器使いとは違い、真剣に世界平和を考えていたところに共感します」

「ありがとう。委員長にそう言ってもらえて月げつ歌かさんもきっと喜んでるよ」

　暁あき人との謝辞に、一瞬、口を噤つぐんだが紅葉もみじは自身の考えを吐露する。

「ですが第だい四よ次じ西せい討とう作さく戦せん中、王おう器きを失ったのはいただけないと思います。王器は人類にとっての切り札。王器使いとしてもう少し自覚していれば──」

　紅葉の話は、音をたてて倒れた椅い子すによって中断された。

　教室のざわめきが止やみ、立ち上がった千ち桜さに視線が注がれる。

「──何も知らない癖に、月歌さんを馬ば鹿かにしないでッ」

　千桜はクラス中の注目など一切気にせず、怒りの瞳ひとみで紅葉を睨にらみ付ける。その迫力は到底同世代の女子生徒が出せるモノではない。

　紅葉も、クラスメイトの豹ひよう変へんに動揺し怯おびえ喉のどを詰まらせる。

「何も知らない癖に……あの地獄を知らない癖に！」

　千桜はまるで怪け我がを負った獣のように怒り、紅葉との距離を縮める。

「千桜、駄目だ！　ストップ！」

　暁人は慌てて二人の間に割って入る。



　ふにぃん。



「「「!?」」」

　思いの外二人の間は狭く、暁人の手は、千桜と紅葉の胸を揉もんでしまったのだ！

「あ……」

「きゃ、きゃぁぁあぁあぁぁぁっぁぁあぁぁあッ！！！」

　紅葉から先程まであった怯えは消え、耳たぶまで赤く染めて、暁人を引っぱたく。

「ぐはァッ！」

「へ、変態！　訴えますよ！」

「ご、ごめん！　でも決してわざとじゃ──！」

「嘘うそです！　本当は狙ねらってやったに決まってます！」

「信じてくれ！　本当にわざとじゃないんだ！」

　さっきまでの怯えた表情から一転、般はん若にやの化身みたいに怒ってくる。

　暁人はそんな紅葉に対してひたすら頭を下げ続けた。

「千桜も信じてくれ！　わざとじゃないんだ！」

「…………」

　一方、紅葉とは対照的に怒りの瞳のまま動きを止めていたが、ゆっくりと唇を動かし、

「う」

「「う……？」」

「うにゅー」

　例の奇声を発し、紅葉もみじ以上の赤い顔でその場で膝ひざが折れる。

「ち、千ち桜さ！」

「だ、大丈夫。平気だから」

　キスよりはダメージが低かったのか気絶するまでには至らなかった。千桜は机に手を突き、涙目で暁あき人とを睨にらみ付ける。

「こ、こんなところで胸を触るなんて。しかもわたしだけじゃなくて他ほかの子のまで……ッ」

「二人共、本当にごめん！　ごめんなさい！」

　暁人はひたすら千桜と紅葉に頭を下げ続けた。

「皆さん、おはようございますぅ」

　チャイムが鳴ると、担任教師の藤ふじ山やま美み咲さきが教室へ入って来る。

　身長は低く暁人より年下にしか見えない。長い睫まつ毛げと賢そうな瞳ひとみ。ふっくらした薔ば薇ら色いろの頬ほお。黒髪をリボンでポニーテールに結んでいる。一番目を引くのは服装だ。大正時代の女学生のような袴はかま姿にブーツが異彩を放っている。

「委員長さんたち、そんなところで騒いでどうしたんですぅ？」

「聞いてください！　神じん代だいさんが突然、私と篠しの原はらさんのむ、む、胸を触ってきたんです！　痴漢です！　すぐに彼を退学にしてください！」















「誤解です！　オレはただ二人の争いを止めたくて仲裁に入っただけで……」

「嘘うそです！　わざと触ったに決まってます！　篠しの原はらさんもそう思いますよね!?」

「わたしは……はぁ、もういいわ。暁あき人との言う通り、争いを止めようとしたのは本当だし、胸を触られたのは事故ってことで忘れてあげる」

「そんな！」

　味方にしようとした千ち桜さに振られたが、紅葉もみじは一人でも断固戦う決意を瞳ひとみに宿していた。

「分かりましたから落ち着いてくださいぃ」

　美み咲さきは手を叩たたき、騒ぎを静めた。その視線が暁人に向けられる。

「それで神じん代だいさんは本当に五いつつ橋ばしさんたちの胸を触ったのですかぁ？」

「その、えっと…………はい、触りました。けど！　決してやましい気持ちで故意にやったわけじゃなく、あくまで偶然、事故なんです！」

「先生に誓ってですかぁ？」

「誓ってです！」

　美咲のジト眼めを必死に睨にらみ返す。

　美咲は笑顔を取り戻し、今度は紅葉に向き直った。

「どうやら本当に偶然みたいですね。委員長さん、気持ちは女性としてすっごく分かりますが、これだけ反省し謝罪してるのですから、ここは先生に免じて許してくれませんかぁ」

「ッ!?　ですが！」

「駄目ですかぁ？」

　紅葉は数秒間、暁人を睨み付けると、

「……くっ、分かりました。けど、次やったら許しませんから。絶対に訴えますから」

「ありがとう、委員長！」

「失礼します！」

　紅葉はさっさと背を向け自席へと戻っていく。

「神代さんも事故とはいえ二度と女性の胸を触ってはいけませんよ。今回は大目に見ますが、あんまり問題を起こすようでしたら先生怒りますよぉ？」

「すみません。本当にすみません。以後気をつけます」

「神代さんはちゃんと謝れて偉いですねぇ」

　美咲は制服を引っ張り、暁人を屈かがめさせると母親が子供を褒めるように頭を撫なでてくる。

「せ、先生!?」

　容姿は年下にしか見えないが、表情や態度には母性愛的優しさが滲にじみ出ている。

　暁人は美咲の人間性に触れ瞳を潤ませた。同時に──

『ちくしょう、美咲先生とイチャイチャしやがって』

『俺も美み咲さきちゃんに撫なで撫でされたい！』

『美咲タン美咲タン美咲タン美咲タン美咲タン』

　クラスの一部男性陣からはっきりとした悪意を感じ取る。

「それじゃＳＨＲを始めますよぉ」

　美咲は教壇へ立つ。隣席の千ち桜さも、顔を真っ赤にして座った。千桜は忘れると言ってくれたが、人間の記憶はそう都合良くできていない。

　気まずい空気が二人の間に流れる。

「それでは皆さんあらためまして、おはようございます。今日から本格的に授業が始まりますが、三年間一緒に頑張って、立派な天翼フエアリア搭乗者になりましょうねぇ」

　体に似合わないよく通る声が教室中に響く。

「今日は午後の授業全部使って模擬試合をおこないます。皆さんはもう対戦相手を確認しましたか？　もしまだの人がいたら休み時間中に確認しておいてくださいね。試合のルールも載っているので目を通しておいてください。あくまで模擬試合は先生たち教職員が皆さんの実力値を把握するためのものですからあまり深刻に考えず、怪け我がに気をつけて精一杯頑張ってくださいねぇ」

　美咲は笑顔で皆を鼓舞する。暁あき人とは思わず自分の対戦相手に視線を向けた。対戦相手はさきほど胸を触ってしまった五いつつ橋ばし紅葉もみじだ。紅葉も振り返り睨にらんでくる。目には『滅殺』という二文字が炎をバックに浮かんでいた。離れていても気合いがひしひしと伝わってくる。

　隣席の千桜はいまだに頬ほおを赤く染め、紅葉は振り返ったまま睨み続けていた。窓から差し込む四月の日差しは暖かかったが、暁人の背筋は寒さとは違った現象で震える。

（模擬試合、無事に終わるといいな）

　暁人は溜ため息いきと共に信じてもいない神さまに祈りを捧ささげた。










　■第二章　ファーストコンタクト



「二〇〇三年──黄よ泉み柱ばしらが島根県に出現し、禍マガ津ツ鬼キが地上を侵略するようになってすぐ彼らの研究が日本で始まりましたぁ」

　藤ふじ山やま美み咲さきの可愛かわいらしい声が教室に響く。

　一、二、三時間目は通常必修科目、そして昼休み直前の四時間目は天翼フエアリアに関する歴史や知識などを学ぶ授業だ。

　晴せい海かい学がく園えんは英語・数学などの通常授業ももちろんあるが、総合単位数は天翼フエアリア搭乗者養成の為ための専門科目の方が圧倒的に多い。なぜなら高等部からは実際に戦場へ出るからだ。

　戦場と言っても即最前線ではなく、最初は後方支援やベテランに補佐させながら参加させ、三年かけて徐々に禍津鬼との戦いに慣れさせる。ただし千ち桜さのように才能や実力が認められてスカウトされ、即前線に出る者もいる。だが、あくまでそれは例外で貴重な経験は積めるがその分死亡率が高くなるため、よほどでないと推奨はされていない。

　大多数は中等部で基礎訓練、高等部から実習を経て段階を踏んで現場に出る。

　クラス担任でもある藤山美咲が、教科書を手に授業を進行する。

「禍津鬼の結界フイールドを突破するもっとも有効的手段は、敵が張る結界フイールドと近似の性質を持つ霊れい子し力りよくを帯びた近接武器で攻撃することだと、研究の初期段階に判明しました。なので現在の天翼フエアリアのような個人兵器が望まれましたが、開発にはクリアしなければならない問題点が多数ありました。代表的なのが動力源の小型化ですぅ」

　クラスメイトたちは誰だれ一人雑談もせず、みんな真剣に耳を傾けていた。

「当時の技術では、戦闘に必要な水準を確保しようとするとジェット戦闘機並の大きさが求められました。個人が大型近接武器を手に、禍津鬼と戦闘するさい邪魔にならないレベルのサイズを確保しようとしましたが突破口が見付からず、幾多の失敗作が作られました。ですが、そんな数多の問題を解決したのが皮肉にも禍津鬼の残ざん骸がいでしたぁ」

　美咲先生は壁面にあるディスプレイに禍津鬼の姿を映し出す。体たい躯くは蛇、双頭で一方が虎とら、もう片方がライオンだったり、全身が鱗うろこに覆われた巨大魚で牙きばだらけの口、羽と肉を毟むしった骨の翼、尻尾しつぽは無く代わりにタコみたいな触手が蠢うごめいている禍津鬼などが画面に出ては消える。機械に巨大生物が持つ獰どう猛もうさを合わせたような印象だ。

「禍津鬼を構成する金属は、現存する金属と比べて圧倒的に硬く丈夫で軽いという夢のような物質です。さらに研究の結果、禍津鬼を構成する金属は無機物でありながら、レトロウィルスと同じ性質を持っていることが判明したのです。レトロウィルスは他ほかの生物に感染し、その遺伝子情報を書き換える力を持ち、このような生殖以外で自分の遺伝子を伝える方法を『遺伝子の水平伝でん播ぱ』と呼びます。そのため傷ついた禍津鬼は金属や他資源を取り込み、自身と同じ金属細胞に変換し傷口を修復することができるのですぅ」

　美み咲さきはディスプレイの画面を切り替える。

「日本人研究者はこの性質をコントロールする方法を確立することで、必要部品などを禍マガ津ツ鬼キ金属化させ、エンジンの小型化に成功しました。さて、そのさい天翼フエアリアを霊子的に動かす術式の基本となったものが何か、分かる人はいますかぁ？」

「はい」

　昨日、委員長に就任した五いつつ橋ばし紅葉もみじが手をあげる。

「日本古来から伝えられている神道です」

　その答えに美咲は頷うなずき、講義を続ける。

「さすが委員長さんですね、その通りです。日本では昔から『霊れい子し力りよくの高い者は神の生まれ変わりである』という考え方が一般的でした。なので天翼フエアリアで霊子力を扱うさい、日本人ともっとも相性がいいとされる神道系術式が採用されたのです。機体内に神名、神しん札さつなどが彫り込まれ、配置されました。お陰でより霊子力の伝達や効率的運用がなされるようになったのです。こうして二〇〇八年に初の天翼フエアリアが完成しましたぁ」

　結果、天翼フエアリアは初期段階から和装近接武器や神道系術式に則のつとり編まれた戦いくさ装しよう束ぞくなどが主流となり、それが現在に続いている。昨今ではより効率化を目指し様々な霊子力を扱う技術形態、例えば陰陽道や西洋の魔術が一部取り入れられているが、基本的に外見はあまり変わっていない。

　ふと、美咲が授業と関係ない脱線話を始める。

「そういえば先日の日曜日、先生が観みていたテレビで、神道専門家の方がこんな話をしていました。黄よ泉み柱ばしらが島根県の黄泉よもつ比ひ良ら坂さかから出現したのは偶然ではない。天あま照てらす大おお御み神かみが天の岩戸に再びお隠れになったせいで、禍まが──つまり禍津鬼が黄泉比良坂を登り這はい出てきた。だから人類は『ひふみ神う歌た』を謡い、勾まが玉たまから天照大神太陽を呼び出す常とこ世よの長なが鳴なき鳥どり──天翼フエアリアをまとい禍津鬼と戦っている。だからこれは光と闇やみの戦いなのだと……」

　雑談が終わると丁度、鐘の音が鳴ってしまった。

「昼休みを挟んで午後からはＳＨＲで話した通り模擬試合をおこないます。ご飯を食べたら、第一闘技場に集合してくださいね。遅刻は厳禁ですよ。それでは日直さん」

「きりーつ、礼！」

　日直の合図で礼をすると、教室は昼休みの喧けん騒そうに包まれた。



　▽△



　昼休みに入るとすぐ、哮たけるが振り返り暁あき人とを食事に誘う。

「暁人、食堂行こうぜ」

「悪い。弁当あるから」

「弁当？　珍しいな男で弁当持ってくるなんて」

　大抵の学生は寮生活か一人暮らしのため、必然昼食は食堂か購買、コンビニ弁当等になる。女子なら自作のお弁当などさほど珍しくないが、男子生徒になると話は別だ。

「暁あき人とって自分で料理するタイプ？」

「そこそこ得意かな。家が道場だったから、持ち回りで料理を作るんだよ。それに刃物の扱いには慣れてるしね」

「慣れてるだろうけど、台所包丁と日本刀はさすがに違うだろ。それじゃその弁当も暁人が作ったの？」

「いや実はこの弁当はち──」

　暁人の台詞せりふを千ち桜さが素早く口元を押さえ遮る。その速さにさすがの暁人も反応できなかった。千桜はなぜか完かん璧ぺきなまでの笑顔を浮かべ、有無を言わせない口調で、

「不ふ破わ路じくん、ごめんね。暁人にちょっとお話があるから彼、貸してもらうわね」

「ど、どうぞどうぞ。そろそろ食堂に行こうかなって思ってたし。暁人、また後でな！　……死ぬなよ」

「変なこと言うなもがもぐがもがあ！」

　哮たけるは最後に不吉な言葉を残し、新しくできた友人を見捨てる。千桜に口を押さえられているため、抗議の言葉すら形にならず無理矢理廊下へと連れ出されてしまった。



　暁人が連れて来られた場所は同階の空き教室だ。机と椅い子すは重ねられ後ろへ片付けられている。毎日業者が掃除してくれているお陰で埃ほこりっぽくはない。口から手が離れると暁人は早速批難の声をあげた。

「なんだよ、藪やぶから棒にこんなとこ連れて来て」

「暁人が余計なこと言おうとするからでしょ」

「余計なこと？」

　千桜は呆あきれながら、手にしたお弁当を目の高さまで持ち上げる。

「お弁当を作ってるのはたしかにわたしだけど、馬ば鹿か正しよう直じきに答えちゃダメでしょ。変な誤解されて、最悪わたしたちが同どう棲せい──じゃなくて！　一緒に住んでるってばれるかもしれなかったのよ」

　二人が同居していることは、周りには秘密にすることになっていた。余計な誤解を他者に与えないのと、やっぱり気恥ずかしかったため、話し合ってそう決めた。指摘に暁人は素直に頷うなずく。

「たしかに千桜の言うとおりだ。悪い、つい口が滑って」

「ほんと気をつけてよね。わたしは別に知られてもか、構わないんだけど……周りに騒がれて暁人に迷惑かけてもいけないし」

「ああ、そうだな。気を遣ってくれてサンキュー」

　そう言うと、千ち桜さは頬ほおを染めながら髪をいじり、ちらっと暁あき人とを見る。

「……そ、それじゃ教室に戻るのも面倒だし、空き教室ここでお弁当食べましょ」

「勝手に使っていいのか？」

「誰だれも使ってないんだから問題ないわよ、きっと。それに、二人っきりになれるとこが、他ほかに思いつかなくて……って、べ、別に秘密の話とかはないんだけど、一緒に住んでるのが話の内容で他の人にばれるとまずいかなと思って。暁人が嫌なら別にいいんだけど」

「いや別に嫌じゃないけど」

「そ、そう。そうなんだ、嫌じゃないんだ……」

　千桜は小さく呟つぶやきながら頬を少し赤く染めて、後ろに片付けられている椅い子すと机を引っ張り出していく。その様子が、なんだか少し嬉うれしそうだった。

　二人は机を向かい合わせ、お弁当を広げる。弁当箱にはゴボウサラダ、プチトマト、唐揚げにぼってりと厚く焼いた卵焼き。残ったスペースには稲いな荷り寿ず司しが詰められていた。

「美う味まそう。作るの大変じゃなかったか？」

「ううん、夜のうちに下した拵ごしらえは済ませておいたから。朝は詰めるだけだし。あと魔法瓶に麦茶入れてきたから、飲みたくなったら言ってね」

「至れり尽くせりだな。でも、飲み物ぐらい自販機で買えばいいのに」

「そんな無駄遣いは駄目よ。お金がもったいないじゃない。それにせっかく美お味いしく煎いれたんだから、味わって飲んで欲しいし。……とにかく、早く食べましょ」

　千桜にうながされ、『いただきます』と手を合わせ稲荷寿司に箸はしを伸ばす。

「美味い！　油あぶら揚あげがしっかりと甘辛だけど、味が濃すぎなくて酢飯もちょうどいい塩あん梅ばいだ。このできなら店に並んでてもおかしくないよ」

「褒めても何も出ないわよ。でも良かった。暁人の口に合って。頑張った甲か斐いがあったわ」

　そう言って千桜は頬を染め、嬉しそうに微笑ほほえむ。

「本当にお世辞抜きで美味いって。この油揚げも、既製品じゃないよな。わざわざ作ったのか？」

「そうよ。市販のお揚げだと油っぽくて薄いことが多いから、豆腐を買ってきて自分で揚げたの。少し厚いから食感も楽しめるし、それにそっちの方が買うより安上がりだしね」

　千桜も自分の弁当から稲荷寿司をつまみ頬ほお張ばる。

「でも本当に千桜は料理上手だよな。味付けもオレ好みだし。昔道場で、月げつ歌かさんに作ってもらった弁当と同じくらい美味しいよ」

「それは当然よ。わたしの料理は、その月歌さんからみっちり教え込まれたんだから」

「月歌さんに？」

　頷うなずいて、千桜は懐かしそうに瞳ひとみを細め、柔らかな表情を見せる。

「わたしも昔は不器用で家事全般が苦手だったけど……豊とよ葦あし原はらで一人暮らしするようになって、それじゃ駄目だからって月げつ歌かさんに教えてもらったの。厳しかったけど、わたしがここまで料理が出来るようになったのは、全部月歌さんのおかげよ。『女の子なら、好きな人に料理を食べてもらわないとね』って言われて教え込まれたの」

「月歌さん家事全般得意だったからな」

　どうりで美う味まいわけだ、と暁あき人とは一人納得する。

「だからしっかり感謝して食べて、午後の模擬試合頑張ってよね」

「模擬試合……。相手は委員長か……」

　唐揚げを食べ、幸せそうに口元を綻ほころばせていた暁人は、途端に肩を落とす。

「落ち込み過ぎよ、もう。……まあ、気持ちは分かるけど。委員長、気が付くと親の敵みたいに睨にらんでくるもんね」

「そうなんだよ。授業、休み時間関係なく睨んできてさ。ほんと胃が痛いよ……」

　自分で言ってさらに暗くなる。紅葉もみじの気持ちも理解できるが、暁人からすれば針のむしろ以外の何物でもない。

　千ち桜さは魔法瓶から冷たい麦茶をコップに注ぎ手渡す。

「まさかとは思うけど、委員長の胸を触りたくてわざとやったんじゃないわよね……？」

「当たり前だろ！　あれは事故だって何度も言ってるじゃないか」

「ならいいけど。もし暁人に痴漢趣味があったら、姉あね弟で子しである月歌さんの不名誉になる前に何か手を打たなくちゃいけないとこだったわ」

「ちなみにどんな手を打つつもりだったんだ？」

「……それは、聞かない方がいいかも？」

「怖い！　怖すぎるよ！」

　千桜の言葉に怯おびえながら、麦茶を飲み干す。

「とにかく仲直り……とはいかないまでも、この険悪な関係を修復しないと。なんか良い方法ないか？」

「方法ねー」

　千桜は形のいい顎あごに指を当て虚空を眺める。

「午後の模擬試合で暁人が勝つとか？」

「逆に恨まれないか」

「ドラマや映画とかでよくあるじゃない。戦った者同士が最後は互いを認め合い、固い握手を交わすって」

「いくらなんでも安直すぎないか？」

「『シンプルイズベスト』『案ずるより産むが易し』とも言うでしょ。それにああいうプライドが高い子は、一度負けて鼻っ柱を折られたら大人しくなるかもよ？」

「まあ鼻っ柱云うん々ぬんは置いておいて。勝っても態度が変わらなかったらまた別の方法を考えればいいわけだし……有りかもな。模擬試合でも負けるのは悔しいから、勝つためにどうせ真面目まじめに戦わなくちゃいけないわけだし」

「でしょ？　だから午後の試合、頑張ってね」

「おう！　任せとけ！」

　決意を新たにすると、尖とがった声が空き教室に響く。



「──誰だれが誰の鼻っ柱を折るつもりですか？」



　扉が開き対戦相手であるクラス委員長こと、五いつつ橋ばし紅葉もみじが顔を出す。

　紅葉は無表情だったが、瞳ひとみは怒りの炎に燃えていた。

「ど、どうして委員長がここに！」

「通りがかったら、大変愉快なお話が聞こえてきたので。それより空き教室の無断使用は学がく則そくで禁止されていますよ」

「ごめん。知らなかったんだ。すぐに片付けるよ」

「ごめんね、暁あき人と。わたしがここにしようって言ったから……」

「いいよ、気にしてないから」

　空き教室での昼食を提案した千ち桜さも、バツが悪そうに弁当を片付ける。

「それから、これだけは言わせてください」

　紅葉は威嚇するように足音を立て側そばに来る。

　暁人はいまだ座っているため見下ろされる形になった。

「次の模擬試合。たとえ貴方あなたが早々に降伏しても、どんなに弱くても、元王おう器き使いの弟だとしても、一切手加減しませんから。それと万が一、いえ……億、兆が一にでも神じん代だいさんが勝ったとしても、今朝のことを許したりしませんから」

「月げつ歌かさんは姉じゃなくて、姉あね弟で子しだよ……って、今朝のことは美み咲さき先生に免じて許してくれたじゃないか!?」

「許せるはずありません！　あれは先生の顔を立てただけです。だいたい男の人に胸を触られたのは、は、はは初めてだったんですよ！」

「ごめん！　本当にごめん！」

「知りません。次の模擬試合で徹底的に倒しますので。それでは失礼します」

「ちょっと待ってくれ委員長！」

　暁人は慌てて追いかけようとする。それが災いし、足を机にぶつけ転んでしまった。

　不幸にも紅葉はすでに背中を向けていたため、反応が遅れて回避が間に合わない。

　暁人は反射的に目の前にあった紅葉のスカートを掴つかんでしまう。

「!?」

　紅葉もみじもバランスを崩し転倒する。それだけならまだ救いがあった。

（ッゥ──、……あれ、なんだこの良い匂においは？）

　くんくんと思わず匂いを嗅かいでしまう。頬ほおや手のひらに伝わる気持ちいい肌触り。本能的に顔や手のひらを動かす。

「ひゃん！　ふっ、んんッ！」

「!?」

　女性の艶つやっぽい熱い声音で気付く。

　紅葉の転倒＋暁あき人とが反射的に引っ張ったせいでスカートを捲めくってしまった！

　さらに紅葉は床に四つんばいになり、お尻しりを向けた形で黒タイツ越しに白いパンツを露出する。暁人はそのお尻に顔を突っ込み、手のひらは倒れないよう反射的にお尻を鷲わし掴づかみにしてしまっていた！　つまり今暁人は、紅葉のお尻に顔を埋うずめ、匂いを嗅ぎ、両手で揉もみしだいていたのだ！

　紅葉は自分の置かれている状況に気が付くと、

「きゃ、きゃぁあぁぁッ！」

　悲鳴をあげ慌てて立ち上がる。

「こ、こここの変態！　性犯罪者！」

「ごめん！　本当にごめん！　わざとじゃないんだ！」

「もう許しません！　午後の模擬試合が終わったら、兵武ひようぶ署しよに訴えます。絶対に訴えますから！」

「委員長、ごめん！　それだけは許してくれ！　委員長ぉおぉぉッ！」

　しかし紅葉は訴えなど無視し、首まで真っ赤にして教室を飛び出す。それだけでは終わらず、さらなる不幸が控えていた。

　振り返ると、千ち桜さは今朝、紅葉と対たい峙じしたときのような怒りの瞳ひとみを向けてくる。

「暁人の嘘うそつき。やっぱり痴漢趣味があるみたいね……」

「誤解だ！　本当にわざとじゃないんだ！　足がもつれたというか、バランスを崩したというか……！」

「足がもつれて転んで、スカートを捲って委員長のお尻に顔を埋めるなんて偶然あるわけないでしょ！」

「事実なんだからしょうがないだろ!?　頼むから信じてくれ！」

「男らしくないわよ。最後ぐらい日本男児らしく覚悟を決めなさい。なるべく痛くしないよう介かい錯しやくしてあげるから！」

「だから誤解だぁぁぁぁぁあぁあっぁあッ！！！」

　暁人の悲痛な声音が、空き教室いっぱいに響いた。



　▽△



　一年一組の生徒たちは昼休みが終わるとすぐ模擬試合をおこなう開閉ドーム型第一闘技場に移動した。公式試合にも使用できる開閉ドームで、戦闘規模は天翼フエアリア二機～一〇機程度が想定されている。戦う順番はランダムに決定されており、暁あき人とはトップバッターに選ばれた。待機場所の発着室が分からず千ち桜さに案内してもらう。

　暁人はげっそりとした顔で溜ため息いきを漏らす。

「ひ、酷ひどい目にあった……」

　あの後、千桜の誤解をとくため残りの昼休み全部を費やした。

　千桜は腕を組み、横目で睨にらみつける。

「誰だれのせいよ、誰の。暁人が委員長に変なことしなければ、わたしだって怒ったりしないわよ。自業自得でしょ、もう」

「それはその……面目ない」

　反論の余地もなく項うな垂だれる。

「ほらほらいつまで落ち込んでるの。これから試合なんだからしゃきっとしなさい！」

「……そうだな。これから試合なんだよな。しかも相手は委員長。こんな気持ちのままじゃ、勝つなんて夢のまた夢。気持ちを切り替えないとな」

「そうそう。それに委員長は負けても暁人を許さない、絶対に認めないって言ってたけど、実際に勝てば考えが変わるかもしれないでしょ？　何事も前向きにいかないと」

「そうなることを願うよ」

　暁人は本当にそうなって欲しいと切に願う。

（さすがに残りの学園生活、性犯罪者のレッテルを張られ生きて行くのは辛つらすぎる……っ）

『第一試合の生徒は開始位置へ。第二試合の生徒は発着室に移動してくださいぃ』

　決意を固めていると、管制指揮所の美み咲さきから放送が入る。

「やば、急がないと」

　暁人は首から下げていた天翼フエアリアを量子変換収納した勾まが玉たまを握り締める。意識を集中し、声紋認証のための声をあげた。

「一ヒ二フ三ミ・四ヨ五イ六ム七ナ八ヤ・九十百千コトモチロラネ！」

　着ていた制服は光の粒子となり上は狩かり衣ぎぬに、下は動きやすく丈の短い差さし袴この戦いくさ装しよう束ぞくへ粒子変化する。

　背中に接した装甲によって防御されている電子制御機器アビオニクスが静かな駆動音を立て起動。背中から機き械かい羽ばね、天あまの羽は衣ごろもが生まれ、その先端まで霊れい子し力りよくが伝達されるのを神経が認識する。霊子動ターボファンエンジンの装着音が鳴り響く。

　合成音声が聞こえてくる。

『電子制御機器アビオニクス正常稼働確認。視覚接続装置アイ・リンク・システム──コンタクト』

　コンタクトレンズ型ディスプレイに天翼フエアリアに関する情報が表示され、各部起動状況が自動的にチェックされていく。

　霊れい子し結界フイールド、霊れい子し陣シエル共に正常作動。

　戦いくさ装しよう束ぞくの霊子伝達率トランスミツシヨンクリア。

　搭乗者バイタルサイン異常なし。

　機き械かい羽ばね──天あまの羽は衣ごろも動作確認。確認完了。重力子洗浄開始。

　四枚の機械羽、天羽衣が霊れい子し力りよくを消費し淡い光の粉をこぼし、体から重力子を洗い流す。爪つま先さきが地面から離れた。

　霊子動ターボファンエンジン始動。始動確認。推力偏向ノズル動作確認。

　代理思考演算装置アウトサイド・オペレーシヨン、正常稼働。

　各種警戒レーダーセンサー異状なし。

　燃費管理装置アイキヤス確認。霊子力残量数値化フユーエルゲージ。問題なしオールグリーン──さらに続けて機体は細かなチェックをおこなう。

「暁あき人との武器は日本刀なんだ」

「やっぱり扱い慣れた武器のほうが安心するからな」

　暁人の機体には隼はや楯たてと呼ばれる楯はなし。

　腰に下げている刀は身長ほどもあり、生身ならまず扱えない代物だ。

　ちなみに普段は、安全性の観点から生徒たちの天翼フエアリアに武器は装備させていない。

　今は模擬試合をおこなうため発着室で監督役の藤ふじ山やま美み咲さきの下、事前に申請していた武器を勾まが玉たまに追加したため腰に日本刀を下げているのだ。

「富ふ士じ城しろ重じゆう工こう社製・大だい太だ螺ら──二一ね」

　千ち桜さは機体名を言い当てる。

　暁人の機体は黒がメインで、速度と機動性能に優れた近接主体の機体だ。製造数が少なく、今では希少な機体となっている。

「実機はまだ乗り慣れていないから、一番乗りやすいのを選んだんだ」

　霊子力に覚かく醒せいする年齢はなぜか一二歳から一八歳の間のみで、その歳としを過ぎるとほぼ一生目覚めることがない。それゆえ本土ではまだ霊子力に目覚めていない生徒でも、天翼フエアリアの戦術や戦略理論などの勉強をおこなう決まりになっている。

　暁人は霊子力に目覚めてからは、豊とよ葦あし原はらに来るまで実機での練習を繰り返していた。

　中学時代、授業としてシミュレーションで何度も練習していたお陰で操作には問題がなかった。だが、実機練習は約三十時間程度で、操作技術はまだまだ初心者の域を出ない。

「たしかに良い選択ね。ブロッサムシリーズを使ってないのは、感心感心」

『ブロッサムシリーズ』とは欧州の代表的会社が開発した機体だ。

「千ち桜さは『ブロッサムシリーズ』に、何か良くない思い出でもあるのか？」

「……うんまあ、ちょっとね」

『神じん代だいくん、早く移動してくださいねぇ』

「すみません！　すぐに行きます！」

　美み咲さきの催促に慌てて答え、所定の位置へ着く。

　数枚の隔壁が手前から一枚ずつ開き、管制指揮所から送られてきた停止目標位置ランデブーポイントを受信。コンタクトディスプレイに表示される。

「暁あき人と！」

　声に振り返ると、千桜が勝ち気な笑顔で拳こぶしを握り応援してくれる。

「観客席で応援してるから。……頑張ってね！」

「ああ、全力を尽くすよ」

　暁人は返事をし、指示に従い機体を飛ばす。思考するだけで機体が反応し天翼フエアリアが前へ進む。最初は地に足が付いていない感覚に戸惑ったが、すでにもう慣れた。

　紅葉もみじは中学時代から実機に乗り訓練を積んでいる。

　暁人と紅葉の練度差は、若葉マークの自動車運転手とプロレーサーほどあるだろう。

　第一闘技場の端、コンタクトディスプレイ上に赤く点滅する地点へ移動する。その直線距離約四〇〇ｍ先に紅葉がすでに待っていた。

「さきほどはどうも」

　紅葉の声が天翼フエアリア同士の通信機能により耳に響く。

　無意識に瞳孔を絞る。暁人のコンタクトディスプレイが反応し、紅葉をズームアップ。

　紅葉が乗る五いつつ橋ばし社製・神楽かぐらは、こちらも日本製で暁人が乗る富ふ士じ城しろ重じゆう工こうとは双そう璧へきをなす舞姫シリーズの新型機だ。

　背中から伸びる四枚の機き械かい羽ばね、天あまの羽は衣ごろも。和服に現代風のデザインを施した戦いくさ装しよう束ぞくは動きやすいよう丈が短く、紅葉の太ふと股ももが日に晒さらされる。左腕には中型の隼はや楯たて、右手には全長が自身の背丈ほどはある柄つかの長い刀、長なが巻まきを握り締めている。その姿は戦闘の乙女、ワルキューレのように美しい。

　紅葉は怒りの表情を暁人へ向けていた。

「この試合が終わったら、次会う場所は法廷です」

「委員長！　あれは誤解なんだって！　話を聞いてくれ！」

　それ以降、通信は途絶えこちらからのもシャットアウトされる。話すら聞いてもらえず落ち込んでいると、美咲が声をかけてきた。

『第一闘技場のシステムを起動しますので、その場から動かないでくださいねぇ』

　宣言と共に地面が輝き、崩れかけた廃はい墟きよビル群が顔を出す。

「凄すごい。地面からビルが生えてきた」

『本物じゃないですけどね。ホログラムを空間に投影してるだけです。でも天翼フエアリアに当たり判定が設定されているので触れば感触が返ってくるんですよぉ』

「ほんとだ。これが映像だなんて信じられないな」

　暁あき人とは手近なビルに触れる。美み咲さきの言う通りだった。しかも触った拍子に壁の一部が剥はがれ落ち地面に落下。舞い上がる粉ふん塵じんすらリアルに再現されている。

『こういう廃はい墟きよビル以外にも、森林や砂漠、北極なんかも投影できるんですよぉ』

『試合開始まで六〇秒』と耳元で機械音声が響く。

　視界の右下部分に秒数がカウントダウン表示され、数字を減らしていく。

　暁人は深呼吸をしながら、ゆっくりと刀を引き抜いた。

『最後に一応模擬試合のルールを再確認しますねぇ』

　コンタクトディスプレイに今回のルールが表示される。

『試合時間は一〇分。ダメージ蓄積値が一定以上に達した場合、行動不能になった場合、霊れい子し力りよく残量が五〇％以下になった場合、失格リングアウトが宣告されますぅ』

　美咲の説明が終わると、ちょうどコンタクトディスプレイの数字が０を指す。

『試合開始！』

　合図と共に、暁人はすかさず地面すれすれを飛び廃墟ビルのひとつに身を隠す。

　紅葉もみじもどこかの建物の陰に移動したようだ。そのため現在、紅葉がどこにいるのか分からない。

（飛んで探すと狙ねらい撃ちされる危険があるから、ビル陰に隠れながら探すか）

　暁人は低空低速飛行でビルの陰を飛び紅葉を探す。

　禍マガ津ツ鬼キ相手ならレーダーや各種センサーで敵を確認し、一撃離脱戦法ダイブ・アンド・ズームをおこなうのがスタンダードだが、相手も天翼フエアリア。今回は使う必要はない。

「！」

　暁人の体がビルにかすったせいで壁の一部が崩れ落ちてくる。

　反射的に振り返るが、もちろんそこには誰だれもいない。額に浮かんだ汗を拭ぬぐう。

「落ち着け神じん代だい暁人。そんなに緊張してたら最後まで持たないぞ」

　自分に言い聞かせながら、刀を握り直す。

　上空や表通りを見張り紅葉を探すが、彼女の姿は確認できない。

　今のうちに次に移るビル陰を探す。常に同じ場所に居ると発見される恐れもある。また、移動中に周囲を確認することで、紅葉の現在地を把握できるかもしれない。

「表通りは目立つから避けて、裏通りを移動しながら──って、うおおぉおぉおぉッ!?」

　突然、頭上から合計数十トンはある瓦が礫れきが落下してくる。

　暁人はビル陰から慌てて飛び出す。

　地面から数十メートルほど離れた地点で停止し、周囲を観察する。落下物が地面に衝突すると、衝撃が建物を揺らし、暁あき人との視界を遮る粉ふん塵じんを巻きあげた。

「これが本当にホログラムかよ!?」

　試合前、粉塵すら精密に再現することは確認していたが、改めて暁人はそのリアルさに驚きよう愕がくする。

「天罰覿てき面めん！　性犯罪者に天てん誅ちゆうを！」

　そんなホログラムの粉塵を切り裂き、紅葉もみじが叫びながら斬りかかってくる。

「だからあれは誤解だって言ってるだろ！」

　紅葉の長なが巻まきの打ち下ろしを、暁人は刀で受け止める。

「やぁぁあぁぁぁあ！」

　紅葉はかまわず鍔つば迫ぜり合いのまま地面に暁人を叩たたき付ける勢いで押してくる。

　だが、接近戦なら暁人も望む所だ。暁人は闘牛士マタドールのように正面から力押ししかしてこない紅葉を後ろに流し、その背に刀を振るう。

「スキ有り！」

　だが紅葉は姿勢を崩しながらも左腕を振るい、隼はや楯たてで刀をはじき返す。

「そんな簡単に切らせるわけないじゃないですか！」

　シャットアウトしていたはずの通信を回復したのか、紅葉の声が耳に響く。

「さすがにそんな甘くないか！」

　暁人はどこか楽しげな表情で刀を構え直す。

　紅葉はすぐさま体勢を立て直し、刃を切りあげてくる。

　暁人は空を蹴けるように紅葉の間合いから離脱した。紅葉がすぐさま、追撃してくる。

「いい加減、大人しく切られてください！」

「無茶言うな！　それに何度も謝ってるじゃないか！」

「犯罪者に傾ける耳などありません！」

　刃がぶつかり合うたび、火花が瞬く。

　二人は示し合わせたように一度距離を取る。

「実家が道場だけあって刀での戦いになれていますね」

「養家だけどな。委員長も、良い腕してるな。さすが中学時代から学年トップだけあるよ」

「……腕フェチですか？　最低ですね。そうやってスキあらば、すぐ体に興味を持つなんて！」

「何を言ってもそっちに持っていかないでくれ！」

　紅葉は訴えを無視して瞳ひとみに鋭い光を宿らせる。

「剣術の腕は認めますが、天翼フエアリア戦はそれだけで勝てるほど甘くありません！」

　紅葉が手にした長巻を、雫しずくを払うように振るう──と、刀部分が細かく分裂する。

　分裂した刃の間を霊れい子し力りよくが糸のように繋つなぎ合わせているため、刃がバラバラになって地面に落ちることはない。長なが巻まきは分裂した刃だけで十数メートルほどの長さになる。

　その姿はまるで刃で出来た鞭むちのようだ。

　紅葉もみじが軽く長巻を振るうと、光の残像を残し、廃ビルの上部が綺き麗れいに切断され落下する。

　コンタクトディスプレイに詳細が表示される。

　藤とう花か社製・Ｆ一一中距離長刀『狂華きようか』。

　この鞭のような狂華という長巻の刃で、まるで豆腐を切るように廃ビルを切断したらしい。紅葉は同い歳どしとは思えない妖よう艶えんな笑みを浮かべる。

「我が剣技から逃れられた者はなし。刃の露となりなさい！」

　紅葉の気迫に暁あき人とは刀を握り直す。

　チリチリと、二人の間で緊張感が高まり、臨界点を突破しようとしていた。

　だが、暁人は気付いてしまう。遥はるか上空から迫り来る何か──

「なんだあれは……まさか!?」

　天翼フエアリアの高感度視覚補助センサーでもようやく、ゴマ粒ほどの大きさでとらえる『何か』。

　背中に感じる震えが増大する。

　紅葉はまだ気付いていない。

「ま、待ってくれ！　委員長、上だ！」

「──え？」

　頭上から巨大な何かが、超高速で第一闘技場を目指し落ちてくる。

　紅葉は暁人の声に反応し上空を見上げようとするが、押しつぶされてしまう！

「間に合え！！！」

　霊子動ターボファンエンジンをフルブースト！　エネルギーを加速に全すべて回したせいで処理しきれなかったＧに暁人は奥歯を噛かみしめ、上空を見上げる紅葉を抱き留め離脱する。

　入れ違いに落下物は、グラウンドに衝突した。それはグラウンドを陥没させたにも拘かかわらず傷ひとつなく、雄お叫たけびを上げる。

『オオォォオォォオオッォォォォォォォッォォォォォオオオォンンンッ！』

　二十メートルはある巨大な機械の体たい躯く。肉食恐竜のような四肢に、尻尾しつぽ。なのに背にはカブトムシのような甲殻と半透明な羽、顔にある目玉はひとつだけの単眼でぎょろぎょろと動き周囲の情報を収集している。牙きばだらけの鰐わに口ぐちを限界まで開き、再び異様な叫びを虚空に放つ。

『オオォォオォォオオッォォォォォォォッォォォォォオオオォンンンッ！』

　このキメラのような怪物こそ──『禍マガ津ツ鬼キ』。人類の仇きゆう敵てき、機械の怪物。災神から名付けられた、天翼フエアリアが倒すべき敵だ。



　▽△



『退避！　皆さん速やかに退避してください！』

　実戦経験もなく、武器も持たない一年生を戦わせられない──という判断で、美み咲さきは避難を勧告する。

　緊迫した声音に、観客席で眺めていた生徒たちが慌てて逃げ出す。

『兵武ひようぶ署しよに連絡！　急いで！』

　暁あき人との腕の中で、紅葉もみじは絶句する。

「なんで豊とよ葦あし原はらに禍マガ津ツ鬼キが!?　ありえません！」

　禍津鬼は資源を爆食する性質上、生息場所より陸続き又は近海の都市を襲うことが多い。その為ため飛行距離や海上・水中での航続距離は短いというのが常識だ。

　日本政府は安全確保・侵攻を防ぐ目的で本土から南へ約一〇〇〇キロ離れた無人島を開発。天翼フエアリアの研究、人材養成機関などを集めたこの豊葦原を造り出した。

　さらに周囲を見渡す監視の目もあるため、侵攻警報が鳴らない限り豊葦原は安全……だったはずなのに、脆もろくも崩れさってしまった。暁人はある可能性に思い至り、冷たい汗を流す。

「……まさかあれ『はぐれ禍津鬼』なのか」

　まれに警戒網をかいくぐり姿を現す禍津鬼を指す。レーダーにはかからないステルス機のようなものだ。しかし過去・現在ではぐれ禍津鬼は小型種しか記録にないはずだ。

「ありえません！　あんな巨体のはぐれ禍津鬼なんて！」

「だが実際にここにいる。事実を否定しても問題は解決しないから、対処するしかない」

「そ、それよりいつまで抱きついているんですか！　訴えますよ！」

　紅葉は今いま頃ごろになってようやく抱き締められていたことに気付く。

　顔を真っ赤にして、紅葉は暁人の腕から降りる。

「今のは不可抗力だろ!?」

「言い訳は法廷で聞きます」

「委員長！」

「!?　来ますよ！」

　禍津鬼はせわしなく動かしていた単眼を、暁人たちに固定する。

『オオォォオォォオオッォォォォォォォッォォォォォオオオォンンンッ！』

　四肢に力を込め二人へ跳躍！　紅葉と暁人は左右へ散り、回避する。

「この！」

　紅葉が腹立たしげに狂華きようかを振るうが、禍津鬼に触れる前に弾はじかれる。

「こいつＡ級か！」

「そうみたいですね」

　禍マガ津ツ鬼キは結界フイールドの強度によって七つに位ランク分類される。

　Ｄ級、Ｃ級、Ｂ級、Ａ級、Ｓ級、ＳＳ級、ＳＳＳ級──下に行くほど強い位ランクになる。

　目の前の禍津鬼は、結界フイールドの強さから恐らくＡ級だと予想する。

　しかもステルス性が高く、豊とよ葦あし原はらに辿たどり着けるほど航続距離を持つ新種の禍津鬼だ。

「敵は厄介ですが、結界フイールドを貫通するほどの一撃を入れればいいだけです」

「だな。それにあいつが外へ出たら大勢の死傷者が出るぞ。なんとしてもここで食い止めないと」

「ええ」

「委員長は右から、オレは左から──」

「結構です」

「って、委員長!?」

　暁あき人との提案を紅葉もみじはきっぱりと拒絶する。

「神じん代だいさんの手を借りるつもりはありません。私一人で倒します！」

『神代さん、委員長さん！　何しているんですか！　二人とも早く退避してください！』

　担任教師の美み咲さきが、いまだ退避しない二人の生徒を叱しかる。

『兵武ひようぶ署しよと上級生たちで組織された天翼フエアリア鎮圧部隊が準備していますから、無茶をしないで下さい！』

　しかし紅葉は、美咲の訴えを無視して通信を遮断。禍津鬼へと突撃する。

　禍津鬼が口を開け噛かみつこうとするが、紅葉は優雅に避よける。

　一気に上空へと昇り、急降下。紅葉は高速で落下し刃を振るった！

「やぁぁあッ！」

『オオォォオォォオオッォォォォォォォッォォォォォオオオォンンンッ！』

　刃は禍津鬼の結界フイールドを突破し、腹部に長なが巻まきを叩たたき付ける。紅葉はすぐさま離脱。教材に使えそうなほど見事な一撃離脱戦法ダイブ・アンド・ズーム。

　二度、三度と紅葉は禍津鬼を翻ほん弄ろうし、傷を付けていく。

「一方的だな。もしかして本当に一人で倒せるか？」

　暁人は加勢せず、紅葉の戦いを見守っていた。

　紅葉は余裕たっぷりに髪を弾はじく。

「どれほどかと思えば大したことありませんね。このまま私一人でスクラップにしてあげます！」

　狂華きようかを構え再び突撃する。

　異変は突然、起きた。

『オオォォオォォオオッォォォォォォォッォォォォォオオオォンンンッ！』

　禍マガ津ツ鬼キが咆ほう哮こう。ガトリングガンらしき砲身が、禍津鬼の口内から姿を現す。

　銃口から無数の弾丸を撒まき散らした。

　突進していた紅葉もみじは反応するも急にはコースを変更できず、隼はや楯たてに霊れい子し結界フイールドを圧縮、霊れい子し陣シエルを構築し弾をガード。毎分数千発の弾丸が音速で霊子陣に当たる。約二十センチほどある弾丸が弾着するたび、浮かび上がった霊子陣が発光を強める。

「きゃあぁッッ！」

　紅葉はとっさに隼楯へ全霊れい子し力りよくを集中する。

　お陰で無数の弾丸に撃ち落とされ地面に激突したが、怪け我がはなかった。

　紅葉はすぐさま立ちあがろうとしたが、左足が引っかかる。

「抜けない!?」

　地表のコンクリートが割れ、その間に足を挟んでしまったのだ。

『オオォォオォォオオッォォォォォォォッォォォォォオオオォンンンッ！』

　禍津鬼は動けない紅葉に集中砲火する！

「きゃぁぁぁッ！」

　必然、紅葉は全霊子力を隼楯に集中。

　飛び立つための霊子力を確保できず立ち往生してしまう。

　手放していた狂華きようかが砲火にさらされ砕け散る。

「ツッッツッゥッッッ！！！」

　隼楯は霊子力を圧縮するポイントを誘導し、霊子陣を瞬時に作り出すことができるメリットがある。

　だが、永遠に敵の攻撃を防げるわけではない。

　目に見えて減る霊子力残量数値に紅葉は背筋を震わせる。

　紅葉はこの世に生を受けて初めて死神の足音を聞いた。

「……い、や」

　弾丸と霊子陣の衝突音に交ざり、か細い声音が漏れる。

　自力の脱出は不可能。

　上級生や兵武ひようぶ署しよの到着までまだ少しかかる。

　死。

　天翼フエアリア搭乗者に選ばれてから、覚悟は決めていたはずだった。

　なのに現実として初めて認識した後、湧わき出した感情は覚悟ではなく、恐怖だった。

　走そう馬ま燈とうは駆けめぐらず、親に叱しかられた子供のように涙だけがこみあがってくる。

「た、けて……誰だれか、助けて……っ」

「委員長！」

　上空から、禍津鬼の首を切り落とす勢いで暁あき人とが高速落下する。

「うおぉおおぉおお！」

　渾こん身しんの一撃を、禍マガ津ツ鬼キは図ずう体たいに似合わない軽快なステップで回避し、今度は暁あき人とへ向けガトリングガンの弾を放った。

　敵の標的が自分になったことをチャンスとばかりに、暁人はすぐさまブーストをかけ、切り込む。

「もらった！」

　刀を握り締め、全力で振り抜くが、

『オオォォオォォオオッォォッ！』

　禍津鬼の牙きばだらけの口で受け止められ、あろうことか噛かみ砕き飲み込まれてしまう。

　暁人の手に残ったのは刃のない柄つかだけ。

　禍津鬼の口と刃の無くなった柄を交互に見比べながら、暁人が面食らっていると、敵が反転。大木みたいな尻尾しつぽに弾はじかれ吹き飛ぶ。空中でバランスを取る。

　暁人が禍津鬼を引きつけてくれている間に、紅葉もみじは足を引き抜き再び飛び立つ。

　紅葉は禍津鬼の尻尾に弾き飛ばされた暁人の側そばへと慌てて寄る。

「神じん代だいさん！　怪け我がは!?」

「委員長こそ大丈夫か？」

「は、はい。その助けてくださって、ありがとうございます」















「気にすんなって、それより……」

　視線を向けた先、禍マガ津ツ鬼キは追撃して来ず地面を喰くっていた。

　コンクリートや鉄類を食べるたび、傷口が治っていく。

「傷つき、弾丸が切れたら現地で材料をたいらげ補充するなんて……」

　紅葉もみじは禍津鬼の行動に身震いする。

「けど、チャンスだ。委員長は今のうちに避難してくれ」

「っ！　敵に背を向けろと！　侮辱しないでください！」

　紅葉は台詞せりふこそ気丈だが、顔色は青く、分かりやすいほど握り締めた拳こぶしは震えている。

「侮辱なんてしてないよ。武器は壊され、霊れい子し力りよくだって大分減ったろ？　初めての実戦でこれ以上無茶はしないほうがいい」

「たしかに私は初めての実戦で、半端な覚悟で命いのち乞ごいだってしました。けど、ここで引き下がったら！　尻尾しつぽを巻いて逃げたら二度と覚悟を決められない！　私は天翼フエアリア搭乗者です。皆を守るためにここにいるんです！」

「……委員長、根性あるな」

　紅葉の一気呵成の台詞に、暁あき人とは微笑ほほえみを浮かべた。

「なら今度こそ、二人で禍津鬼を倒そう！」

　紅葉は一人で倒すと啖たん呵かを切った手前、頬ほおを染めややぶっきらぼうに同意する。

「不本意ですがご協力します」

　今の暁人には、その表情がとても可愛かわいらしいものに映った。

「さぁ！　反撃開始だ！」



　▽△



　いまだにコンクリートを食べ続ける禍津鬼を、暁人と紅葉は約三十メートルほど上空から見下ろしていた。まず初めに暁人が問いかける。

「で、どうやってあいつを倒す？」

「作戦ならあります」

　紅葉は隼はや楯たてをスライドさせ砲身を露出する。

「霊れい子し集しゆう束そく兵へい器き。賀か茂もの斎さい院いん製・八一ｍｍ霊れい子し集しゆう束そく砲ほう梓あずさ弓ゆみです」

「けど、そんな武器じゃ禍津鬼の結界フイールドを突破するのは不可能だ」

「分かってます。ですが唯一、フィールド結界が無効化する箇所があるじゃないですか」

　紅葉が禍津鬼の口元を指さす。

　紅葉の指摘通り、禍津鬼はガトリングガンを撃つとき口周りだけ結界フイールドが消える。もしあったら内側に反射してしまうからだ。

「まさか敵の口内に腕を突っ込んで内部から破壊するつもりか？」

「はい。それなら結界フイールドも装甲も関係ありませんから」

　たしかに外部から攻撃しても結界フイールドを突破するほど力はないが、口内に集束砲を無理矢理入れ発射すれば、内部から破壊することは可能だろう。しかしそれはあのガトリングガンの弾丸に飛び込むことを意味している。

　無謀と表現するしかないが、現状の武装を考えれば作戦としては有りだ。

「禍マガ津ツ鬼キの内側に直接攻撃をする作戦は採用。ただし口内じゃなくて、オレが奴やつの内部まで届く傷口を作るから委員長は集束砲を撃ち込んでくれ」

「ですが武器もないのにどうやって禍津鬼に傷口を作るおつもりですか？」

　暁あき人とは笑みを浮かべ断言する。

「武器ならある。武装申請！」

　暁人の声に天翼フエアリアの合成音声が応こたえた。

『──声紋、静脈、網膜、ＤＮＡパターン本人と確認。パスコードをお願いします』

「パスコード『〇〇九八三七二一』」

『パスコード確認、武装申請許可を承諾します。量子変換解除後、通常空間に展開』

　合成音声の許可の後、手に夜天より黒い一本の剣が出現する。

　紅葉もみじが驚きよう愕がくする。

　それもそのはず、暁人が手にしている剣こそこの世に十二器しか存在しない十とわ二に種くさの王器おおうつのひとつだ。

　紅葉は形状と彫られた漢数字から名称を言い当てる。

「王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう壱いち、神かむ威い！　どうして神じん代だいさんが!?」

「色々、事情があってさ。とりあえず、これで武器の問題は解決だな」

「解決どころか、私の手を借りずとも倒せるじゃないですか！」

　紅葉は興味深げに、暁人の手に収まっている神威にマジマジと目を向ける。

「いやひとつ問題があって。神威こいつが鞘さやから抜けないんだ」

　鍔つばはないが鞘は柄つかをガッチリくわえ込んでいる。

　開発者たちは行方不明。過去、神威を手にしたのは暁人が初めてで『どうやって抜けばいいのか？』『どのような能力を持っているのか？』など使い方がさっぱり分からない。

　唯一、一般的にも分かっているのは、逃亡した研究者たちが残したデータから、王器中最強の王器と言われているということぐらいだ。

　暗い考えが脳裏によぎる。

（神威が抜けないのは、オレが月げつ歌かさんのように強くないから──）

　だが今は自己批判・嫌悪している場合ではない。呼吸を整え、断言する。

「けど、絶対に禍津鬼の体に傷口を作ってみせるから」

「……でももし失敗したら」

　死──という単語が無言で互いの間に浮かぶ。

「大丈夫」

　暁あき人とは不安を払ふつ拭しよくするように笑顔を作る。

「オレと委員長の力を合わせれば、きっとできる！」

「ふふ、なら、まずは私が牽けん制せいしますね」

「委員長も気をつけてッ！」

「神じん代だいさんこそ、失敗したら訴えますよ！」

　どちらから示し合わせたわけでもなく、自然と互いの拳こぶしをぶつけ合った。

「大丈夫、任せてくれ──ッと！」

　補充を終えた禍マガ津ツ鬼キがこちらの都合など無視して、鰐わに口ぐちを広げ飛びかかってくる。

　二人はすぐさま左右に分かれて、禍津鬼の攻撃を回避する！

　自分たちの役目を果たすため機き械かい羽ばね、天あまの羽は衣ごろもを広げ、両足の霊子動ターボファンエンジンを鳴らし全速力で空へと飛び立つ。

　暁人はまるで自分自身に言い聞かせるように大声で断言する。



「禍まが事ごと罪つみ穢けがれ、禊みそぎ祓はらい奉る！」



　紅葉もみじは背に暁人の頼もしい言葉を聞き、自然と口元が弛ゆるむのを自覚する。

「さぁ！　こっちですよ、禍津鬼ッ！」

　紅葉は集束砲を連射し、禍津鬼の注意を一人で引き付ける。

　暁人は禍津鬼の直上に辿たどり着くと、神かむ威いを左手で逆手持ちし、一気に急降下！

　禍津鬼は紅葉を追うのに夢中で気付いていない。好機！

「!?」

　高速落下してくる暁人の影に気付き、禍津鬼が雄お叫たけびをあげる。鎌かま首くびを天高くもたげ顎あぎ門とを限界まで広げた。

『オオォォオォォオオッォォォォォォォッォォォォォオオオォンンンッ！』

　このままでは禍津鬼の口から弾丸がばらまかれる。

　仕切り直すか？

　強引に続行か？

「！！！？」

　突然、突き刺さるような寒気に襲われた。

　色、匂におい、質量──手で掴つかめそうなほど明確な殺意。

　発生源に視線を向ける。そこに居たのは、観客席にまだ残っていた篠しの原はら千ち桜さだ。

　禍マガ津ツ鬼キに向かって、今朝の教室での怒気がままごとに思えるほど強烈な殺意を放っている。

　同時に──禍津鬼の砲身が暴発！

『オオォォオォォオオッォォォォッッッ！』

　千載一遇のチャンスだ！

　暁あき人とはこのチャンスを生かすため加速する！

「神じん代だい流りゆう！　神かみ代よ七なな代よ常とこ立たち！」

　暁人はスピードを殺さずそのまま一回転。

「螺ら旋せん暈がさね！！！」

　逆手に握った神かむ威いを鞘さやのまま禍津鬼の背中へたたき込む。

　禍津鬼は攻撃箇所を予測し、結界フイールドを圧縮。霊れい子し陣シエルに似た疑ぎ似じ霊れい子し陣シエルを作り出す。なんとか疑ぎ似じ霊れい子し陣シエルを突き破ったが、威力は削そがれ装甲を貫通するまでにはいたらない。

「うぉおおぉっっっぉおおぉぉッ……！！！」

　暁人は絶叫し空いている右手で、さらに神威の柄つかを叩たたき付ける。

　神威の鞘は装甲を突き破り、禍津鬼の体内奥深くまで届く傷口を作った。

「委員長、今だ！」

「はい！」

　暁人は神威を引き抜き離脱。代わりに紅葉もみじが集束砲の砲身を傷口へ押し込む。

「内側から爆はぜ、滅びなさい！」

　紅葉は残っている自身の霊れい子し力りよくのほぼ全部を集束砲へ回す。

　禍津鬼内部に押し込んだ集束砲の口から、集束エネルギーは放たれる。禍津鬼の外側は硬い装甲や結界フイールドで守られているが、内部は機械部品の集合体のため脆もろい。

　禍津鬼は口内、眼孔、関節から光を放ち終えると、燃え尽きたかのように体の各部位から黒い煙を立ち昇らせる。

『……ォォ……ッ…………』

　操り人形の糸が切れたかのように、禍津鬼はその場に崩れ落ち二度と動き出さなかった。

「委員長」

「神代さん……」

　二人はどちらからともなく笑い、手のひらが痛くなるほどのハイタッチを交わした。



　▽△



　豊とよ葦あし原はらから離れた海上、上空。

「…………」

　カブトムシやクワガタを機械化、三メートルほどの大きさにした甲こう蟲ちゆうと呼ばれる禍マガ津ツ鬼キに囲まれながら、じっと騒動を一人の少女が観察していた。

　風になびく肩まで伸びた銀髪、無感動な瞳ひとみ。戦いくさ装しよう束ぞくは着物型で体たい躯くを覆う天翼フエアリアは自身の髪をモチーフにしたような銀色をしていた。

　人類の宿敵、禍津鬼に囲まれた少女。

　少女は無表情に地上から視線を外す。

　一言も喋しやべらず、踵きびすを返して空路を行く。　甲蟲たちも、少女に続き飛び去った。










　■第三章　ポイント・オブ・ノー・リターン



　禍津鬼襲撃から一日経たった翌朝。

　五いつつ橋ばし紅葉もみじは自室のベッドの上でカーテンから漏れる朝日を浴びながら、ぼんやりとした瞳で天てん蓋がいを眺める。

「……ふぅ」

　無意識に吐息が漏れる。

　──日本を代表する企業連合。それが五橋グループだ。

　子会社も含めればその数は膨大になる。天翼フエアリアの研究、開発、製造にも手を出している巨大コンツェルンだ。紅葉はその五橋グループ経営者の一人娘である。

　それゆえテストでトップを取っても『五橋さんなら当然よね』。運動会の徒競走で一番を取っても『五橋のご令嬢を抜いたら後で何をされるか分からないもの』と陰口。

　小学校時代の担任は、五橋家の評価・顔色だけを気にして特別扱いした。

　友人、と呼ぶにはためらう五橋家の名に群がる取り巻きたち。

　紅葉は生まれてから一度も、自分自身を見てもらったことがなかった。

　彼女は通う学校に多額の寄付をする両親に訴えたことがあった。お金で買った地位などいらない、自分自身を見て欲しい、と。

　だがその彼女なりの切実な言葉に反して、父は言った──人間に完全な自由などあり得ない、お前は五いつつ橋ばし家の一人娘で優遇など当然のことだ、と。母も父の意見にただ従うだけだった。

　父は仕事に没頭する余り帰宅することは少なく、家は冷え切っていた。五橋家は優れた者が家の全すべてを継ぐ伝統のため、親族とのつきあいもない。さらに『五橋家に相応ふさわしい人間になれ』とほとんど休みなく習い事を学ばされた。振り返ってみても年相応に親に甘えた記憶があまりない。彼女はいつも孤独だった。唯一の友人は小さい頃ころから一緒にいる大きなクマのぬいぐるみで、紅葉もみじはいつもそれを抱いて眠る癖がついたほどだった。

　小学校六年の終わり。天翼フエアリア適性検査で、適性有りと判断されたとき紅葉の心は躍った。

　適性者は豊とよ葦あし原はらで寮生活か一人暮らしをする決まりになっている。

　五橋家を出て遠くへ行けば、『五橋家』ではなく、『五橋紅葉』という自分自身に気付いてくれる人がいるかもしれない。彼女はそう思った。しかし、現実は甘くなかった。

　天翼フエアリアの操縦をどんなに頑張っても、闘技大会で優勝しても、委員長として皆のためより良い環境を作る努力をしても『五橋』からは逃れられなかった。まるで骨の髄まで染みこんだ呪のろいのように──そんな鎖をあっさり断ち切ったのは、一人の少年だった。

「神じん代だい……暁あき人とさん」

　言葉で呟つぶやくだけで顔が火照る。紅葉の胸を触り、スカートを捲めくりお尻しりに顔を埋うずめた破廉恥な人。















　昨日、禍マガ津ツ鬼キを倒すため一人突っ走り、窮地に追い詰められた。そのピンチを救ってくれた人。しかもその技はまさに神業だった。

　神じん代だい流りゆう神かみ代よ七なな代よ常とこ立たち、螺ら旋せん暈がさね。

　衝撃が拡散する前に追加の衝撃を与えどんな物体でも貫通させる刀技らしい。

　禍津鬼を倒した後、暁あき人とに教えてもらった説明を思い返す。言葉にすれば簡単だが、そんな繊細な技を難なく決める技量は神業としかいいようがない。

　紅葉もみじも腕には自信があったが、暁人と比べたら大人と赤ん坊ほど違う。もし天翼フエアリアに乗らず、純粋な剣の勝負だったら、一瞬で敗北していただろう。確信的な事実を突きつけられても敗北感はない。むしろ高揚していた。

「まるでアニメやマンガに出てくる正義のヒーローみたいです」

　目を閉じればいつだって昨日の勇姿が鮮明に再生される。

　失敗すれば死。そんな状況で暁人は笑いながら、その命を紅葉に預けてくれた。

　触れ合った拳こぶしに自然と唇を寄せる。

「……突然胸を触ってきたり、スカートを捲めくってくる破廉恥な人なのに」

　だが、暁人のことを考えるだけで心臓の鼓動はいっそう速くなる。

　自分の心なのに、どう感情を扱っていいか分からない。ベッドでいつも一緒に寝ている大きなクマのぬいぐるみを抱き寄せ、まるで甘えん坊の子供のように強く抱き締めて呟つぶやく。

「神代暁人さん……」

　声音は朝の日差しに溶けて消えた。



　▽△



　神代暁人──中学二年の冬。

　今にも落ちてきそうな鉛色の雲から、雪が降り続いている。

　近くの山やま裾すそも見渡す限り真っ白だった。

　そこにあるふたつの影……鼻の頭を赤くした神代暁人と、姉あね弟で子しである鏡かがみ月げつ歌かだ。

『いつでも来ていいわよ。暁人君』

『……はい。月歌さん』

　月歌と暁人は対たい峙じしていた。二人は胴衣姿で靴も履かず、手には竹刀を握り締めている。

　明日、月歌は第だい四よ次じ西せい討とう作さく戦せんへと行く。

　その前に、暁人は稽けい古こをつけてもらう約束をしていたのだ。

『…………ッ』

　暁人が息を呑のみ込む。二人の間に漂う緊張感が急速に膨張したからだ。

　木の枝から雪がずり落ち、それを合図に二人は交差する！

　気付けば立ち位置は入れ替わり、互いに背中を向けていた。

　勝負の行方は──暁あき人とが腹部を押さえ、片かた膝ひざをついたことで決まった。

　月げつ歌かは暁人を心配して歩み寄る。

『勝てなかったかー』

　暁人は痛みを堪こらえながらも、さっぱりとした笑顔を作る。

　胴衣の上から痛む箇所を撫なでながら称賛を送る。

『やっぱりすごいな、月歌さんは。その腕と王おう器きの力があれば、どんな禍マガ津ツ鬼キだって倒せるよ。どうすれば、月歌さんみたいに強くなれるの？』

『……私は強くなんかないわ。数十体の禍津鬼を倒しても、所しよ詮せん何も変わらない。私が強く見えるとしたら、私は自分ができないことはできないと知っているからよ。私は、私が守るべきものを、必ず守る。それが私の王器の力だから』

『ふーん、それが、月歌さんの強さの源なんだ。なら、オレもそうしようかな。月歌さんが求めるものを求めて、そして守りたいものを一緒に──』

　月歌は若草みたいな柔らかな笑みを浮かべ、答える。

『暁人君は暁人君のままでいいの。貴方あなたはきっと、私よりもずっと大きいものを掴つかめるわ。貴方は貴方の求めるものを求め、そして守るべきものを見つけなさい。そうすればいつか私よりずっと強くなれるから』

　月歌は愛いとおしそうに暁人の頭を抱き寄せ、手のひらで包み込む。

『私はずっと願っていた。『いつか禍津鬼を全すべて倒し、誰だれも傷つかない世界を創つくる』──けど、分かっているの。身の丈に合わない願いだと。……滑こつ稽けいでしょ？』

『滑稽なんかじゃない！　月歌さんなら絶対にできるよ！　絶対に！」

　月歌は、暁人を強く抱きしめる。

『ありがとう、暁人君。貴方は強くなるわ。誰よりも。……でももし、私が死んでも、悲しい心に囚とらわれたりしないでね。貴方は貴方の道を歩いてね。約束よ』

　月歌は愛おしそうに暁人の頭を抱き寄せ、手のひらで包み込む。

　視界が雪で白く塗りつぶされていく。

　意識が現実に戻ろうとしているのだ。

（暁人君──貴方はこの世界のたったひとつの希望）

　声は白い雪に塗りつぶされ、儚はかなく消えていく。

　月歌の温ぬくもりも急速に失われ、まるで死体みたいに冷たくなる。

　視界は白く染まり、全てを見失ってしまう。



「……ッ」

　目を覚ますと瞳ひとみが濡ぬれていた。時間は午前五時過ぎ。

「夢、か」

　悪夢と呼ぶには綺き麗れいすぎる夢。月げつ歌かと話した最後の思い出。

　月歌が亡くなったと聞かされてから、何度も夢に視みた。だが胸の疼うずきはいまだに癒いえず、頬ほおを一筋の涙が伝う。涙を拭ふき起きようと体を動かす。かけ布団を捲めくると、

「ん……暁あき人と……ぉ」

　ベッドにワイシャツ姿の千ち桜さがなぜか寝ていた。しかも暁人の腕を抱きしめながら胸に押しつけていたのだ！

　慌てて距離を取ろうとするが、千桜は暁人を強く抱きしめていて離れられない。

（な、なんで千桜がオレのベッドで寝てるんだ!?）

　混乱する意識を立て直し、冷静に状況を分析する。

　ワイシャツはパジャマ代わりに着たいと千桜に強奪された暁人の私物だ。

　どうやら胸がきつかったらしくボタンはほとんど留めていない。

　千桜がベッドで寝ているのは恐らく、トイレに行った後、寝ぼけて入って来たんだろう。

「むにゃむにゃ……暁人……泣かないで……だって」

「！」

「暁人は……の代わりに、わたしが守るから……」

　千桜は眠ったまま暁人の腕をギュッと抱き締める。

「ぜったい……まもるから……ね」

（…………千桜）

　すやすやと眠る千桜の頭に、手を乗せて撫なでる。

「ふふ、暁人……あったかい……よぉ……」

　眠りながら、千桜は幸せそうに微笑ほほえむ。

　艶つややかな髪が指の間をすべり、さらさらと落ちていく。

（ありがとう、千桜）

　千桜の温かな体温の隣に居たら、夢の中で感じていた胸の空白は、気付くと消えていた。

　ゆっくり、起こさないように千桜から腕を抜いて、居間へと抜け出すことに成功する。

　安あん堵どから扉に寄り掛かりずるずると座り込んでしまう。

「……腕から千桜の匂においがする」

　あれだけ密着していたら、匂いが移るのは当然だ。

　後もう少し抱き締められていたら、理性が保てたかどうか分からない。

　天気予報を確認するため、テレビの電源を入れ千桜を起こさないよう音量を下げる。

　画面にはまるで竜巻被害にあったかのように破壊された家々、道路、スーパーなどが映る。女性アナウンサーが神妙な声音でニュースを読み上げる。

『禍マガ津ツ鬼キによる詳しい被害状況はまだ分かっておりませんが、多数の死傷者を出している模様です。国連は今回の禍津鬼襲撃について緊急の記者会見を──』

　……自分たち人類の生きている場所がどれほど不安定なのか、すぐに忘れてしまう。

　昨日の禍津鬼の襲撃だって、一歩間違えば誰だれかが死んでいた。今、自分たちは危機にさらされているのだ。

『次のニュースです』

　硬質なアナウンサーの声。

『昨日午後、人工島・豊とよ葦あし原はらにＡ級禍津鬼が来襲。訓練中に居合わせた『王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう壱いち、神かむ威い』の神じん代だい暁あき人とさんと訓練生の五いつつ橋ばし紅葉もみじさんが撃破。死傷者は０。被害を最小限に留とどめました』

　以降、専門家が豊葦原の安全神話崩壊をセンセーショナルに騒ぎ立て、新しく王器になった『神代暁人』について意見を述べ始めた。大型禍津鬼のステルス化については、人々の混乱を招くと判断したのか報道されなかった。しかし、まさかここまで大々的に自身が取りざたされる日が来るとは、暁人は夢にも思わなかった。

　暁人はただただ溜ため息いきを漏らした。



　▽△



　今朝はいつもより少し早めの路面電車に乗った。お陰で乗車人数は少なく、席争いをせずに座れたが……好奇な視線の的になり居心地は満員電車より悪い。

「まさかたった一日でここまで広がるなんて。どう、有名人になった気分は？」

「冗談でも止めてくれ。オレが王器使いだって隠してたのは、こういう風に騒がれるのが嫌だっていうのも理由のひとつなんだから」

　昨日、暁人はあらわれた禍津鬼を倒すため王器製造番号壱、神威を振るった。

　紅葉の協力もあり、お陰で禍津鬼を倒せたが、その様子が動画撮影されていたのだ。

　夕方動画がネットに出回り始めた後、深夜にかけて各方面に情報が広まり、朝のテレビニュースの中で豊葦原禍津鬼襲撃事件と一緒に特集を組まれるほど大々的な騒ぎになってしまった。お陰で今、豊葦原で神代暁人を知らない人間はいないだろう。

　暁人は本気で有名になったのを喜んでいなかった。それもそのはず、暁人の身近には元王器使いの鏡かがみ月げつ歌かがいた。王器使いに興味を抱く者は多いが、その全すべてが善なる存在とは限らない。様々な揉めごとや、その強大な力やイメージを巡った争いも起きていた。……月歌を通じてそんな苦労を知っているからこそ、自身が王器使いだと隠していた面もある。だが、暁人に後悔はない。王器使いだとバレはしたが、死者や重傷者も出さず、紅葉も助けることが出来た。たとえ再び同じ場面に立たされても、答えは変わらないだろう。

　千ち桜さは落ち込む暁あき人との肩を叩たたく。

「人の噂うわさも七十五日。いつも通り生活していれば、そのうちみんな忘れるわよ。それにもし暁人に迷惑をかける人がいたら、わたしが守ってあげるから安心して」

「……ありがとう、千桜」

「べ、別にお礼なんかいいわよ。月げつ歌かさんに頼まれたから面倒を見てるだけなんだから！」

「それでもありがとな」

「……もう。何度も言わなくてもいいのに」

　恥ずかしくなったのか顔をそらし、窓を向いたまま動かなくなる。表情は見えず、耳たぶが真っ赤なことぐらいしか確認できなかった。

　暁人はそっぽを向き続ける千桜を眺めながら、昨日の出来事を思い返した。

　Ａ級禍マガ津ツ鬼キが暁人に気付き、攻撃をしかけようとした刹せつ那な。強烈な殺意に振り返った。その発生源は千桜で、同時に禍津鬼の銃身が突然暴発した。銃身の事故で暴発したにしてはタイミングが良すぎる。だから心のどこかに引っかかっていたのだ。

（禍津鬼に敵意を向けるのはごく普通だし、事故があったのはたまたまだろう。まさかあの距離で千桜が禍津鬼に何かしかけたとか？　──いや、そんな事ができるはずない……）

　いくら霊れい子し力りよくに優れていても、禍津鬼の結界フイールドを突破し、銃身に損傷を与えるほどの出力は生身では絶対に出せない。

　いくら脚力に優れても生身で車と同じ速さを出せないのと一緒だ。

（でも昔、月歌さんの紹介で会った王おう器き使いで、遠距離攻撃が得意な子がいたな。たしか名前は──）

『晴せい海かい学がく園えん前。晴海学園前です』

　暁人が名前を思い出す前にアナウンスが目的地への到着を告げる。

　暁人は思考を止め千桜の後に付いて路面電車を降りる。

　二人は自分たちのクラスへと歩き出した。



「あ、あの神じん代だいくん！　これ今朝作ったクッキーです。よかったらおやつにどうぞ！」

「抜け駆けなんてズルい！　アタシも暁人さんに作ってきたお弁当食べて欲しいのに！」

「自分はケーキです！　愛情たっぷり込めて作ってきました！」

　教室に入るなり女子生徒たちが、暁人へ駆け寄る。側そばに居た千桜は圧倒的勢いに負け輪の外へ弾はじかれてしまう。一番初めに言い寄ってきた少女が、興奮気味に声をあげる。

「昨日の禍津鬼との戦い、格好よかったです！　すっかりファンになっちゃいました！」

「ふぁ、ファン？」

「私も昨日、禍津鬼と戦う勇姿を観みてファンになりました。よかったら後で詳しいお話を聞かせてください！」

「あたしも聞きたいです！　できれば二人っきりで」

「はいはいはーい！　わたしもわたしも！」

　音波兵器より高出力な女生徒の黄色い声音に暁あき人とは戸惑う。弾はじかれた千ち桜さが復活し彼女たちを一喝する。

「あなたたち暁人が困ってるでしょ！　だいたいお弁当やお菓子を勝手にあげるのは止やめてよね。わたしがちゃんと栄養を考えて、お弁当を作ってるんだから！」

「ち、千桜!?」

　昨日、お弁当を千桜が作っているとは公言しないと再確認したはずなのに、彼女自身があっさりとばらす。この発言に少女たちはさらにヒートアップ。

「お弁当はともかく、お菓子も駄目なんて、ちょっと酷ひどくない」

「そうよ。あたしたちだって、暁人くんに食べて欲しくて一生懸命作ってきたのに！」

「だいたいなんで篠しの原はらさんが、暁人くんのお弁当作ってるのよ！」

「それはわたしが、暁人の姉あね弟で子しで元王おう器き使いの鏡かがみ月げつ歌かさんから面倒を見るよう頼まれたからよ。だから余計な食べ物を与えるのは止めてよね」

「「「!?」」」

　この発言に少女たちが驚きよう愕がくし、ざわつく。悔しいが元王器使い、鏡月歌の名を出されたら引き下がるしかない。千桜は少女たちの悔しがる声音をファンファーレ代わりに浴び、誇らしげにリボンが結ばれた左手で髪をかき上げた。

　たしかに月歌から面倒を見るよう頼まれてはいるが、少女たちの差し入れを一方的に断るのはやり過ぎではないか？

　感情が表に出てしまったのか、千桜が暁人をギロリと睨にらみ付ける。

「暁人、何か文句あるの？」

「いや、別にありません」

　千桜の指摘に慌てて首を振る。するとそこに、

「皆さん、教室内とはいえ大声で騒ぐのは止めてください。廊下まで響いてましたよ」

　騒ぎに気付き一人のクラスメイトが割って入る。クラス委員長の五いつつ橋ばし紅葉もみじだ。

　紅葉の登場に、集まってた少女たちも借りてきた猫みたいに大人しくなる。

「助かったよ、委員長。でも、いつからそこに？」

「あき──こほん、神じん代だいさんが彼女たちに言い寄られて鼻の下を伸ばしていたあたりからです。……訴えられて死刑になればいいのに。むしろ私が訴えます」

「いくらなんでも死刑にされるのはちょっと……」

「女性に言い寄られ、迫られて鼻の下を伸ばすエッチな人はアダムとイヴを唆し知恵の実を食べさせた蛇より悪質です。鼻の下が伸びきって千切れればいいのに」

「無駄に壮大すぎるだろそれ」

「悔しいけど、委員長の意見に賛成ね」

「千ち桜さもかよ……」

　二人の女性に責められ、これ以上の指摘をさけるため露骨に話題を変える。

「ところで委員長、後ろにいる上級生は誰だれ？」

「まったくもって不本意ですが。神じん代だいさんにお話があるという方を連れてきました」

「オレに？」

　紅葉もみじの紹介で、眼鏡をかけた一人の女性が前へ出る。

「どうも！　晴せい海かい学がく園えん新聞部です！」

　腕には晴海学園新聞部の腕章。髪はセミロング、口から覗のぞく犬歯が目を惹ひく。銀縁の眼鏡をかけてはいるが、大人しい印象はなく取材のためなら戦場へも平気で行きかねないバイタリティーが溢あふれている。

「今全世界注目の王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう壱いち、神かむ威いの神代暁あき人とくんだよね？　初めまして、二年の笹ささ島じま倫みち子こです。気軽に『みっちゃん』って呼んでいいよ。よろしく！」

「よ、よろしくお願いします」

　笹島倫子が差し出した手を握ると、ぶんぶんと勢いよく上下される。

「実は暁人くんにお願いがあって」

「お願いですか？」

「今月の晴海学園新聞で暁人くんの特集組みたいから、昼休みインタビューする時間とか作って欲しいんだけど。どうかな？」

「インタビューですか。これ以上、騒がれるのはちょっと……」

「そこをなんとか！　もし引き受けてくれたらお姉さんが良いことしてあげるわよ」

　倫子はシナを作り、色っぽくウィンクする。暁人は顔を赤くし、慌てて答えた。

「クラスメイトの前でからかうのは止やめてください！　誤解されるじゃないですか！」

「安心して。あたしは本気でエッチなサービスするつもりだから！」

「余計止めてください！」

　女子からの視線は厳しくなるし、特に千桜と紅葉からはなぜか背筋が震えるほどのプレッシャーを受ける。暁人は手早く倫子を追い返すため、両手をあげ降参のポーズをとった。

「分かった。分かりました。インタビューの件、お受けします」

「ありがとう引き受けてくれて！　それじゃご飯食べ終わった頃ころを見計らって来るから時間あけといてね。絶対に逃げちゃ駄目よ？」

「大丈夫です。約束は守る主義なので」

「素敵な主義ね♪　それじゃ昼休みよろしくね！」

　来たとき同様、嵐あらしのように倫子は自分のクラスへと帰っていく。予鈴が鳴り、担任が姿をあらわしたため群がっていた女子たちも慌てて自席へと戻る。暁人も席へ座り、昨日と今日のギャップの大きさにあらためて深い溜ため息いきを漏らした。



　▽△



「しかしまさか暁あき人とが王おう器き使いだったとは……」

「黙ってて悪かったな」

「いや、気にすんなって隠したい気持ちも分かるし」

　昼休み。昼食を手早く摂とり、自席で哮たけると話しながら暁人は倫みち子こを待っていた。哮は天翼フエアリア搭乗者らしく、王器への興味に身を乗り出す。

「実際どうやって王器に選ばれるんだ？　噂うわさじゃ下手したら死ぬ試験を受けさせられたりするって聞いたけど」

「機密事項だから詳しくは話せないけど、マジで死にかけたな」

　暁人は顔色を悪くしながら、

「コロッと死ぬならまだマシだけど、とにかく痛くて。例えるなら麻酔なしで歯を抜く痛みを一〇〇倍にした感じかな。痛すぎて逆に痛くなくなるんだけど、やっぱり痛すぎて悶もん絶ぜつするんだよ。さらに酷ひどいのが監視につく関係者で、オレが助からないと判断したら──」

「もういい！　もういいから！　話を振っておいて悪いがもう聞きたくない！」

「ある意味ここからが面白いのに……まぁ待ち人も来たみたいだし、ちょうどいいか」

「ごめんね、待たせちゃって」

　倫子は教室に入ると、千ち桜さの席に座り暁人と向き合う。彼女の背後に生徒たちが集まり人垣を作る。千桜と紅葉もみじは一番近い位置に立っており、クラスメイトに加えてさらに見覚えのない顔もある。どうやら他クラスからも野次馬が来ているようだ。

　倫子はボイスレコーダーを起動し早速インタビューを開始する。

「それじゃ最初の質問なんだけど、ずばりどうして『王器使い』って隠してたの？　やっぱりどこかの秘密組織とかに属してるから表おもて沙ざ汰たにできなかったとか!?」

「秘密組織って、マンガやアニメじゃないんですから。特別な意味はありませんよ。ただ今みたいに騒がれたりされるのが嫌だっただけです」

　王器使いは特別扱いされることも多いが、騒がれるのを好まない王器使いもいる。所属国にもよるが、ある程度の事柄については王器使いの意向が極力尊重されることが多い。

「えぇー普通の理由ねー。もっとこうセンセーショナルなインパクトある理由はないの？」

「ないですって。ついこないだまで霊れい子し力りよくにも目覚めていない中学生だったんですよ」

「次の質問ね。昨日、学園を襲ってきた禍マガ津ツ鬼キについて暁人くんはどう考えてる？」

『世界でもっとも安全な都市』というのが謳うたい文句だった豊とよ葦あし原はらが、禍津鬼に襲撃された。日本政府は全世界に『調査中』としか発表していない。

　暁あき人ともそれ以上は何も知らないのだが……。

「分かりません」

「それだけ？　もっと何か話して。これじゃ記事にできないよ。あっ、やっぱり真実を知ってるけど、発表するのは危険過ぎるから総理大臣とかから懇願されて止められたりしてるとか!?　うっはぁー！　陰謀の匂においがするね！」

「ないない、ないですって。総理大臣なんて会ったこともありませんよ。ただあくまで私見ですけど、禍マガ津ツ鬼キも進化してるんじゃないんですか」

「進化？」

「禍津鬼が出現して約三十年。航続距離を伸ばして、航海・潜水機能とかを持ったのが出てきてもおかしくないじゃないですか」

「なるほど、たしかにそうね」

　倫みち子こは腕を組み何度も頷うなずく。

「それじゃ次ね。王おう器きとして何かやりたいこと、夢や目標みたいなものはある？」

「夢や目標ですか……」

「例えばこの豊とよ葦あし原はらを支配して、個人的なハーレムを作るとか！」

「ハーレムって……それは夢や目標とは言わないような」

「とか言って男の子でしょ。心の中ではそういう願望があるに決まってるはずよ！」

「先輩、それは偏見ですって」

　しかし倫子は人の話を聞かず暴走する。

「そうよね。やっぱり男の子ならハーレム希望よね！　次の晴せい海かい学がく園えん新聞の全面トップはこれで決まりね！　『王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう壱いち、神かむ威いの神じん代だい暁人の目的は学園ハーレムを作ること!?』。次号は晴海学園の歴史に刻まれるほど話題になるわ！」

「神代さんは望んでないと何度も言ってるじゃないですか！　それにハーレムなんて不健全なもの、クラス委員長として絶対に認めません！」

「委員長と同意見！　ハーレムなんて不健全よ！　もちろん暁人はそんな邪よこしまなモノに興味なんてないわよね……？」

　横に立って聞いていた紅葉もみじは顔を赤くし、千ち桜さは怒ったような顔で見つめてくる。

（オレだって男だから、絶対に興味がないわけじゃないんだけど……）

「神代さん、何で黙り込んでるんですか？」

「……暁人？」

「いや！　別にハーレムに興味が少しはあるかもなんてこれっぽっちも思ってないよ！」

「じゃぁ、暁人くんの夢や目標って何？」

　倫子がボイスレコーダーを突き出してくる。

（決まっている。オレのやりたいことはひとつだけだ……）

　鏡かがみ月げつ歌かが目指した『誰だれも禍マガ津ツ鬼キに傷つけられない平和な世界』。その願いを叶かなえるため王おう器き使いになり、この豊とよ葦あし原はらへより強くなるため技術を学びに来たのだ。しかし口にするのをためらう。暁あき人とが目指す夢・目標は大多数の前で口にしていいものではない。

　迷っていると、脳裏に今朝観みたニュースが蘇よみがえる。壊された家々、めくれた道路で泣く幼い姉妹、赤く染まった包帯を巻く兵士たち。世界を常に包む、押しつぶされそうな空気。

　胸に黒い靄もやみたいな感情が広がり、満たしていく。

　何より最後に視みた月歌の笑顔が、胸中に強く浮かぶ。

「──約一年半前、姉あね弟で子しの『王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう捌はち、死まかる返がえし』鏡月歌さんが第だい四よ次じ西せい討とう作さく戦せんで行方不明になり……二度と戻って来ませんでした」

　声音に力を込める。

「悔しかった、悲しかった……もっと自分に力があれば、と後悔しました。その願いが届いたのか、中学の終わりに霊れい子し力りよくに目覚め、運良く王器に選ばれました。だから誓ったんです。もう二度と誰にもあんな悲しみを味わわせたくない。そしてオレが月歌さんの目指した『誰も禍津鬼に傷つけられない平和な世界』を創つくる。その意思を受け継ぐ、って。そのためにも他ほかの王器使いをまとめ黄よ泉み柱ばしらを全すべて破壊する。それがオレの夢、目標、やりたいことです」

「「「！！！」」」















　さきほどまであった和やかな雰囲気が一変する。

　倫みち子こだけではなく、千ち桜さ、紅葉もみじ、哮たける、他生徒たち全員が不発弾を掘りおこしたように緊迫した。理由は明白だ。暁あき人とが絶対に触れてはいけない禁忌に踏み込んだからだ。



　王おう器きが開発されて約十一年後、一人の女性王器使いが全すべての王器を独占して世界を牛耳ろうとして他国や国連を襲撃するという、最悪の事件が起こった。

　王器によっては一国の軍隊と同等に戦える強大な力を持っている。そのため彼女を撃破に向かった軍・天翼フエアリアもあったが、全て返り討ちにあった。人類は禍マガ津ツ鬼キと戦っている最中にも拘かかわらず、王器使いの少女との戦争をしいられる三みつ巴どもえの泥沼に陥ってしまったのだ。結果、この年は大きく人類の領土を禍津鬼に奪われてしまう。

　翌年、各国の王器使いたちにより、少女は断罪。蒐しゆう集しゆうされた王器も回収され国連が再び保管・管理するようになった。人々はこの事件を『自じ滅めつ戦せん争そう』と命名し、人類史の汚点として歴史教科書に記した。

　以来、一人の人間に王器を集中し、持たせないよう国際ルールが締結される。

　これを『十じゆつ審しん法ほう』と呼ぶ。



　──しかし暁人は『自滅戦争』のように一人で王器を独占したいわけではない。

　違いは、暁人が支配し、命令するのではなく、禍津鬼に対抗する力として、王器使いが協力しようとしている点だ。

　だが、それが理解されるような情勢ではないだろう。

「あ、暁人、正気なの!?　今の発言は完全に十審法違反よ！　今すぐ訂正して！」

　千桜の剣幕に動揺せずに、暁人はゆっくりと首を横に振った。

「言葉のうえで誤魔化すことはいくらでもできる。けど、それをしてしまったら決意がぼやけてしまう。だから、言葉にした。訂正はできない」

　それに、と暁人は続ける。

「オレは決して自滅戦争を引き起こしたいわけじゃない。王器を集めたいんじゃなくて、王器使いを集めたいんだ。十審法では王器収集は禁止されているが、王器使いを集めてはいけないとは書いてない。それに、話せば分かってくれる王器使いもきっといる。月げつ歌かさんの知り合いの王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう玖きゆう、天てん輪りんも、一度会ったことがあるんだ。名前はたしか十七夜月かのう──同じ年とし頃ごろの女の子で、大分前だから顔は覚えてないけど、悪い奴やつじゃなかった」

　十七夜月と会ったのは、神じん代だい流りゆうの冬山修行のときだ。

　月歌さんが大切な娘と呼んだ、小さな少女。

「王器を倒して集めるのは難しいかもしれないが、黄よ泉み柱ばしらを壊すために力を貸してくれと言えば、ある程度の人数は集まるはずだ。あとは一人一人説得していけばいい」

　あまたの国家は、王おう器き使いを総動員しても黄よ泉み柱ばしらを破壊できるかは未知数だと主張している。王器は過去、何度も劣勢だった戦況を救った人類側の切り札。それだけ強い力を秘めているが、いまだ製造方法すら分かっていないのが現状だ。

　万が一、作戦中、自国の王器使いが敗れ破壊されてしまったら、その損害は計り知れない。それゆえ王器使いを抱える国家は出し渋り、多くは法外な特権を与え囲っている。

　皮肉にも王器使い二人を投入した第だい四よ次じ西せい討とう作さく戦せんが失敗に終わり、より一層の慎重論が各国内で強まってしまった。

「またどの国の黄泉柱から対処するかで紛糾しているせいでまとまらず、自国で抱える王器使いを出したがらない。これじゃいつまで経たっても黄泉柱を破壊するなんてできない！　オレは必ず月げつ歌かさんが目指した世界を創つくるため、他ほかの王器使い全員をまとめてみせる。そのためなら自分の命だって惜しくない」

「……たしかに神じん代だいさんの発言は十じゆつ審しん法ほうに抵触する可能性がありますが、あくまで彼は黄泉柱全すべての破壊が目的で、自じ滅めつ戦せん争そうは引き起こしたくないとも仰おつしやってるわけですし。自分の利益を求めていないわけですから、現段階で違反者と決めつけるのもどうかと」

「委員長！　余計な横やり入れないで！　大体王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう玖きゆう、天てん輪りんと知り合いだって言うけど、その人は絶対に反対すると思うよ！　暁あき人とは何も分かってなさすぎる、王器の……王器使いの恐ろしさを！」

「彼女は月歌さんと知り合いだ。月歌さんが亡くなった第四次西討作戦に参戦したのを最後に表舞台から姿を消してるけど……呼びかければきっと協力してくれるはずだ！」

「そんなわけない、暁人は甘く見過ぎなのよ！」

「篠しの原はらさんはずいぶん王器使いに詳しいんですね」

　紅葉もみじの指摘に、千ち桜さは勢いを削そがれたトーンで答える。

「……暁人はまだなりたての半人前だけど、わたしは月歌さんのすぐ側そばで王器使いがどれだけ恐ろしいか、肌で感じてきたから。ましてまともに王器を扱えない暁人が対抗できる相手じゃない」

　そこに割って入るように、哮たけるが千桜に話しかける。

「けど篠原さん。王器使いが恐ろしいと言うけれど、別に王器使いを集めたいって発言するぐらいはいいんじゃない？　現に王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう肆よん、鬼灯ほおずきが起こした『千せん里り鏡きよう事件』で鬼灯はまだ裁かれていない。なのにただの発言だけで、暁人が裁かれるとは考えづらいと思うけど？」

　千里鏡事件とは──当時、アメリカ海軍所属の少佐だった『王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう拾じゆ弐うに、千里鏡』を、『王器製造番号肆、鬼灯』が十審法を破り、撃破した事件だ。

　少佐は後遺症のため二度と天翼フエアリアに搭乗できなくなり、『千里鏡』は所有者を失う。現在アメリカが国連に言い訳を並べ研究材料として保持している。

　アメリカは鬼灯ほおずきを十じゆつ審しん法ほう違反者として糾弾。他ほかの王おう器き使いに捕縛の協力をあおいだが、相手が王器使いの中でも実力者のため、共倒れを嫌ったのか誰だれも名乗り出なかった。

　アメリカは独自に、国連は建前上、鬼灯に懸賞金をかける。現在でもその懸賞金は有効だ。

　千ち桜さはその意見に唇を噛かみ切りそうなほど震える。

「二人とも考えが甘過ぎる、楽観的過ぎよ！」

「……オレは間違ったことは言ってない」

「正しいとか間違ってるとかじゃなくて、他の王器使いたちに十審法違反者と烙らく印いんを押されて粛清されるかもしれないのよ！」

「何度言われても断る。オレはオレ自身の目標を、その場しのぎのために誤魔化したりなんかしない！」

　暁あき人とと千桜はしばし睨にらみ合う。昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴る。

「「…………」」

　どちらが先に動いたかは分からないが、その場にいた生徒たちは、倫みち子こを含め授業を受けるため解散した。

「……暁人の、馬ば鹿か」

　千桜が哀かなしそうに呟つぶやく。それ以外は誰一人口を開く者はいなかった。










　■第四章　少女たちの想おもい



　夢の中、声が聞こえる。

『さ、寒い。こんな朝早いと山風が強くて寒すぎるよ、月げつ歌かさん……』

『神じん代だい家の者が弱音吐かないの。空気が引き締まってていいじゃない』

『引き締まってるっていうより、突き刺さるって感じなんだけど……』

　──約三年半前。神代流真冬に恒例の、寒かん稽げい古こ。雪がうっすらと積もる中、稽古着の暁人と月歌は木刀を持ち、稽古場と決めてあるやや開けた岩場へと着く。

『それより、暁人君に会わせたい子がいるの。暁人君と同年代の娘よ』

『……初めまして、──です。よ、よろしく……』

『彼女はね、女の子ばかりの学校とか部隊にいたから、男の子に免疫がないの。でも『落らく雷らいの巫み女こ』って呼ばれるくらい強くて格好いいのよ。わたしの大切な娘。だから、仲良くしてあげてね暁人君』

　月歌の隣で、赤くなって恥ずかしそうにしている少女。

　だが、暁人はそんなことには構わずに、笑顔になってその手を握る。

『オレは神代暁人。これからよろしくな、落雷の巫女さん！　暁人って呼んでくれ』

『う、うん』

　突然握られた手に、少女は頬ほおをさらに赤く染める。

　しかし、目の前の少年の真まっ直すぐな目に、

『よ、よろしくね。……あ、暁あき人と』

　嬉うれしそうに微笑ほほえみながら、名前を呼ぶ。

　握ってくる少し大きな手を、温かいな、と思ったことを憶おぼえている。



　──あれから。

　何度もこの場面を夢に視みた。

　あの後、一緒に居た、本当に短い時間。

　わたしが一番、幸せだったとき。



『あ、暁人ー。月げつ歌か、さんが探してたよ？　どこいったんだろうって……』

『いいんだよ、釣りも修行のうちだって。ここ凄すごいだろ。冬でも氷に穴開けて、下にいる魚が釣れるんだぞ』

『え、ほんと？　お魚いるの？』

　凍っている湖の上に乗り、興味津々な表情で少女は足を踏み出す。

　瞬間、薄い氷が割れ、少女は水に落ちる。

『きゃっ、な、何これ……！』

『うわっ、落ちやがった！　危ないって、足下見ろよ！　釣りしたことないのか、お嬢さまだなほんと』

『そ、そんな野蛮なことするわけないでしょ……。じ、じいやはどこ？　着替え持ってきて、寒い、寒すぎるぅ……』

『この程度の寒さなんて平気よ、とか言ってなかったっけ。強がりかよ、全くしょうがないやつだな。ほら、火焚たいてやるから……』



　──わたしのために、作ってくれて。一緒に食べた、ごはん。



『ほら、お昼のおにぎり、焚き火であっためてやったから。喰くえよ』

『……うん』

『だいじょぶか？　オレの上着、もっとかぶるか？』

『う、ううん。大丈夫。……それより暁人は寒くないの？』

『大丈夫、鍛えてるからな！　これくらいへっちゃらだって』

『最初は寒い寒い言ってたのに……』

『あ、あれはだな。やせがまんの反対だよ。最初に寒いって言ってた方が、ほら後で平気になったとき格好いいだろ!?』

『もう、暁あき人とは何言ってるか分かんないよ。……でも』

　少女は上着を握りしめて、おにぎりをほおばる。

『……このおにぎりは。すごく、あったかくて……好き、かも』



　暁人の両親は禍マガ津ツ鬼キに殺された、と後に月げつ歌かに聞かされた。

　でも暁人は真まっ直すぐに、ただ真っ直ぐに、その剣ひとつで世界に向かい合っていた。

　圧倒的な剣技を、努力と共に磨き続ける少年。

　自分が狭い世界に囚とらわれているのに、暁人はどこまでも自由だった。自分一人だけの力で、地平線の遥はるか向こうまで、飛んで行けそうだった。

『オレは、いつか月歌さんに追いつくんだ。そして、誰だれも禍津鬼に傷つけられない平和な世界を創つくる、っていう月歌さんの夢の力になるんだ！』

『暁人なら、きっと出来るよ。……ね、わたしも、手伝っていい？　月歌さんの夢』

『ああ、もちろんだって！　オレとお前と、月歌さんで力を合わせれば、きっとできるよ！　いや、絶対できる！』

『うん、そうだね。……約束ね、暁人。わたしたち三人の、約束』

　千ち桜さはそんな少年を眩まぶしく見つめていた。そしていつしか、暁人のことばかり考えている自分に気付いた。それが、彼女の初恋となった。



　──あの懐かしいおにぎりの味。

　千桜は思い出すたびに。泣きたい気持ちになった。

（あのときにはもう、戻れない）

　出会った頃ころを夢に視みるたびに。

　手のひらに爪つめが食い込むほど、強く、強く手を握りしめる。

（わたしは、あの約束以外の、全すべてを失ったのだから──）



　夢の場面が一瞬で変わる──戦場特有の血と焦げた匂においが肺胞を満たす。

（ああ、いつもの夢だ）

　左目が潰つぶれた感触、手のひらにべったりと自分自身の血が付き流れ落ちる。

　血まみれの親友が地に伏せる。

（いつもの──最悪の夢）

　無理矢理、押さえつけるため伸ばされた腕をなんとか振り払おうとする。

　この場所から、負傷した自分を、連れ去ろうとしているのだ。

　一人、皆を逃がすため殿を務める、遠くにいる誰かの姿。

『お姉ちゃん！　月げつ歌かお姉ちゃん！』

　月歌は振り返り、いつもの笑顔で最後の言葉を告げた。

『ダメぇぇッ、おねえちゃッ───!!』

　彼女の叫び声は、黒い津波のような禍マガ津ツ鬼キの群れに飲み込まれる。

　月歌の白い機体は泡粒のように溶けて見えなくなった。

　それが月歌を見た最後の姿だった。

　自分はこの戦場で全すべてを失った。

　左目を、

　両親からの期待を、

　親友を、

　尊敬する大切な人を、

　王おう器きとしての能力ちからを──全てを失った。



『千ち桜さちゃん、暁あき人と君のこと、よろしくね。守って、あげてね……』



「──ッッッ！」

　篠しの原はら千桜はベッドから飛び起き、胸をギュッと両手で掴つかみ荒く呼吸を繰り返す。

　頬ほおも枕まくらも水に浸したように濡ぬれている。

　月歌の死後、千桜は家を追い出され、友も失い一人孤独で生きていかなければならなかった。それでも堪え忍び、ここまで生き続けたのは月歌のあの言葉があったからだ。

　喉のどが痛くなるほど荒い呼吸を繰り返し、心臓と精神を落ち着かせる。

　十分以上そうしていただろうか……焦点が定まった正常な瞳ひとみで千桜は、

「守るよ」

　胸の奥から湧わき上がる絶望、悲哀、慟どう哭こく……黒い感情に傷つけられながらも堪こらえ、誓う。敬愛する鏡かがみ月歌の、最後の願いを守るため。左小指に巻かれたリボンに誓って。

　何を犠牲にしても、たとえ自分自身の命を投げ捨ててでも守り抜く。

「暁人はわたしが守るよ……絶対に」

　再び涙が自然に流れ落ちた。



　▽△



「おはようございます、神じん代だいさん。篠原さんは……今日もご機嫌斜めみたいですね」

　朝の教室。紅葉もみじの指摘通り、千桜は明らかに不機嫌だった。理由は明白で、一昨日おとといのインタビューで暁人が『王器使いをまとめて世界を救う』と発言したからだ。

　今朝も起きてからずっと千ち桜さに撤回するようしつこく求められた。しかし暁あき人とは首を縦には振らず、今にいたる。

「おはよう、委員長。朝からずっとこの調子でさ」

「篠しの原はらさんが心配する気持ちも分かりますけどね。ネットでも自じ滅めつ戦せん争そうを引き起こされる前に神じん代だいさんを暗殺しようと各国政府や企業、一部富豪などが殺し屋や傭よう兵へいを雇った、すでに動き出しているなどと書き込まれてましたから」

「それはさすがに動きが早すぎるし、ネットに流れているようじゃ確実にデマだろ」

「ですね。私もそう思います」

「違うわ。暁人や委員長たちが平和ボケし過ぎなのよ。馬ば鹿か」

　千桜は暁人や紅葉もみじの呑のん気きな認識にイライラとした態度を加速させる。

「ところで神代さん、今日放課後もしお暇なら──」

「あっ、ごめん。わたしの携帯だ」

　紅葉の一世一代の誘いを千桜の携帯メールの着信音が遮る。出鼻を挫くじかれた紅葉は再度覚悟を固めるために、暁人に声をかける。

「神代さん、今日の放課後はお暇ですか？」

「暇だけど……オレ、なんか問題でも起こした？」

「そ、そういう訳ではなく……はぁ、なんでもないです。お気になさらないでください」

　紅葉は溜ため息いきを漏らし、いそいそと自席へと戻る。暁人は首を傾げその背を見送った。そのため、千桜が届いたメールに表情を強こわ張ばらせるのを見逃してしまう。

「……暁人」

「ん？」

「わたし、今日用事ができたから、授業が終わったら寄り道せず、まっすぐ帰ってね。遅くなると思うから、申し訳ないけど夕飯は店屋物でも頼んで」

「分かった。でも用事って？」

「ちょっとね、たいした用じゃないから」

　それ以上は踏み込んで欲しくないと目が語っている。暁人も無神経ではない、納得したことを告げて椅い子すに座る。哮たけると雑談を交わしていると、担任が教室に顔を出す。

　教室に点呼の声が響いた。



　▽△



「じ、神代さん！」

「委員長？」

　一日の授業が終わった放課後。

　千ち桜さは用事を済ませてくるねと言って、教室を一人で出た。哮たけるは職員室に呼ばれ、暁あき人とは一人、夕飯をどうするか考えながら階段を下りていた。その背に紅葉もみじが声をかけてくる。

「何か用？」

「いえ、その……あの、よろしければ途中まで一緒に帰りませんか」

「委員長と？」

「はい。それともわ、わ、私と一緒に帰るのはお嫌ですか？」

「そういうわけじゃないけど……むしろ委員長はオレと一緒でいいの？」

「私は別に……それにお話したいこともありますから」

「話？」

「歩きながらでいいですか？」

　うながされて歩き出す。

　隣で口を固く結び紅葉は思案していたが、意を決したらしく勢いよく頭を下げる。

「ごめんなさい！」

「い、委員長!?」

「姉あね弟で子しである月げつ歌かさんを悪く言ったり、胸を触られたり、スカートを捲めくったりしたのは不運な事故だって分かっていながら意固地になって……。神じん代だいさんにご迷惑をかけて本当に申し訳ありませんでした！」

「頭をあげてくれ！　月歌さんの件は気にしてないし、事故でも胸を触ったり、スカートを捲ったりしたオレが悪いに決まってるんだから。委員長が謝る必要はないよ！」

「それは違います。わざとではないと頭で分かっていても感情では納得できなかった私が悪いんです。酷ひどいことばかり言って……本当に申し訳ありませんでした！　それで、その神代さんに折り入ってお話が……」

「話？」

「神代さんの『王おう器き使いをまとめて世界を救う』という言葉には驚きましたが、その志に感動もしました。私にも是非そのお手伝いをさせてください！」

「ありがとう！　委員長が手伝ってくれるなら心強いよ」

「い、いえ。私も一人の天翼フエアリア搭乗者として平和を願っているわけで……」

　紅葉はなぜか頭から湯気が昇るほど顔を赤らめ、どもる。

　咳せき払ばらいをして、あらためて向き直る。

「ところで、神代さんはどうやって他王器使いの方々をまとめるおつもりなんですか？」

「正直にいえば、どう説得するかまだ考え中。力で脅して言うことを聞かせるわけにもいかないし」

　第一、まず自身の王器をちゃんと扱えるようにならなければ、他ほかの王器使いとの争いに発展した場合手も足も出ない。

「……一人だけ、神じん代だいさんの考えに賛同してくださる王おう器き使いを知っています」

「考えに賛同って……まさか!?」

　紅葉もみじは真まっ直すぐ目を合わせ、

「王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう拾じゆう壱いち、七なな鳴なきです」

　王器製造番号拾壱、七鳴──搭乗者は女性だが、その名前、年齢、人種、現所在地、王器の能力全すべてが不明。ただどの国家にも属さず、名声や富なども望まずに、常に全世界を飛び回り禍マガ津ツ鬼キを倒している。その理由すら謎なぞという人物だ。

　別名『二大謎王器の一翼』とも呼ばれている。

　ちまたの評価は損得を問わない純粋な正義の味方というものから、ある国家の思惑で動いているというような陰謀論など、幅広く多種多様ある。

『七鳴』の情報なら高額で買い取ると名乗り出ているファンもいるほどだ。

「委員長はそんな有名人の何を知っているんだ!?」

「落ち着いてください。人の多い場所ではお話できる内容ではありませんから」

「それもそうか」

　校内にはまだ生徒は多く、王器使いである暁あき人とも一緒のため注目されている。

　たしかにこんな場所で話す内容じゃない。

　意見に納得すると、紅葉はもじもじと落ち着きのない挙動である提案をする。

「そ、それでですね。この前のお詫わびも兼ねて、もし今日ご都合がよければ私の部屋で手料理をご馳ち走そうさせてください。たいした物は出せませんが」

「委員長の手料理？」

「はい。その、お嫌ではなければなんですが……」

「嫌なはずないだろ。むしろ凄すごく嬉うれしいよ」

「本当ですか!?」

「ちょうど今晩何食べようか考えてたところだったし。委員長の手料理楽しみだな」

　千ち桜さには寄り道せず帰るよう言われてるが、七鳴情報と紅葉の手料理に敵かなうはずがない。

「そんな大層なものではありませんよ。あまり期待しないでくださいね。では先程の詳しいお話は食事をしながらということで。後、帰りにスーパーに寄ってもいいですか？　冷蔵庫に何もないので」

「なら荷物持つよ」

「そんな、神代さんはお客さまなんですから」

「荷物持ちは男の仕事だから。それぐらいやらせてくれ」

「それじゃお願いしますね」

　紅葉が柔らかく微笑ほほえむ。その微笑みを間近に見て、思わず暁人の胸が高鳴った。

「それじゃ行きましょう、神代さん」

　二人は胸触り事件当時とはうって変わって、仲良く並んで学園を後にする。



　スーパーで買い物中、暁あき人とがカゴを持ち、紅葉もみじが品物を吟味しながら入れていく。

「野菜なんてどれも一緒じゃないのか？」

「いいえ、ニンジンひとつとっても色と艶つやの違いで鮮度が変わりますから。せっかく、神じん代だいさんに食べていただけるんですから、美お味いしいモノを作らないと」

「そんな大げさな」

　紅葉は再び勝負師みたいな真剣な目で選び始める。

　野菜を並べるパートの中年女性が、二人を囃はやしたててきた。

「いいわね、放課後仲良く恋人同士お買い物なんて。青春ね」

「こ、恋人同士だなんて……ッ」

「そうですよ。オレたちは恋人同士なんかじゃないですって。ただのクラスメイトですよ」

「…………」

「あれ、委員長？　もうニンジンは選ばなくていいの？」

「神代さんなんてコレで十分ですっ」

「なんで不機嫌になってるんだ？」

「不機嫌になんかなってません」

「なってるじゃないか。待ってくれ、委員長！」

　紅葉はフグみたいに頬ほおを膨らませ、レジへと歩き出す。

　暁人は慌てて紅葉の後を追いかけた。



　紅葉の住まいはオートロック付き高級マンションの最上階だ。

　天翼フエアリア搭乗者である学生には、国から奨学金が支給される。そのため大抵の学生は枠内に収まるワンルームマンションか寮生活を選択するが、それ以外の高級住宅を望む場合は＋αを自腹で払わなければならない。余裕がある学生は、安全のためセキュリティ完備の高級マンションに入居する傾向がある。五いつつ橋ばし家の令嬢も例外ではないらしい。

「散らかってますがどうぞ」

「お邪魔します」

　玄関だけで暁人一人が横になれるほど広い。

　リビングも一般家庭とは大違いだ。物は最低限の家具・家電しか置かれていないが掃除は行き届いており、まるで住宅展示場のモデルハウスだ。

　ソファーに腰を下ろすと、そつなくお茶が出る。

「すぐに夕食を作りますから、テレビでも観みながら待っていてください」

「何か手伝おうか？　刃物の扱いには自信があるんだけど」

「いえ、神じん代だいさんはお客さまなんですから、くつろいでてください」

　紅葉もみじは微笑ほほえみ、制服の上からエプロンに袖そでを通し台所へ向かう。

　お言葉に甘えてテレビを眺めていると、

「ふふふ、ふ～ん、ふふ」

　紅葉の鼻歌が聞こえてくる。台所とリビングが繋つながっているせいだろう。

　夕飯に誘うだけあり、野菜を切る音はリズムよく手つきに迷いがない。

　お嬢さまなのに家事もできるようだ。

（考えてみたら同世代の女子の部屋に入るのは初めてかも）

　しかも豊とよ葦あし原はらでは寮又は一人暮らしが基本だ。この家に紅葉の親兄弟はおらず、夜どころか翌朝になっても帰って来ない。美人でスタイルがよく、頭脳明めい晰せき、家柄も性格もいい、生き真面目まじめだが義理堅い委員長。そんな紅葉と二人っきり！　意識したら急に緊張してきた。

（お、落ち着け神代暁あき人と！　オレと委員長がそんな関係になるはずないだろ！　だいたい謝罪として夕飯に呼ばれたんだ。彼女の心遣いを踏みにじるようなマネしちゃ駄目だ！）

「どうかしましたか？　難しいお顔をして」

　気付くと紅葉が側そばに立っていた。

「うわッ！　ちょ、ちょっと自分の己うぬ惚ぼれを自戒してて！　やっぱり自分の敵は自分の中にあるんだな！」

「はぁ、そうですか」

　紅葉はよく分からないという風に首を捻ひねる。

「それよりどうかした？　やっぱり何か手伝う？」

「いいえ、男の人はそろそろ小腹が空すく頃ころかと思いまして。家で漬けたぬか漬けなんですが、よかったらどうぞ」

「ナスにきゅうり、こっちはカブか。これ全部、委員長が漬けたの？」

「はい、そうです。実家からぬか床を分けてもらって」

　早速、翡ひ翠すい色いろのきゅうりに箸はしを伸ばす。

「うん、美お味いしい！　野菜の味が濃くてぱりぱりっていい音がする噛かみごたえ。最高だ。たまに酸っぱすぎるぬか漬けがあるけど、これはそんなことなくて本当に美味しいよ」

「すっぱくなるのはぬか床の乳酸菌が過剰発酵しているからです。その場合、唐辛子や卵の殻を砕いて入れると菌の繁殖を抑えられますよ」

「卵の殻か、知らなかった。料理上手なんだな。夕飯の期待が高まるよ」

「褒めすぎですよ。あと少しでできますから待っててくださいね」

「怪け我がだけには気をつけて──なんて、これじゃまるで新婚さんのやり取りだな」

「し、ししし新婚さんですか！」

　紅葉は耳たぶまで赤くして、魂を抜かれたように放心する。

『うわ、ヤバイ。女の子に失礼なこと言っちゃったか』と、暁あき人とは身を硬くする。

「ごめん、変な意味じゃないんだ。気にしないでくれ」

「わ、わわ分かってます。気にしてませんから。だ、だから神じん代だいさんもあやまらないでください！　むしろ嬉うれしいというか、いえ何でもないです！　お料理してますね！」

　紅葉もみじはパタパタとスリッパを鳴らし、台所に籠こもる。

（反射的とはいえ変なこと言っちゃったな。けど、委員長も気にするなって言ってたし大丈夫だろう。嬉しいなんてお世辞も返してくれるぐらいだし）

　今度はナスに手をのばす。

「これ本当に美う味まいな。オレもぬか漬けに挑戦してみようかな」

　小腹を満たしながら、テレビを眺めくつろぐ。

　数十分後。テーブルに春野菜カレーとアボカドのサラダ、福神漬けが並ぶ。

「時間がなかったので簡単なモノになって申し訳ないですが」

「そんなことないよ、凄すごい美味そう。それじゃ早速、いただきます！」

　手を合わせ銀色のスプーンでカレーに口を付ける。

「どうでしょうか？」

「うん！　滅め茶ちや苦く茶ちや美お味いしいよ！」

「少々辛くし過ぎたので心配してたんですが、よかったです」

「ちょうどいい辛さで、お世辞抜きで美味しいよ。委員長は本当に料理が上手なんだな」

「そんなに褒めても何もでませんよ」

　紅葉はほっと安あん堵どしたのか頬ほおを弛ゆるませ微笑する。



　▽△



「……それじゃ、そろそろ聞かせてもらえないか。王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう拾じゆう壱いち、七なな鳴なきの話を」

　二人がカレーとサラダを食べ終え、冷えた麦茶を飲み干した所で話を切り出す。

　暁人にうながされ、紅葉は学園で口にした王器製造番号拾壱、七鳴について話を始める。

「私がまだ小学校五年生の頃ころ、父と母が仕事で北米に行ったときです。私は同行していないので自身の目で見たわけではありませんが……両親が自家用機で現地の空港に着陸する寸前、はぐれ禍マガ津ツ鬼キに襲われたんです」

　はぐれ禍津鬼。まれにこちらの警戒網をかいくぐり姿をあらわすステルス型を指す。

「父と母の乗った自家用機はすでに着陸体勢に入っており禍津鬼の攻撃を避けるのは難しい状況でした。ですが、そんな危機を王器製造番号拾壱、七鳴が助けてくださったんです」

『バイザーで顔を隠していたので人相は分からなかったらしいです』と紅葉が付け加える。

「着陸後、父は飛行機から慌てて下り、禍津鬼を倒し立ち去る彼女に約束したそうです。『命を助けられた恩に報いるため、どんなことでも協力する』、と。彼女は微笑ほほえみ、その場をすぐ立ち去りました。これが帰国してきた両親から聞かされた話です」

　話を聞く限り、よく耳にする七なな鳴なきの話だ。人助けをした後、恩賞にも賞賛にも目もくれず、すぐにその場を立ち去る。

　七鳴は決して他者と交流を持とうとはしない。

「その後、私は偶然、父と七鳴が事件後交流を持っていると知りました。交流と言っても彼女が一方的に資金や難民用の食料、医療品などをどこそこに運んで欲しいという要望を伝えてくるだけです。父は恩返しのため、全面的に協力しているようです。五いつつ橋ばし一族内でもその事実を知るのは片手に収まるほどです」

「！　それってつまり！」

「はい。長くて数ヶ月。短くて数日で父に連絡が来ます。要求された物によっては本人と会えるはずです。そこで神じん代だいさんのお考えを聞かせれば、必ず協力してくれるはずです」

「まさか委員長がこんな国家機密級の情報を持っていたなんて……。でも、もしそんな情報をオレに教えたことがバレたら、ご両親は怒るんじゃないか？」

「確実に怒られると思います。ですが、私も五橋家の長女。神代さんへの暴言の罪、禍マガ津ツ鬼キから救ってもらった恩を返せるならそれぐらい何でもありません。それに神代さんの考えに共感して、必要だと思って私が自分の意思でするんです。両親も最初は怒っても、いつかは理解してくれると信じています」

「ありがとう、委員長。もうなんていうか、言葉もないよ」

「おおげさですよ。それでは私は、いつになるか分かりませんが父に七鳴からの連絡が来ないか見張ってますね。来たらすぐにお知らせします。後、このことは二人だけの秘密にしてください。篠しの原はらさんにも話しちゃ駄目ですよ？」

「もちろんだよ。委員長、ありがとう。見張りの件、頼んだよ」

「はい、任されました」

　紅葉もみじは使命を帯びた信徒のように気力に満ちた表情で頷うなずいた。

「話も終わりましたし、食後のデザートはいかがですか？　冷凍庫に実家から届いたアイスがあるのですが」

「デザートまであるなんて至れり尽くせりだな」

「喜んでもらえて嬉うれしいです。では、持ってきますね。あっ、食べたお皿は私が片付けますのでそのままで」

「いや、さすがに片付けぐらい自分でやるよ」

「気にしないでください。私がしたくてやるんですから」

　紅葉はまるで新妻のごとく甲か斐い甲が斐いしく尽くす。

（なんだかこうしていると、居心地が良くて、ずっとここにいたいって思っちゃうな）

　後片付けをする背中を眺めていると、暁あき人とは不意にトイレに行きたくなる。

「委員長、お手洗い借りていい？」

　紅葉もみじは台所に食べた食器を運びながら返事をした。

「どうぞ。お手洗いは玄関をあがってすぐ右手にあります。ですが神じん代だいさん」

「何？」

「決してお手洗いの正面にある部屋には入らないでくださいね。もし入ったら……」

　突然、紅葉の瞳ひとみから温度が消える。

「いえ、なんでもありません。引き止めてしまって申し訳ありません」

　先程まで友好的な態度で血色の良かった頬ほおは死人みたいに青白くなり、まるで幽鬼のように台所へ戻って行く。

「どうしたんだ？」

　その原因が分からず首を捻ひねる。だが、答えなど分かるはずもなくトイレへと向かった。



「ふぅ、すっきりした」

　トイレから出ると、自然、警告を受けた『トイレの正面にある扉』へ目が行く。

　一体この部屋に、紅葉をあそこまで変へん貌ぼうさせる何があるのだろうか？

　好奇心が湧き立つが、欲望に負けて女性の部屋を開けるほど落ちぶれていない。

「せっかく許してもらえたのに、裏切るマネなんてできないよな」

　リビングに戻ろうとするが、ある一言で足が止まる。

『爆弾は設置できたか？』

「!?」

　思わず声をあげそうになる。

　部屋から男の声が聞こえてきた。声量を抑え、もう一人が返答する。

『もう少しです。しかし機関の奴やつらもエグイですね。まさか天翼フエアリアに乗る前の搭乗者を狙ねらうなんて』

（天翼フエアリア!?　搭乗者!?　委員長は『機関』って奴らに狙われているのか？　てか『機関』ってなんだよ!?）

　頭が混乱し、紅葉を呼ぶか、部屋に突入し取り押さえるか選択できない。

　その間にも男たちは着々と準備を終えていく。

『兄貴、設置完了です。後はヤツが部屋に入ってきたらこのボタンを押せば……』

『殺すには惜しい女だがしかたない。機関に逆らった奴には相応の報いを』

『相応の報いを』

　迷っている暇はない！

（委員長を殺させないためにも、部屋に居る男たちを捕まえないと！）

　決断を下せば行動は早い。

「神じん代だい流りゆう！　神かみ代よ七なな代よ意お富お斗と能の！」

　床を踏み抜く勢いで踏み込み、運動エネルギーを足から腰、背骨から腕へ伝達、加速させる。腕は骨や筋肉がないかのようにイメージし、重く鋭い鞭むちのごとくしならせる。

「水すい神じん抜ばつ刀とう！」

　まるで一本の刀となった腕を振るい扉を袈け裟さ切りに切断する。

　暁あき人とは止まらず薄暗い部屋に飛び込んだ！

「動くな！　大人しく……あれ？」

　男たちはたしかに部屋にいた。黒い背広にサングラスをかけたノッポとチビな男だが、

「これって……ドラマ？」

　消し忘れたテレビの中で黒ずくめの男性俳優二人が、天翼フエアリアに乗った少女に倒される。同時に爆弾が爆発して部屋が吹き飛ぶも、少女は自分の命を狙ねらっていた男たちを救う。彼女のカメラ目線で一いつ旦たん引いて、ＣＭへと移る。

　これは暁人でも知っている人気ドラマ『夜明けの天翼フエアリア』だ。

「なんだテレビか……ヤバイ！　とっさのことで扉壊しちゃった！　って、い、委員長！　いつからそこに!?」

　振り返ると、手には文化包丁、エプロン姿の紅葉もみじが立っていた。

「扉壊してごめん！　部屋に物騒な男たちが居るって勘違いして──」

「……ましたね」

「い、委員長？」

　紅葉は俯うつむき震えていた。

　どうやら紅葉の耳に謝罪の言葉は届いていないらしい。

　扉を破壊された以上の衝撃を受けているようだ。

　顔をあげると、大きな瞳ひとみをたっぷり涙で潤ませていた。

「見ましたね！　私の秘密を！」

「委員長の……秘密？」

　部屋が暗くてすぐには気付かなかったが、部屋の壁にはフリル、レースを過剰なまでにあしらったピンクや赤、白、黒など紅葉には不釣り合いなやや子供っぽい衣服がずらりと並んでる。服だけではなく隅の一角には爪つま先さきが丸い靴、肘ひじまで隠せる手袋や縞しま々しまのオーバーニーソックス、西洋人形にぬいぐるみが山ほどあった。ベッドはどこぞの貴族みたいな天てん蓋がい付きで、紅葉とほぼ同じ身長のクマのぬいぐるみが鎮座している。

「これって……甘ロリSweet Loritaってやつか」

　甘ロリ。西洋のお姫さまのようにフリルやレースを多用し、『可愛かわいくあること』を徹底的に追求したロリータファッションの一ジャンルのことだ。

　暁あき人とも知識として知ってはいたが、生で見るのは初めてだった。

「委員長ってこういうファッションが好きなんだ。意外だな」

「うわぁッ」

　その一言に紅葉もみじはうずくまってしまう。

「委員長！　包丁危ないって！」

「よりにもよって神じん代だいさんに趣味を知られるなんて！　もう私、生きていけません！」

「ちょっと落ち着いて！　私服の趣味を知られたぐらいで大げさな！」

「大げさじゃないです！　どうせ神代さんも学園では偉そうに風紀を注意したり、委員長を務める私が、家では似合わないフリルやレースをタップリあしらった甘ロリに身を包んで可愛かわいらしい角度研究をしたり、クマのクマゴローに話しかけたり、一緒に写真を撮って一人にやにやする痛い女の子だって笑ってるんです！　もう私の学園生活は終わりました！」

　紅葉の動揺が凄すさまじい。誤って地雷を踏んでしまったようだ。

　暁人は慌ててフォローを入れる。

「たしかに委員長のイメージからは想像できないけど、それで笑ったりなんかしないって！」

「嘘うそです！」

「嘘じゃない！　恥ずかしがることないじゃないか。趣味なんて人それぞれなんだし、隠さなきゃいけないことじゃないよ。それに、クマゴローってこの大きなぬいぐるみだよな？　話しかけるなんて女の子なら普通だろ、すごく可愛いぬいぐるみじゃないか」

「……本当にそう思いますか？」

「もちろん！　もしこの趣味を笑う奴やつがいたら、オレが一緒に怒ってやるよ」

「あ、ありがとうございます神代さん。クマゴローは、私が小さなころ、まだ優しかった頃ころの父が買ってくれたもので……大事にしてるんです。私の大切な友人なんです」

「そうか、丁寧に扱われてるし、よっぽど大事にしてるんだな。偉いと思うよ。しかし、凄すごい数だな……」

　あらためてぐるりと部屋を見回す。どうやらここは紅葉の寝室らしい。まるでこの部屋だけ、異世界のように他部屋とは趣が異なっていた。

「こういう衣装ってどこで売ってたりするんだ？」

「基本的にはネットなどで買いますね。夏休みなどの長期休暇で実家に帰省する際、滞在中に街へ出て買うこともあります。あと、自分で作ったりもしますね」

「自分で作れるものなのか!?」

「ぬいぐるみとおそろいのデザインを探してお店を幾つか回ったのですが、イメージに合う既製品がなくて。だったら自分で作ってしまおうと思ったんです。生地を吟味して型紙からおこして、深夜遅くまで縫ったりしました。大変でしたが、とても楽しかったですよ」

「羨うらやましいな、そういう打ち込める趣味があって」

「ありがとうございます。人に褒められるのは初めてだから嬉うれしいです」

　さきほどまでの絶望的な表情から一転、紅葉もみじは嬉しそうに自身の趣味を語り出す。

　どうやら立ち直ってくれたらしい。暁あき人とは気を良くして、少し調子に乗る。

「せっかくだから委員長の甘ロリ姿を見てみたいな」

「私のですか!?」

「生で見たことないし、駄目かな？」

　紅葉はエプロンを両手でギュッと握り締め、俯うつむく。

（やばい！　調子に乗りすぎたか!?）

「……ですよ」

「え？」

「着てもいいですよ。神じん代だいさんが見たいなら」

「いいの？」

「は、い……それともやっぱり私の甘ロリ姿は見たくないですか？」

「いや、是非！　見ないと家に帰れないほど見たいよ！」

　暁人は慌てて賛同する。紅葉は恥ずかしそうにエプロンをくしゃくしゃにしながらも、どこか嬉しそうに頷うなずいた。

「では、着替えますね」

「それじゃオレは外に出てるよ」

　紅葉の返事も聞かず、そそくさと壊れた扉から廊下に出る。

　壁に背を預け、部屋から聞こえてくる布の擦れる音に無意識に耳を澄ます。

（まさか委員長が着替えるのを隣で待ってるなんて……！　数時間前の自分に話しても絶対に信じないだろうな）

　暁人は息を潜め、一人頷く。

　数分経過──沈黙が針のように全身を刺す。

「委員長、まだかかりそう？」

「も、もう少しで終わりますから。後はこのニーソを穿はいて傘を持って……着替え終わりました。入ってきても大丈夫ですよ」

　言葉に従い部屋に入ると、ネットやテレビで見たことしかない甘ロリ衣装を着た少女が立っていた。暁人は紅葉の頭から爪つま先さきまで丹念に眺めてしまう。

　フリルを多用した水色のノースリーブ、その上に上着を羽織る。スカートにもフリルが多用されている。頭にはヘッドドレスを着け、手にしている傘も折りたたんではいるが一目で非実用的な作りだと判断できる。水色と白の甘ロリファッション姿の紅葉は、まるで本物のお姫さまのようだった。

　紅葉もみじは恥ずかしそうに尋ねてくる。

「ど、どうですか？」

「いつもの委員長とは雰囲気が違うけど、滅め茶ちや苦く茶ちや似合ってるよ」

　学園では大人びた言動を見せる紅葉も、甘ロリ衣装をまとう姿は年相応かそれ以下に見える。だが、それが逆に可愛かわいらしくお世辞抜きで似合っていた。

　あまりの可愛さについ携帯を取り出し、

「写真撮っていい？」

「は、恥ずかしいですよ」

「ご、ごめん。そうだよな」

　携帯を仕舞おうとすると、紅葉が頬ほおを染めながら呟つぶやく。

「……いいですよ。神じん代だいさんなら。……でも、三つ約束してください」

「約束？」

「一つ目は甘ロリ趣味を学園の誰だれにも、篠しの原はらさんにも秘密にしてください」

「分かった。誰にも言わない。二人だけの秘密だ」

「二人だけの秘密……」

「どうしたの委員長、にやにやして」















「な、なんでもありません」

　紅葉もみじは慌てて表情を引き締め咳せき払ばらいをする。

「二つ目は今後、私を『委員長』とは呼ばず『紅葉』と名前で呼んでください」

「紅葉……さん？」

「さんはいりません」

「紅葉」

　名前を呼んだだけなのに、紅葉は幸せそうに微笑ほほえんだ。

「はい。私も『暁あき人とさん』と呼ばせていただきますね。最後は──」

　暁人は息を呑のんだ。

　紅葉は一度息を吸い込み、勇気を振り絞るように言う。

「私とお友達になってください」

「…………」

「だ、だめですか」

「……そんなことでいいの？」

「はい！　お願いします」

「ああ、こちらこそよろしく」

　破顔しながら手を差し伸べると、紅葉は年相応の少女の微笑みで握り返してくれた。



　その後。甘ロリ服姿のままの紅葉と居間に戻り五橋家実家から送られてきたアイスを食べながら、友達になった記念に今週の日曜日、街を案内してもらう約束まで交わした。



　▽△



　潮しお騒さい響く波打ち際。

　千ち桜さ以外誰だれ一人姿のない砂浜で、彼女は朝のメール差出人と会話を交わす。

「うん、そう……今週の日曜日には、ええ……」

　話し合いはすでに終わりを迎えていた。

　見守るのは月と星々のみ。

　千桜は暗い海に誓うように断言する。

「──神じん代だい暁人を豊とよ葦あし原はらから連れ出すわ」

　千桜の声は研ぎ澄まされた刃のように鋭く、どこまでも真剣だった。携帯を切ると、目を潰つぶすほど強く水平線を睨にらみ付ける。

「暁人だけは絶対に守るからね……月げつ歌か──ちゃん」

　千桜の鋼鉄より固い覚悟の言葉を、波音が覆い隠した。










　■第五章　豊とよ葦あし原はら温おん泉せんランド・パニック！



　朝、暁あき人とは微かすかに聞こえる話し声で目を覚ます。

『うん、そう……の夜に場所は……』

　どうやら千ち桜さが誰だれかと電話で話をしているらしい。

　晴せい海かい学がく園えんに通い始めて初めての日曜日。

　まだぼやける目元を拭ぬぐいながら、居間へ顔を出すとちょうど千桜が電話を終えていた。

「おはよう、千桜。どこに電話してたんだ？」

「知り合いから電話がかかってきて。うるさかった？」

「いや平気。ちょうど起きたところだし」

「朝ご飯食べる？　今日は豆腐とワカメのお味み噌そ汁しるに目玉焼き。それときんぴらよ」

「食べる。けどその前に顔を洗ってくる」

「うん、準備しておくね」

　顔と共に眠気を洗い流すと、ちゃぶ台には朝食が並べられていた。

　千桜はすでに食べ終えたらしく、暁人は一人手を合わせ味噌汁に手を伸ばす。

「美う味まいな、このきんぴら。毎朝ありがとな、千桜」

「も、もう、何言ってるのよほんとに。冷めないうちに早く食べてよね」

　口ではそう言っても、千桜は頬ほおを赤くして嬉うれしそうにする。そして何かを思いついたような表情をして、おずおずと声をかけてきた。

「……ところで、暁人。今日なんだけど、何して過ごすつもりなの？」

「どうしたんだ藪やぶから棒に」

「晴海学園に入学して初めての休日でしょ。わたしも暇だし、暁人さえよかったら豊とよ葦あし原はらを案内してあげよっか？」

「あーえっと、申し出はありがたいんだけど」

「？」

「実は今日、委員長に案内してもらう約束をしてて」

「い、委員長と!?　いつのまにそんな約束したのよ！」

「ほ、ほらこの前、一人で帰ってくれって日があっただろ？　帰り道、委員長に呼び止められて、酷ひどいことを言った罪滅ぼしに家に誘われて夕食をご馳ち走そうになったんだ。そのときに約束したんだよ」

（わたしが暁人のために昔のツテを辿たどってあれこれお願いしていた最中に、委員長の家で、あんなコトやそんなコトをしてたなんて……！）

　あまつさえデートの約束まで取り付ける始末。脳内で恋人みたいに仲良く『あーん』と食べさせ合う二人を想像し、思わず歯ぎしりしてしまう。

「ち、ち、千ち桜ささん？」

「──わ」

「え？」

「わたしも一緒に行くわ。……文句、ないわよね？」

「いや、けど委員長に了解をとらないと……」

「い・い・わ・よ・ね？」

「……はい」

　鬼も裸足はだしで逃げ出す迫力で迫られ、暁あき人とは簡単に引き下がる。借りてきた猫みたいに大人しく食事を再開する暁人を尻しり目めに、千桜は怒り露あらわに鼻息を荒くした。

（まったく委員長も余計なマネするんだから。危うくこっちの計画に支障が出るところだったじゃない。暁人も暁人よ。ついこないだまで敵対していた相手と食事にデートの約束まで取り付けるなんて……ッ）

　だが事前に分かってよかった。気付かないうちに出かけられているよりは遥はるかにマシだ。

（暁人は絶対に守る。たとえ何を犠牲にしても）

　それが、鏡かがみ月げつ歌かとした最後の約束だから。



　▽△



　人が行き交う休日の駅前。五いつつ橋ばし紅葉もみじはすでに待ち合わせ場所に到着していた。

　ワンピースの上からカーディガンを羽織り、趣味の甘ロリとは対極的なシンプルな私服姿だった。

　何度も声をかけられたナンパも、紅葉は慣れた口調でお断りする。いつもなら無言で睨にらみ追い払うが、今日は気分がいいためにこやかに応対する。まだ豊とよ葦あし原はらに不慣れな暁人へ街を案内する名目で二人っきり、第三者から見ればデートなのだから気分が悪いはずがない。

（髪の毛、変じゃないですよね）

　手にしたポーチから鏡を取り出し、何度目か分からない髪型チェック。三分ほど前に弄いじった髪を再び触る。ついでにリップクリームのノリも確認。それでもまだ納得せず、精密機械を点検するような真剣さで身だしなみに気を遣う。

（暁人さんと二人っきりでお出かけ。失敗は許されません！）

　今日はデートだけでは終わらせず、自宅へ招待し晩ご飯をご馳ち走そうしようと決めていた。前回は時間がなく簡単な料理になってしまったが、今回は入念に準備している。

（古今東西、どんなドラマや小説でも、男心を掴つかむにはまず胃袋からといいますもんね）

　最初の印象がマイナススタートのため少しでも挽ばん回かいしたいのだ。それに料理には自信がある。中学からの一人暮らしと手抜きのできない性格のお陰で、沢山のレシピを学んで来た。同世代の女子相手なら負けない自負がある。自身の長所をアピールしない手はない。

「委員長もう来てたんだ」

「……!?」

　待ち人である暁あき人とが声をかけてくる。紅葉もみじが笑顔で振り返ると、暁人の隣に居るはずのない女性が居た。篠しの原はら千ち桜さだ。

　パーカーにＴシャツ、ミニスカート。オーバーニーソックスが太ふと股ももをピッチリと包み込んでいる。暁人も千桜に負けず劣らずジーパン、Ｔシャツの上からジャケットを着込んだラフな恰かつ好こうだ。

　紅葉は震える声音を必死に抑え問う。

「あ、ああ暁人さん……どうして篠原さんとご一緒なんですか？」

「実は千桜も一緒に街の案内をしたいって言われて」

「委員長も一人で暁人の相手をするの大変だろうと思って、手伝いに来たの」

　千桜はなぜか完かん璧ぺきな微笑ほほえみを浮かべ、理由を並べる。

「お心遣いありがとうございます。ですが、お気になさらず。暁人さんも私も子供ではありませんから。むしろせっかくの休日を付き添いで潰つぶすなんてもったいないですよ」

「日曜日でも特別やることないから気にしないで。むしろ委員長こそ、せっかくの休みなんだから好きなことに時間を使ったほうがいいんじゃない？　暁人の案内なら、彼の姉あね弟で子しの月げつ歌かさんから任されているわたしが代わりにやっておいてあげるから。月歌さんから任されているわたしが！」

「くッ……！」

　犬猿の仲、という言葉がぴったり当てはまる千桜と紅葉。二人は静かな闘争を繰り広げる。

「ふふふ……」

「あははは……」

　どちらが先か分からないが、自然と千桜と紅葉から静かな笑いが漏れる。まるでドラマかマンガのワンシーンだ。二人の間に不可視の雷がバチバチとぶつかり合う。

　殺気を感じ取った暁人が、慌ててフォローを入れる。

「と、とにかくもうみんな集まったわけだし、せっかくだから三人で回らないか？」

「……そうね。みんなで回った方が楽しいものね」

「ですね。さすが暁人さんです。ですが……」

「ん？　何、いひぇひぇひぇ、委い員いん長ひよう？」

　紅葉は暁人の頬ほおを限界まで引っ張る。

「名前で呼んでって言ったじゃないですか」

「ごめん紅葉もみじ。まだ慣れなくて」

「早く慣れてくださいね」

「ほらそこいつまでも話してないで行くわよ！　そろそろモノレールも来るし」

「篠しの原はらさん、暁あき人とさんを引っ張るのは止やめてください。彼は一人で歩けますし、無理矢理は危ないですから。その手を早く離してください！」

「委員長がぼやぼやしてるからでしょ、ほら、暁人も早く！」

「ち、千ち桜さ！　分かったから、そんなに引っ張らなくても大丈夫だって！」

　手を離さない千桜に、紅葉が対抗して反対側の腕を掴つかむ。

「い、委員長、なに暁人の手を握ってるのよ！　暁人の面倒はわたしが見るんだから、余計なことしないで！」

「元々私たち二人で行動する予定だったのに、割り込んできたのは篠原さんじゃないですか。だからこれくらいは許されるはずです。それに強引な篠原さんから暁人さんを守るためですから」

　千桜が再び抗議の声をあげるが、紅葉は涼風のごとく聞き流す。

「いいから早く行こう、子供じゃないんだから手なんか掴まなくても大丈夫だから！　ほら二人とも！」

　二人の間に挟まれた暁人はそれぞれに言い聞かせる。しかし彼女たちは手を離そうとはしない。

　黒一点の暁人は女性陣に振り回されながら、改札をくぐり、到着していたモノレールに乗り込んだ。



　モノレールで約二十分。豊とよ葦あし原はらの中心都市・第一中央区に辿たどり着く。

　ビルなどの街並みは他区とさほど変わらないが、ここで一番目を惹ひくのは豊葦原の中心にそびえ立つ全長一キロのタワー、螺ら旋せん塔とうだろう。

　天辺がチューリップの花のようになっており、その内側に富裕層向け住宅が建設され、多数の資産家と家族が入居している。そのため一般人が天辺の都市へ近づくことすら禁止されていた。しかし東京タワーのように中腹に展望室があり、入場料を支払えばそこまでは誰だれでもあがれる。

　暁人たちは入場券を買い展望室まであがり、眼下に広がるガラス越しの風景を眺める。豊葦原の区割りについて、千桜が指さして説明してくれる。

「あっちがわたしたちが来た第二学園区。時計回りに第三研究区、第四工業区、第五実験区で最後は第六食料製造区ね。そしてあそこに離れているもうひとつの島が第七特別研究・学園区よ」

　豊葦原は、無人島だった星ほし島じまの丘を崩し、地面を掘りおこした土を使い周辺を埋め立て拡張されて造られた。足りない面積は浮体構造物マリンフロートで補われたため、不自然に丸い形をしている。

　真上から島を見ると、螺ら旋せん塔とうを主軸に五ご芒ぼう星せいが描かれているように見えなくもない。

　また生活をしやすくするため役割を区分けされている。例えば第二学園区では搭乗者養成の学園、生徒寮、マンションなどが集められ、暁あき人とたち学生は基本的にこの区から出ずとも生活をおこなえる。

　もちろん出入りは自由なため、休日に遊びや用事などで他区へ出かけるのは珍しくもない。ただ、何事にも例外はある。豊とよ葦あし原はら本島の横に並ぶ小さな島、第七特別研究・学園区だ。豊葦原本島とは違い完全な浮体ユニットで作られた大型浮体構造物メガフロートで、二つの島を繋つなぐ橋の上を鳥居がまるで結界フイールドのように何本も跨またぎ建っていた。ゆえに第七特別研究・学園区は、千ち鳥どり島とうと呼称されている。

　暁人が入学前に渡されたパンフレットの記憶を掘りおこす。

「第七特別研究・学園区千鳥島は許可がないと入れないんだっけ？」

「そうです。情報漏ろう洩えいを防ぐため、豊葦原とは別にわざわざ造ったらしいですよ。島では国家機密級の研究がおこなわれていて選ばれた研究員と才能が認められた極少数の生徒が通う学園があるんです。島を繋ぐ橋を渡っただけで問答無用で逮捕されてしまいますから、近づかないようにしてくださいね。まぁ王おう器き使いならすぐに釈放されると思いますが」

　今度は紅葉もみじが暁人の疑問に答える。こんな風に先程から二人は競うように豊葦原を案内していた。千ち桜さが暁人へ身を乗り出す。

「次はどこに行きたい？　お勧めの雑貨屋さんがあるんだけど。まだ引っ越してきて細々とした品物揃そろってないでしょ？　一緒に選んであげる」

「でしたら私が行きつけの書店があるんですが、そこは特に天翼フエアリア関係の書物に力を入れていてきっと暁人さんのお役に立つと思いますよ」

「本なんて今すぐ必要ないでしょ。まずは生活しやすくするためにも雑貨屋さんに行くべきよ」

「いいえ、そんなことありません。私たちは誇り高き天翼フエアリア搭乗者！　天翼フエアリア関係の知識を仕入れることこそ何よりも優先すべきです」

「ふ、二人とも落ち着いて……ほら、他にも人がいるし」

「なら暁人はどっちに行きたいの。もちろん雑貨屋さんよね？」

「いいえ、暁人さんならきっと書店に行きたいと仰おつしやるはずです。そうですよね暁人さん？」

「いや、そのオレはどっちでも……」

「「どっち（ですか）！」」

　暁人は二人に迫られ、後ずさる。だが、すぐに背中はガラスへぶつかった。

　地上から数百メートルの展望室。逃げ場はない。

「!?」

　紅葉もみじと一緒に暁あき人とへ迫っていた千ち桜さが、突然背後を振り返る。視線の先には同い年の少年少女、小さな子供を連れた親子、男女の恋人などどこにでもある人ひと混ごみしかない。

「篠しの原はらさん、どうかなさいましたか？」

「……ううん、ごめん。何でもない」

「と、とりあえずお昼にしないか。次行く場所は食事しながら決めようぜ」

「そうですね。そろそろお腹なかも減りましたし」

「……わたしもそれでいいわ」

　千桜の行動に沈静化した空気を逃さず暁人が提案する。この案に女性陣は素直に従った。

　展望室を下りるエレベーターへ向かう途中、千桜はもう一度だけ人混みを睨にらんだ。



　先程とは違い食事場所は、千桜と紅葉の意見が一致した。二人がお勧めのカフェは第一中央区のアーケード街にある『ＣＡＴＳ　ＢＥＬＬ豊とよ葦あし原はら支店』だ。スイーツとパスタの評判が良く店内は女性客やカップルで溢あふれていた。暁人たちは路面から一段高くなっているオープンテラスに案内される。空は快晴。四月の暖かさが心地良い。

　四人掛けの席で暁人と紅葉が並び、正面に千桜が座る。

「ここはなんでも美お味いしいんですが、特にケーキの評判が良くて女の子たちの間でも人気があるんですよ。暁人さんは甘いの平気ですよね？」

　紅葉の部屋で一緒に食べたアイスを思い出し、尋ねるというより確認の声をあげる。

　暁人は素直に返事をした。

「大丈夫。割と好きな方だよ」

「でしたら、こちらの季節のランチセットがお勧めですよ。パスタとケーキ、飲み物が付いてくるんです」

「ならそれで。千桜はどうする？」

「……え！　あ、うん、じゃぁわたしもランチで」

　展望室を出てから、千桜は心ここにあらずといった様子だった。途中何度も二人が声をかけたが、『なんでもない』の一点張り。先程の紅葉の含みある台詞せりふにも無反応だった。お陰で暁人の隣にどちらが座るか揉もめずスムーズに着席できたわけだが。

　店員にランチ三つと告げると、千桜が席を立つ。

「……ちょっとごめんね」

「？　どこ行くんだ」

「暁人さん、デリカシーがないですよ」

　紅葉のたしなめにトイレだと気付き、慌てて口をつぐむ。

　千桜はそんな言葉など耳に入っていない風に店の奥へと姿を消した。
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（やっぱり見られてる。それも複数……）

　昨日まで感じなかった視線。しかも多数、組織だって動いている。何者かが千ち桜さたちを追跡、監視しているのだ。暁あき人とたちは気付いていないようだが、千桜はその歳としにも拘かかわらず何度も修羅場をくぐり抜けてきた。お陰で気配を殺している相手だとしても、僅わずかな動きからその存在を感じとれる。

　暁人の『王おう器き使いをまとめて七本全部の黄よ泉み柱ばしらを破壊する』という発言の後、いくつかの組織が動き出しているのを千桜は昔のツテ経由で把握していた。入島したとは耳にしていなかったが、すでに居てもおかしくない。

（今日の深夜には暁人を連れ去る手はずが整うのに。委員長も余計なまねしてくれるんだから……ッ）

　夕飯後に眠らせて島から連れ出す計画だったが、現状、帰宅するのは危険になってしまった。出かけている間にトラップ設置や襲撃準備を終えている可能性があるからだ。

（夕飯は外で食べて、その後、家に帰り着く前に暁人を眠らせて合流ポイントに運ぶのが一番安全ね。なんとしても今日一日は無事に乗り越えないと）

　千桜は口元に手を当て考え込む。狙そ撃げきや襲撃の心配がなく、人ひと混ごみがそこそこあって、武器の類が持ち込みづらく怪しい人物が近づき難い場所。

（……次に行く場所はあそこしかないわね）

　この提案を他二人が納得するか分からないが、無理矢理にでも聞いてもらうしかない。説得する覚悟を決め、千桜は再び暁人たちがいる席へと戻った。

　千桜が選んだもっとも暗殺されにくい場所。そこは──
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　食事中、次の行き先を千桜が提案すると、紅葉もみじはすんなり賛同した。どうやら紅葉も折衷案として提案するつもりだったようだ。そして暁人が女子二人に連れられて来た場所は、豊とよ葦あし原はら温おん泉せんランドだ。

「なんで温泉？」

「島の開発途中で掘り当てたらしいですよ。現在は水着着用のレジャー温泉として年間を通して人気がある名物スポットのひとつなんです。私もよく温泉に入りたくなったときに来るんですよ」

　多くの温泉が入っているだけあって、白を基調とした建物は大きく本格的だ。

　そういえば女の子の温泉好きって多いよな、と暁あき人とはぼんやり考える。

　千ち桜さがここを選んだ理由は温泉施設なら外部からの覗のぞき対策で窓は小さく磨すりガラスのため狙そ撃げきされにくく、人気スポットのため人もそれなりに居て、怪しい人物がいても水着姿では銃器を隠しておくスペースはない。またここなら夕方まで遊べるほど施設が充実している。これほど条件を満たしている場所は他ほかにはないだろう。

　だが女性陣とは正反対に暁人はあまり乗り気ではなかった。

　千桜はさっさと入場させるため率先してうながす。

「ほら、いつまでも立ってないで入りましょ」

「やっぱり別の所にしないか？　人前で肌を晒さらすのはちょっと……」

「なに生娘みたいなこと言ってるの、ここまで来たんだから諦あきらめて歩く歩く！」

　千桜は暁人の背中を押し半ば無理矢理、豊とよ葦あし原はら温おん泉せんランドに押し込んだ。



　順番にチケット代を払い中へ入る。掲示されていた入場料は国営だけあって格安だった。

　男女分かれ更衣室に。無料水着貸し出しコーナーで係員に声をかけ、ディスプレイ画像からサイズとデザインを選ぶ。無難なトランクス型の水着を選び、着替えた。

（水着になるのも久しぶりだな。──この傷のせいで、肌を晒すなんてほとんどなかったからな）

　暁人の胸にある刀傷。

　左肩から、右脇わき腹ばらにかけて線を引いたような袈け裟さ切りの傷きず痕あとが残っている。

　この刀傷は妹いもうと弟で子しにつけられたものだ。

　暁人の両親は彼が物心つく前に禍マガ津ツ鬼キに殺されたらしい。

　最初は親しん戚せきに預けられたが、小学校入学と同時に神じん代だい家に引き取られた。子供なりに他者の家に居場所を作ろうと、養家が営む神代流道場に入門し一心不乱に努力した。

　才能があったのか努力の結果か、他の弟子たちにも遅れを取らない実力をつけ、可愛かわいがられるようになった。とくに鏡かがみ月げつ歌かに目をかけられた。それゆえ、暁人は月歌の意思を継ぐため、彼女の葬儀の後、剣術修行にさらにのめり込んだ。

　しかしその年の夏、妹弟子に挑まれた真剣を使った野良試合で大敗した。

　暁人のひとつ年下で、彼より後から道場に入った女の子にだ。

　傷も深かったが、暁人にとっては精神的にも辛つらい事件だった。

　その事件を切っ掛けに、妹弟子は普段のおこないの悪さもあり破門。二度と道場の敷居を跨またぐことはなかった。以来、暁人は彼女と会っていない。

　病院での治療のかいあり、術後の経過も順調だったが傷痕は消せなかった。

　裸になるとどうしても目立ってしまう。そのため人前で肌を晒したくなかったが……。

「おぉー、想像以上に広いな」

　気を取り直して更衣室を出ると、数々の温泉施設が広がっていた。

　客はそれなりに入っているが、混雑している程ではない。

　案内看板前で場内を確認する。通常の温泉から水みず風ぶ呂ろ、サウナ、滝湯、イオン温泉、変わったのでは温水スライダーやワイン風呂、日本酒風呂などなど多種多様にある。

「これだけあると一日じゃ回りきれないな」

　念のため医務室やスタッフ事務所の位置を確認していると、

「休日なのにお客さん少ないわね」

「まだ新学期が始まったばかりですから。皆さん、忙しいんでしょうね。あまり人ひと混ごみは好きではないのでありがたいです」

　暁あき人とに少し遅れて、水着に着替えた千ち桜さと紅葉もみじが姿をあらわす。

　千桜はピンクのビキニを着ていた。最初は露出の少ないワンピースを探していたが、体形に合うサイズがなく渋々ビキニを選択した、と恥ずかしそうに説明してくる。千桜は背は低いが、胸はアンバランスなほど大きい。水着になるとそれがよりハッキリ分かる。手足もウエストも細いため、胸がより強調されるのだ。

　紅葉は白のビキニ。紅葉の胸も千桜ほどではないが同年代にしては十分大きく、形もいい。歩くたびに揺れ、男性陣の視線が一斉に集まるが本人は気付いていない。

　二人とも暁人の姿を確認し、刀傷に気付く。















　変な誤解を生む前に切り出した。

「この傷は昔、剣術の練習中、不注意が原因で切られちゃって。事前に説明できればよかったんだけど、タイミングがなくて切り出せなかったんだ。ごめん、驚かせて」

「い、いえ、そういうことでしたら。ね、篠しの原はらさん」

「そ、そうよ。暁あき人とは気にしすぎよ。別に稽けい古こ中の傷なんてよくあることだし」

「ありがとう。……それはそうと、二人とも、水着とっても似合っているぞ」

　遅ればせながらの感想に、女性陣は二人とも恥ずかしそうに視線をそらす。

「ありがとうございます、暁人さん。でも、なんだか恥ずかしいですね、褒められるって」

「委員長はどこに恥ずかしがる要素があるのよ、もう。……はぁ、わたしももう少し背丈があったらな」

　紅葉もみじは赤くなり、千ち桜さは溜ため息いきをつく。

　後ろから案内看板を覗のぞきこむカップル。前に固まっていた暁人たちは自然と歩き出した。ここによく来ると言っていた、紅葉が先導する。

「暁人さんは初めてですし、まずは私お勧めの温泉から入りませんか？　いつもここに来たら真っ先に入るんですが、お肌がすべすべになるんですよ」

「お肌すべすべ……是非そこで」

　暁人以上に千桜の食いつきが半端ない。

（女性って肌とダイエットになると見境なくなるよな）

　仕方ないなと肩をすくめながら、暁人は黙って二人の後に付いて行った。



　紅葉お勧めの温泉は、『白の湯』だ。源泉を装置に通して人工的に硫黄成分を足した人工温泉だ。二十人くらい入れそうなほど広いが、暁人たちしか入っておらず遠慮なく手足を伸ばせる。

「この白色のお湯が肌にいいんです。湯加減も丁度良いですし、気持ちよくて眠くなっちゃいます」

　紅葉は気持ちよさそうに手を組み背を伸ばす。同時に胸も揺れ、白濁の湯を弾はじき水面を揺らす。千桜も気持ちよさそうに目を閉じていた。唯一、暁人は居心地が悪そうに湯へ浸つかっている。原因は彼女たちのある体の一部だ。

（話には聞いてたが、胸って本当に浮くんだな）

　ついつい視線が女性陣の胸元へと吸い寄せられる。

　千桜の胸は体たい躯くに似合わずメロンのように大きく、湯船に身を沈めると分かりやすいほど湯に浮かぶ。首元から流れた汗が谷間へと落ち、白濁の湯と混ざり合う姿は年に似合わないほど艶つやのある空気を醸し出している。

　紅葉の場合は湯に負けないほど白い肌に、彼女自身が手で湯を自分にかける。白濁した湯が谷間に流れ、白い肌が防水処理をしたようにはじく。まるで温泉番組を観みているような錯覚をおこす。そのせいでついつい無遠慮に目が胸へと吸い寄せられそうになる。自身の欲に負けないため、必死に顔をそむけ目を閉じた。だが逆にそれが災いして、二人が心配そうに声をかけてくる。

「どうしたの？　そんな辛つらそうな顔して」

「もしかして熱すぎましたか？」

「いや、大丈夫、ちょうどいい温度だから心配しないでくれ。いやほんと問題ないから、あはははは……」

　暁あき人とは誤魔化すように話題を変える。

「で、でも温泉に入るのも久しぶりだな。雪山でサルたちと一緒に入って以来だよ」

「暁人さんは、お猿さんと一緒に入ったことがあるんですか？」

「神じん代だい流りゆう道場恒例の雪山籠ごもりでね。刀一本持たされて一週間雪山で過ごせって放り込まれるんだ。そのとき山奥で天然の露ろ天てん風ぶ呂ろを見付けて猿や鹿しかたちと一緒に入ったんだけど、タオルなんて持ってないから、逆に酷ひどい目にあったよ」

「貴重な体験ですが、あまり経験はしたくないですね」

「でも、よくテレビとかでお猿さんがお風呂に入ってるけど、あがった後湯冷めとかしないのかしら？」

　千ち桜さの疑問に紅葉もみじが答える。

「結論から言うと湯冷めはしません。寒冷地に生息するニホンザルは寒冷地適応と言って、寒くなると皮膚の血管が収縮して体温を逃がさない仕組みが発達しているんです。だから猛吹雪の中で毛が氷こおっても凍死したりしないんですよ」

「紅葉は物知りだな」

「この前、テレビでやっていたのをたまたま覚えていただけですよ。……それより暁人さん、凝ってる場所はありませんか？　ここの温泉は肌にいいだけじゃなくて、浸つかりながらマッサージすると血行が良くなる効用もあるんですよ」

　紅葉がさらに温泉の蘊うん蓄ちくを披露する。暁人は肩に手を置いて、自分の肩を揉もみほぐしてみる。

「こうか？　たしかにお湯の温度も丁度良くて、気持ちいいかも」

「あ、肩もいいですけど、手もいいんですよ。私がやってあげますね」

　そう言いながら、紅葉が暁人と手のひらを重ねる。紅葉の桜色に染まる肌から湯気がたち、玉のような汗が艶つややかな肌を流れ落ちる。

「手にも色々ツボがあって、親指の付け根は胃痛に効いたりするんですよ。痛かったら言ってくださいね。そこが体の悪いところに繋つながるツボなので、しっかり揉みほぐしてあげますから」

　そう言いながら紅葉もみじは優しく手のひらを揉もんでいく。細く綺き麗れいな指と包んでくる柔らかな手のひらが、紅葉の体温と肌の感触を伝えてくる。

「い、委員長！　何してるのよどさくさに紛れて！」

「ただのマッサージですが何か？　暁あき人とさんはお疲れでしょうから癒いやしてさしあげてるんです。温泉ならごく普通のことだと思いますけど」

「ふ、普通って言うけど、そんなに近づかなくてもいいんじゃないの!?　あっ、言ったそばから寄りかからない、なに胸あててるのよ！」

　紅葉は手をマッサージしながら、体を少しだけ預ける。柔らかな膨らみが当たり、暁人は思わず目を逸そらしてしまう。

「これはちょっと湯あたりしたというか。あ、篠しの原はらさんは気にしなくても大丈夫ですから、いざとなったら暁人さんに助けて頂くので」

「そ、そんな事言うんだったらわたしだってマッサージくらい出来るんだから！　暁人、ほら左手貸して！」

　そう言って千ち桜さは左側にぴったり張り付き、その大きな胸を触れさせながら暁人の左手のひらを全力で指で押してくる。

「こ、こら痛いって千桜！　駄目だってそんなにくっついたら……！」

「きゃっ、あ、暁人、どこ触ってるのよ！　だ、ダメだってばっ」

「し、篠原さん！　ダメとか言いながらなんで抱きついてるんですか！　そ、そんなに大きな胸を押しつけて！」

「ち、違うのほんとに足が滑ったんだってば」

「本当だろうと本当じゃなかろうとどうでもいいです！　ほら離れてください、暁人さんが困ってるじゃないですか……！」

　左右からビキニ姿の二人にもみくちゃにされ、暁人は思わず耳まで真っ赤になる。

　これだったらまだ冬山で猿に囲まれていた方が楽だったかも、と暁人は思わずにはいられなかった。



「そろそろ別の温泉に行ってみませんか。気になる湯とかあります？」

　どちらのマッサージが効果があったか議論にはなったが、何とか場は落ち着き、紅葉が暁人に話しかけてくる。

「うーん、そうだなぁ。……滝湯とか行ってみたいかな。ちょっと気になってて」

「滝湯ですか、いいですね。それじゃ早速行きましょうか、ご案内しますよ」

　紅葉は暁人の手を取ると、引っ張り立たせる。紅葉の胸から白濁の湯が大量に流れ落ちた。千桜は慌てて二人の後に続く。

「ちょ、ちょっと待って！　わたしも一緒に行く」

「篠しの原はらさんもですか……。できれば暁あき人とさんにお話があるので、二人っきりにして欲しいのですが」

「暁人と委員長の二人で、一体なんの話をするつもり」

「それを口にしたら二人っきりで話す意味がありませんよ。では少々失礼しますね」

「ちょっと待って！　まだ話は終わってないでしょ！」

　暁人ほどの実力なら自分自身で身を守れるだろうが、万が一も考えて千ち桜さは目を離したくなかった。だがそれは建前で、単純に二人っきりにさせたくないだけかもしれない。

　紅葉もみじは軽く溜ため息いきをつき、

「分かりました。では勝負をしましょう」

「勝負？」

「どちらが長くサウナに入っていられるか勝負です。もし私が勝ったら温泉ランドに居る間は暁人さんと二人っきりにさせてください」

「そんな勝負でいいの？」

「千桜、もしかしてサウナに入ったことないのか？」

　ニュアンスから暁人が予想を立てる。千桜は頷うなずいた。

「昔、豊とよ葦あし原はら温おん泉せんランドに遊びに来たとき、友達が入りたがったけど工事中で入れなかったのよ。でも、知識としては知ってるわよ。早い話が蒸し風ぶ呂ろでしょ？　そんなところに長く入っているだけなんて勝負になるの？」

「では、了承ということで」

　紅葉は敏腕のネゴシエーターみたいに隙すきをつき畳みかける。

「まだやるとは一言も……ッ」

「では不戦敗ですね。私としては無駄な労力なく、暁人さんと二人っきりになれるのでありがたいですが」

「だ、誰だれがやらないって言ったのよ！　やればいいんでしょ、やれば！」

「暁人さん、私の勝利をお待ちしていてくださいね」

「誰の勝利よ、勝つのはわたしよ！　ほら、暁人も一緒に行くわよ」

「別に暁人さんを一緒に連れて行く必要はありませんよ」

「え？」

「まさか勝負が付くまで外で待たせているわけにもいきませんし、当然じゃないですか」

「いや、でもわたしは暁人の側そばを離れるわけには……」

「離れるのはほんの少しですよ。けど勝負に勝つのは私ですから、篠原さんはこの後ずっと暁人さんに会えませんが。では行きましょう」

「は、離して委員長！　これじゃ勝負を受けた意味が……ッ！」

　千桜は紅葉に腕を掴つかまれ、ずるずるとサウナへ連行される。結果、その場に暁人一人だけが残された。

「……オレはいったいどうすれば」

　千ち桜さたちのサウナ対決を外で待っててもいいが湯冷めしても面白くない。とりあえず再び白濁湯に身を沈める。肌からお湯が染みこむようにじんわりと包みこんでくれる。

「うーん、紅葉もみじじゃないけど本当にこのまま寝ちゃいそうだな」

　しかし、このままひとつの温泉に入っているのも芸がない。

「折角だし、気になっていた滝湯でも行ってみるか」

　場所は千桜と紅葉が来る前に、案内板で確認していたため迷うことはない。暁あき人とは白濁の湯から上がる。

　一人、滝湯を目指し歩いていると声をかけられた。

「こんにちは、神じん代だいさん。奇遇ですね、こんなところで会うなんてぇ」

　振り返ると一人の背の低い少女が立っていた。長い黒髪を背中で遊ばせ、胸もないのにビキニを着ている。その笑顔や声音はつい最近よく見て、聞いている気がするが……。

「──っ、美み咲さき先生！　どうもです！」

　ポニーテールで、袴はかま姿ではなかったためすぐに分からなかったが、暁人の担任である藤ふじ山やま美咲だ。暁人は誤魔化せるレベルで、相手に気付けたことに胸中で安あん堵どする。美咲はそんな心情など知るはずもなく、無邪気に話しかけてきた。

「神代さんは一人で温泉に来るほど好きなんですね。それとも若い男の子の間で流は行やっているのですかぁ？」

「いえ、友達に連れて来られたんです。でも、オレを置いてサウナに行ったんで、折角だし気になってた滝湯にでも行こうかと」

「滝湯いいですね。先生も滝湯へ行く途中だったんですよ。最近肩がこっちゃって。あぁー今、年寄り臭いとか思いましたねぇ？」

「いえ、まったく！　これっぽっちも思ってません！」

　むしろ、子供が大人のマネをしているようにしか見えなかったとは言えない。

「折角なので一緒に行きませんか。神代さんとはお話したいこともありましたのでぇ」

　美咲は微笑ほほえみを絶やさず滝湯へ歩き出す。暁人も黙って後に続いた。

　藤山美咲は暁人が王おう器き使いだと分かっても態度を変えない貴重な人間だ。学園ではあくまで一人の生徒として接してくれている。

「それで話というのは、神代さんのこの前の発言についてなのですがぁ」

　背の低い美咲は暁人の少し前を歩きながら、話を始める。

「先生は『王器使いをまとめて、七本の黄よ泉み柱ばしら全すべてを破壊する』発言を否定も肯定もしません。ですがひとつだけ気になることがあるんです。『神代さんは黄泉柱を全て破壊した後、何をしたいのか』ですぅ」

「何をしたいのかって……そんなの決まってるじゃないですか。平和な世の中を作りたい、それが天翼フエアリア乗りの持つ志じゃないですか」

　美み咲さきは振り返って安心させるような笑顔を暁あき人とに向け、隣に並んで話を続ける。

「そうですね、平和な世の中、みんなが戦いに巻き込まれない世の中……ぜひ、そうなって欲しいです。でも、神じん代だいさんの中では『鏡かがみ月げつ歌かさんを殺した禍マガ津ツ鬼キを一匹残らず滅ぼしたい』、そういった思いの方が強いのではないでしょうか？　敵を全すべて討ち果たすことができれば、自分など死んでも構わない。先生には神代さんが、そう思っているように思えるのですよぉ」

　美咲は足を止め、振り返り、優しい表情で暁人に向き合う。

「鏡月歌さんがお亡くなりになったのはたしかに悲しいことですが、自暴自棄になってはダメだと思いますよ？　禍津鬼を倒すのはいいですが、その後どうしたいか考えなくては。神代さんは生きてるんですから、最後まで生き残って、平和な世でその若さを謳おう歌かしないとぉ」

　鏡月歌を助けられなかった自分を責め、だから贖しよく罪ざいとして無謀な夢に縋すがっているのではないか、と美咲は暗に問う。そしてそのためならば、自らの死すら厭いとわないと。

　暁人はその問いをすぐに否定できなかった。

「……たしかにそういう面もあるかもしれません。でも、どうしてもやらなくちゃいけないんです。そのために、オレはこの島に来たんですから」

　美咲の瞳ひとみはまるで暁人の心情を全て見透かすように清すんでいた。不意に表情が弛ゆるむ。

「ですが、頑固さは若人の特権、青臭い権利だと先生は考えています。ですから自分が納得できるまでこだわるのもいいと思いますよ。でも、辛つらい悲しい感情を一人で溜ため込んだりせず、先生やお友達に話してくださいねぇ」

「……ありがとうございます」

　別に美咲の話が正せい鵠こくを射ていると認めたわけではない。だが、自分の言葉をきちんと受け止めてくれる人がいるというのは、不思議と嬉うれしいものだな、と暁人は思う。

　二人がその後学校のことなどたわいもない会話をしていると、滝湯に辿たどり着く。

　滝湯は約三メートルほどの場所から源泉が流れ落ちてくる湯だ。五人が同時に浴びられるが、誰だれも利用者はいない。暁人は落ちてくる源泉に手のひらを伸ばす。

「なんか想像したのと違う……」

「もしかしてもっと滝っぽいのをイメージしてましたかぁ？」

「はい。もっと幅があって、勢いがあるもんだと」

「なるほどなるほど。たしか神代さんのお家は道場でしたね。やっぱり修行で滝に打たれたりするんですかぁ」

「寒行ですね。しますよ。冷水を浴びても明鏡止水、瞑めい想そうを途切れさせない心を手に入れる精神訓練です」

「ほんとにやるんですね。そういう訓練。どうやるのですかぁ？」

　美み咲さきは好奇心に駆られ嬉き々きとして尋ねてくる。暁あき人とは無下にせず丁寧に答えた。

「源泉の真下に立つと首や頭を痛めるので半歩前へ出てください」

「この辺ですねぇ」

「それぐらいですね。後は水の温度や衝撃を認識できなくなるまで集中するんです」

「先生、本物の修行者っぽいですかぁ？」

「さまになってますよ」

　美咲は目を閉じ、胸の前で手を合わせ修行ごっこを楽しむ。暁人もはしゃぐ姿に、心を弛ゆるめた。だが、不慮の事故とは穏やかな日常のなかでこそ起きるものだ。

　落下する源泉の勢いで、ビキニの上うわ紐ひもが弛んだのか脱げてしまう。ほとんど平らに近い微かすかな膨らみを露出する。美咲は集中しているせいで水着が脱げたことにまったく気付いていない。

「なッ!?」

　暁人は突然の事態に驚きよう愕がくするが、それ以上に素早く体が動いた。

　休日にも拘かかわらず客が少ないとはいえ、０ではない。暁人は混乱した頭で他ほかの男性客の目に入るより早く、胸を隠すために美咲を抱き寄せてしまう。

「え、えぇえぇッ！　ちょ、ちょっと神じん代だいさんどうしたのですか突然!?」

「先生、落ちついて聞いてください」

「お、落ちついてなんて、そんな無理ですよ。だって、男の人に抱き締められるなんて、ぱ、パパ以外、初めてなんですからっ。たしかに神代さんの年不相応なアンニュイな横顔に母性本能がキュンキュンきちゃってましたが、先生と神代さんは教師と生徒！　でもでも、神代さんは王おう器き使いで、本気で迫られたら先生逆らえませんよぉ」

　そう言いながら美咲は暁人の胸に顔を埋うずめ、体を預けてくる。

　温かな体温と柔らかな膨らみの感触に、思わず声を上ずらせてしまう。

「な、何の話ですか！　とにかく落ち着いて自分の胸を見てください！」

「胸をって。そりゃ……先生の胸は他の人に比べるとちょっとだけ小さいですが感度には自信があるんですよ……って、どうして水着脱げてるのですか!?　神代さん、いくらなんでも手が早すぎますぅ！」

「誤解です！　源泉の勢いで脱げたんですよ。ほら、水着はあそこにあります」

　頭だけ振り返り、排水溝に流れた水着を指す。美咲は事態を把握すると、暁人に負けないほど顔を真っ赤にする。

「ど、どうしてすぐに言ってくれないのですかぁ！」

「指摘する間に他の男性客に見られると思って。謝罪は後でさせてください」

「……謝る必要はありません。最善の対処です。知らない異性に見られなくて済んだわけですから。胸は手で隠しますので、水着を取って来てもらえませんかぁ」

「分かりました。体を離していいですか？」

「ちょっと待ってくださいね。……はい、大丈夫ですぅ」

　美み咲さきは隙すき間まを作り手を滑り込ませると、胸を隠してから体を離す。暁あき人とはすぐに水着を手に取り、背を向け差し出す。美咲も水着を受け取ると、背を向け着直した。

「神じん代だいさん……さっき先生が口走った……いえ、なんでもないです。ちょっとのぼせたので先に失礼しますね。では、また来週、学園でぇ」

　暁人の返事を聞く前に、美咲は足早に出口へ向かう。暁人は再び一人、初めて訪れた温泉ランドに取り残されてしまった。
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　滝湯も浴び終え、暁人はどうすべきかと迷いながら歩いていると。背後から声をかけられる。サウナ勝負をしていた五いつつ橋ばし紅葉もみじだ。

「こちらにいらしたんですか」

「千ち桜さとの勝負はついたのか？」

「はい。もちろん私の圧勝でした。サウナは実家でよく入っていましたので」

「実家にサウナがあるなんて……けど、それじゃ初めから千桜の勝算は低かったわけだ」

「孫子曰いわく『勝兵はまず勝ちて而しかる後に戦いを求め、敗兵はまず戦いて而る後に勝を求む』です」

　必勝の軍はまず作戦を立て、必要な兵力などを計算し勝利を確信してから敵と戦うのに対して、必敗の軍は戦ってから勝利を探す。つまり千桜の敗北は、サウナ勝負を受けた時点で決まっていたのだ。

「ところで二人っきりで話したいことってなに？」

「今日のお夕飯についてです」

「夕飯？」

　紅葉は頷うなずく。

「先日は時間がなくて簡単なものになってしまったので、今日は腕によりをかけた料理を食べて欲しくて前日から色々準備してたんです。ですから、今夜よろしければまた家に来ていただけませんか？」

「簡単だなんて。この前食べたカレーやサラダは、お世辞抜きで美う味まかったよ。わざわざ気を遣って準備してくれなくてもよかったのに」

「私の料理を一緒に食べるのはお嫌ですか？」

「嫌なわけないだろ。毎日、食べたいぐらいだよ。だから、あんまりイジメないでくれ」

「ま、まま、毎日ですか……ッ」

　いつも冷静沈着な紅葉もみじが赤面し、小動物のように慌て出す。落ち着きを取り戻すため、深呼吸を何度も繰り返した。

「それでどうでしょうか？　今晩、家うちでお夕飯は」

「気持ちは嬉うれしいんだけど、千ち桜さがなんて言うか……」

　反対するのは火を見るよりも明らかだ。

（どうも千桜と紅葉はソリが合わないらしい）

　暁あき人とにとってどちらも大切な友人だけに仲良くして欲しいが、こればかりは当人同士の問題だ。紅葉も答えを予想していたらしく、

「ですね。篠しの原はらさんは絶対に反対するでしょう。ですから折角準備した材料がもったいないので、彼女も一緒にご招待しますね」

「いいのか？」

「材料も多めに買ってあるので一人ぐらい増えても許容範囲です。ですが、」

　紅葉は言いにくそうに、間を取る。

「今度、時間があるときで構いませんのでときどき家に晩ご飯を食べに来ていただけますか？」

「もちろん！　あんな美う味まいご飯が食べられるなら、いつでも！　外が嵐あらしでも行くよ！」

「ありがとうございます。では、今日は温泉ランドを楽しみましょう。たしか滝湯に行きたかったんですよね？」

「ごめん。さっきもう行って来たんだ。イメージと違ってちょっとがっかりしたよ」

「そうだったんですか。ではもしよろしければ暁人さんと一緒に行ってみたい湯があるのですがお付き合いしていただけませんか？」

「もちろん。どの湯に行きたいんだ？」

「私が行きたい湯は……」



　暁人が連れてこられた湯は、高さはマンションの三～四階ほど、長さは約三十メートルはある温水スライダーの天てつ辺ぺんだった。滑走路はスプリングみたいにぐるぐると円を描き、深く掘られた湯船に伸びている。暁人は覗のぞきこみながら感想を告げる。

「なんだかこれだけ他ほかの湯とは違って浮いてるな」

　ワイン風ぶ呂ろ、牛乳風呂、日本酒風呂などもどうかと思うが、このスライダーはその中でも異色だ。

「この温水スライダーは豊とよ葦あし原はら温おん泉せんランドの名物なんですよ。前に来たときは行列ができてて滑れなかったので楽しみです」

「ならオレたち運がいいんだな。それじゃ先に滑っていいよ」

「もう暁あき人とさんは酷ひどい人です。ここまで来て一人でなんて！」

　紅葉もみじが詰め寄って来たせいで、昇ってきた階段から落ちそうになる。

　慌てて手すりに掴つかまりバランスを取る暁人に紅葉が力説する。

「ドラマや映画でウォータースライダー……これは温水スライダーですが友達と滑るシーンがあって、私もいつかやってみたいとずっと夢見てたんです。……だからその、一緒に滑ってくださいませんか？」

「一緒に!?　高校生にもなってそんな……」

　しかも紅葉はビキニで、胸も大きく、腰もびっくりするぐらい細いプロポーションのいい美少女だ。紅葉と一緒に滑れるのは男として嬉うれしいが、年とし頃ごろのせいか恥ずかしさが先に立つ。

「駄目ですか？」

　潤んだ瞳ひとみの上目遣い。これを断れる男子がいたとしたら、後生に語られるほどの偉人になるだろう。暁人は赤くなりながら、

「わ、分かった滑るよ。けど一回だけだぞ」

「ありがとうございます！」

　礼を告げるとすぐに紅葉はスライダーの入り口に腰掛ける。

　暁人は背後から腕を腰に回し、体に引き寄せた。

　紅葉の表情が天に召されそうなほど恍こう惚こつとする。

（今、私、暁人さんに抱き締められています！　愛いとしい暁人さんに！　はぅ、こんな幸せがあっていいのでしょうか……って、駄目ですよ五いつつ橋ばし紅葉！　これはチャンスなんですから。しっかり暁人さんに私をアピールしないと！）

　紅葉はあたかも偶然のように、居ずまいを正すふりをして、暁人の手を自身の側そばに持ってきて握ろうとする。互いの体が動いて、柔らかな胸の先端に暁人の手が触れる。

「ご、ごめん！　決してわざとじゃ！」

「わ、分かってますからそんな謝らないでください。それよりもっとギュッと抱き締めてください。中途半端に離れて滑ったら逆に危ないですから」

「わ、分かった」

　腕に力を込め密着する。

　紅葉は真っ赤な顔で体重を預けてくる。連動したように暁人の顔も熱くなる。

（女の子ってどうしてこんなに柔らかいんだろ）

　紅葉の肌に触れるだけで、胸がドキドキする。肌を重ねるのがとても気持ちいい。

　もしここがベッドの上なら、幸せな気持ちで眠りに落ちそうなくらいだ。

「ふ、二人ともそこで何してるの!?」

　そんな穏やかな心地は、少女の怒声で破壊される。振り返ると、階段をあがってきたばかりの千ち桜さが立っていた。息を切らし、全身はフルマラソンを走り終えたばかりみたいに上気していた。千桜は抱き締められている紅葉もみじを睨にらみ付ける。

「サウナ勝負は引き分けのはずでしょ！　なんで暁あき人とと委員長がこんな場所で抱き合ってるのよ！」

「引き分けではありません。あれは私の勝ちです。実際、篠しの原はらさんより長くサウナ室に居たんですから」

「勝負途中でおばさんに『公共の施設で無茶な遊びはしない！』って一緒に追い出されたんじゃない！」

「ですが追い出された順番は私の方が後ですから」

「そんなのズルイ！　だいたい暑いのは想像してたけど、何あの息苦しさ!?　よくみんな好きこのんで入るわね」

　つまり、千桜と紅葉のサウナ勝負は横やりが入り無効試合。サウナ慣れしていた紅葉の方が回復が早く、暁人を連れ回していたらしい。

「とにかく勝負は無効。約束はなしよ。ほら、早く離れて！」

「約束というなら、先に邪魔してきたのは篠原さんじゃないですか。こうなったら追いつかれる前に滑りましょう！」

「うわ!?　紅葉、いきなり引っ張ったら危ないって！」

「待ちなさい！」

　紅葉が強行し、千桜が駆け出し阻止しようとする。

　とっさに踏ん張るが、足がある場所は滑るための滑走路。

　紅葉の力に中途半端に抗あらがったせいで、千桜が追いつき暁人の背中に抱きついた。だが、その衝撃に耐えきれず、三人はもつれあい温水スライダーを滑り落ちる。

「「きゃぁぁあぁぁあっ───！」」

　滑走速度は二十～三十ｋｍ／ｈ。

　千桜と紅葉に挟まれた暁人は二人の悲鳴を耳にするが、鼓膜をふさぐ余裕もなかった。なぜなら押されたせいで腰から手を離してしまい、反射的に掴つかんだ場所は紅葉の胸だった。しかも背中には千桜がしがみつき、薄い生地越しに豊満な胸が押し付けられる。

（前と後ろから同時に胸が……や、柔らかすぎる！）

　体が右へ左へ動くたび二人の胸の感触が神経に伝わってくる。

　千桜の胸は紅葉より大きく張りもあり、まるで弾力のあるゴム風船のようだ。左右へ滑り押し付けられるたび、負けじと押し返してくるほどだ。

　紅葉の胸は千桜より柔らかく、まるでいくら押さえつけても崩れないプリンみたいだった。『むにゅん、むにゅん』と効果音が聞こえてきそうな程、柔らかな感触を手のひらに伝えてくる。これで形も、張りも一級品なのだから反則だ。

　どちらの胸も甲乙付けがたいほど魅力的だった。

（もし直じかに触ったらオレの理性はどうなってしまうんだ!?）

「「きゃぁッ！」」

　そんなことを考えていると出口に到達する。

　出口と湯船との間に落差があり、一瞬三人は空中を泳ぐ。

　すぐに湯船に落ち、天井に届きそうなほど高い水しぶきをあげた。

「けほ、こほ、篠しの原はらさん！　後ろから押すなんて危ないじゃないですか！」

「鼻にお湯が……っ、い、委員長が抜け駆けするのが悪いんでしょ！」

「私はただ暁あき人とさんと二人で滑りたかっただけです。それの何がいけないんですか！」

「それが抜け駆けだって言ってるの！」

「……篠原さんだって、できれば二人っきりがいいくせに」

「そ、そそそんなわけないでしょ！　わたしはただ……ッ」

「意地っ張り！　素直じゃないんですから」

「抜け駆けする委員長よりマシよ！」

　水面に顔を出すとすぐに二人は責任問題を論ずる。

　怪け我ががなかったのはいいが、二人は口くち喧げん嘩かに夢中になり自身の状態を把握していない。暁人が慌てて指摘する。

「二人ともそれより、水着！　水着の上が取れてるぞ！」

「「……きゃぁぁっぁぁあぁ！」」

「ちょッ!?」

　スライダーを滑ったときより甲高い悲鳴が鼓膜を突き刺す。周りに人は居ないがいつ現れるか分からない。紅葉もみじは慌てて背後から暁人に抱きついて胸を隠し、さらに千ち桜さは──

「うにゅぅ」

　いつもの声音をあげ気絶する。足がつかないほど深く掘られた湯船に千桜が沈みかけ、暁人は慌てて抱き締めた。体は前後を胸に挟まれる。

　前門の千桜、後門の紅葉。

「うにゅぅー……」

「暁人さん、こっちを振り返っては駄目です！」

「分かった！　分かったから動かないでくれ！　溺おぼれるって！」

　千桜を抱きかかえ、紅葉に背後から抱き締められ上う手まく身動きが取れない。さらに動くたびに脱げた水着がそれぞれ反対方向へ流されていく。二人の間に挟まれた暁人は『ぷにぃ、ぷにぃ』と胸を押し付けられ、どちらにも動けないジレンマに陥ってしまう。

「だ、誰だれか助けてくれぇぇえぇぇッ！」

　気付けば場内全部に響くほどの大声をあげてしまった。



　結局、水着は通りかかった女性客に取ってもらった。千ち桜さも目を覚まし、その場に残るのが恥ずかしく三人とも温泉を出て、更衣室へ移動した。

　備え付けのタオルで体を拭ふき、レンタルの浴衣は借りず私服に着替える。出口で待ち合わせして、休憩所の大広間へ向かった。大広間は畳敷きで広さは体育館の半分ほど。劇ができそうなステージがあり、長机の前には紫の座布団が敷かれていた。湯船からあがった客たちが思い思いに休憩している。

　暁あき人とたちは売店で瓶牛乳を買いその一角を占領する。

「うにゅぅ～」

　温水スライダーで気絶し、サウナのダメージもまだ引き摺ずっていた千桜は、座布団を枕まくら代わりに横になる。暁人はスタッフから借りた団扇うちわをあおぎながら尋ねた。

「気分はどうだ？　気持ち悪くないか？」

「ありがとう暁人、大分よくなったから心配しないで」

「まったく人騒がせな。慣れないサウナから出てすぐに騒いだせいですよ」

　紅葉もみじは買ってきた牛乳瓶を氷ひよう嚢のう代わりに千桜のおでこに乗せ支える。

「サウナも温水スライダーも、委員長が余計な悪知恵を働かせたせいでしょ」

「自身の虚弱を他者のせいにしないでください。訴えますよ」

「まぁまぁ二人とも。それより千桜、今晩の夕食の件なんだけど、よかったら紅葉の家で食べないか？　待ち合わせ場所に来る前から、あらかた準備してたらしいんだ」

「……いいのお邪魔して？」

「本来は暁人さんと二人で食べる予定でしたが、どうせ誰だれかさんに反対されるのは分かり切っているので諦あきらめました。むしろ篠しの原はらさんに私の腕を見せつけてあげます」

「こっちが下手に出れば……。面白いじゃない。だったら、わたしも作るから暁人にどっちが美お味いしいか決めてもらいましょ」

「勝負、第二弾ですね。受けて立ちます」

　二人の料理が美う味まいのは暁人自身がすでに食べて知っている。だが二人は引き分けなんて玉虫色の答えは許してくれないだろう。絶対に順位を決めるよう迫ってくる。想像しただけで胃がきりきりと悲鳴をあげた。

「すみません。……篠原千桜さんですよね？」

「はい。そうですが」

　暁人が胃を押さえていると、一人の女性が声をかけてくる。豊とよ葦あし原はら温おん泉せんランドロゴの入ったキャップと羽織に袖そでを通したスタッフだ。女性にしては羽織から伸びる腕は引き締まっている。まるで無駄な脂肪など一グラムも存在しない鍛えられたアスリートのようだった。スタッフは笑顔で、

「篠しの原はらさん宛あてにお電話が入っているのですが、事務所までお越しいただいてもよろしいでしょうか？」

「電話？　誰だれからだろう」

　千ち桜さは暁あき人との側そばを離れるのに抵抗を感じたが、無視するわけにもいかず体を起こす。

「ちょっと行ってくるわね」

「…………」

「気をつけて」

「それでは事務所までご案内しますね。こちらです」

　千桜の言葉に暁人は無言を貫き、紅葉もみじは返事する。千桜は特別気にせず、スタッフの後に付き事務所へと向かった。
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　千桜は電話の相手を考えながらスタッフの後へ続く。暁人を連れ出すことに協力してくれている人物からは、携帯にかかってくる手て筈はずだ。なら学校のクラスメイト、知り合いからかもしれない。

（あれ、でもどうしてわたしが豊葦原温泉ランドここに来てるって知ってるんだろ？）

　当然の疑問に気付くと、窓もない薄暗い廊下へ連れて来られていた。何の設備か知らないが不気味な機械音が反響する。千桜は訝いぶかしげに尋ねる。

「……事務所ってこんなところにあるんですか？　音からするとポンプやボイラー室だと思うんですけど」

「すみませんお客さま。わたくし新人で道を間違えてしまったみたいで」

「……だったら戻りましょうか」

「大変申し訳ありません」

「いえいえ、気にしないでください。誰にでも間違いはあるもので──ぁッ」

　来た道を戻るべく、前を歩いていたスタッフに背を向けると同時に、相手が千桜の腕を掴つかみ捻ひねりあげ壁に叩たたき付ける。とっさに掴まれていない腕で顔をガード。相手の表情は、先程までの穏和なものから一転、金属でできているのかと錯覚するほど無機質だった。

「ッゥ！　……やっぱり、敵だったのね。どこの組織か、正体を明かしてもらうわよ！」

「正体だと、何を言っている。仇かたきは取らせてもらうぞ！」

（仇？　意味は分からないけど、恐らく彼女は暁人を狙ねらう組織の一人！　彼を直接狙わず、まずは周囲の人物から始末するつもりね！　なら他ほかに仲間がいるはず）

　千桜の予想通り、仲間らしき二メートル以上の長身、彫りの深い顔立ちに筋肉の塊のような黒人男性がＴ字路から姿をあらわす。手には牛の首も切断できそうな軍用ナイフが握られていた。だが、男はそれ以上歩かず床へ倒れてしまう。よく見れば白目を剥むいていた。さらに一人、意外な人物が姿をあらわす。

「暁あき人と！」

「ど、どうして彼がここに……!?」

　千ち桜さの腕を押さえる女性も声を漏らす。

　暁人は落ち着き払った声音で彼女らのミスを指摘する。

「違和感を持ったのは千桜に声をかけたときだ。なんで初対面の相手の容姿を把握してるんだ？　それに普通、電話が掛かってきたら会場アナウンスで事務所に来るよううながすもんだろ」

　暁人の指摘は、彼女らが妥協した部分だ。彼女らはあくまで外部の人間。まさか事務所を武力で占拠し、放送をかけるわけにはいかない。また放送で千桜を呼び出した場合、都合良く一人で来る可能性も低かったため、このような方法を選択した。

「それから事務所へ行くはずなのにまったく別の方向へ歩き出したのが決定打だ。案内板を確認しておいてよかったよ。こんな風に役立つとは思ってなかったけど」

　暁人は苦笑すると、鋭い眼光を飛ばす。

「あんたの仲間には全員眠ってもらった。無駄な抵抗は止やめて千桜を解放しろ。でないと……」

「駄目！　暁人はこれ以上手を出さないで！」

「千桜？」

　人質になっている千桜からの意外な言葉に、意表をつかれる。

　ここに至ってはしかたないと千桜が説明する。

「彼女たちは恐らく、自じ滅めつ戦せん争そうを危き惧ぐした組織や国家が派遣した襲撃部隊よ！　これ以上手を出したら、暁人の立場を悪くする。わたしは大丈夫だから、早く逃げて！」

「ち、違う！　我々が暁人さまを襲うなどありえません！」

「今更そんな嘘うそ信じられるはずないでしょ！」

「襲撃部隊って……だから、今日はずっと見られている気配がしたのか」

「えっ？　気付いていたの」

「当たり前だろ、あんなあからさまに見られてたら、気付くなってほうが難しいよ。でも、敵意や悪意はないから、王おう器き使いだから注目されているだけだと」

「敵意や悪意がない？」

　千桜はその『敵意と悪意』で襲撃者の存在に気づけた。なのに暁人はまったく反対の意見を述べる。千桜の腕を押さえ込む女性が話に割って入る。

「当然です、暁人さまは月げつ歌かさまの弟弟子であり後継者、崇拝すべき方です！　たしかに暁あき人とさまを危険因子と決めつけて命を狙ねらう組織もあるようですが、我々にとっては暁人さまこそ希望なのです！」

「オレが希望？」

「我々は鏡かがみ月げつ歌かさまの下で戦場を駆けめぐった元兵士です。月歌さまにはクソ禍マガ津ツ鬼キ共から何度も命を救っていただきました！　我々は月歌さまが亡くなった後、軍を退役し、民間軍事会社ＰＭＣを立ち上げました。無能な上層部が支配する軍では、月歌さまが目指した『誰だれも禍津鬼に傷つけられない世界』を創つくるのが叶かなわないと悟ったからです！」

　女性は熱弁を続ける。

「そして我々は神じん代だい暁人さまの存在を知りました！　月歌さまの弟弟子にして、最強の王おう器きを従える若き英雄！　貴方あなたさまが月歌さまの意思を継ぐと仰おつしやってくださったとき、我々がどれほどの感動に包まれたか！　暁人さまが我々の指導者として立っていただいた暁には、まず月歌さまを否定した無能な軍上層部の連中を皆殺し！　人類全すべての軍権を暁人さまに握っていただきいよいよ打って出るのです！　聖戦です！　黄泉よもつ比ひ良ら坂さかを厚顔無恥に這はい上がってきた悪鬼どもを駆逐する聖戦をおこなうのです！」

　彼女の瞳ひとみは異常なほど輝いていた。水清ければ魚棲すまず──行き過ぎたモノはなんであれ毒にしかならない。彼女たちの信仰心はすでに狂気に浸しん蝕しよくされていた。

「だが、我々はすぐに暁人さまのお側そばにこの悪あしき巫み女こがいることを知りました！　名字、経歴、容姿を変え狡こう猾かつな蛇のように再び英雄に絡みついたこの巫女！　『落らく雷らいの巫み女こ』が！」

　その怒りは腕をひねりあげる千ち桜さへと真まっ直すぐ向けられる。

　千桜は、体を雷に打たれたかのように震えあがった。

（知っている！　彼女たちはわたしの過去を知っている！）

「ら、落雷の巫女？」

「そうです、暁人さま！　こいつは！　不吉、邪悪な巫女なのです！　この巫女が月歌さまを──」

「止やめて！　止めて！　言わないで！　お願い暁人にだけは言わないでぇえぇッ！」

　千桜はまるで火ひ炙あぶりの刑に処された魔女のように狂い叫ぶ。涙を、悲しみを、撒まき散らすように哀願する。女性は苛いら立だち再び千桜を壁へ叩たたき付ける。唇が切れ、目が覚めるような赤い血が零こぼれ落ちた。

「黙れ！　落雷の巫女！　貴様は罪を償うため暁人さまに、英雄の手によって殺されなければならないのだ！」

「落雷の巫女って……あの山の修行のときの。月歌さんの大切な娘って……」

　暁人はふら、と千桜の方に一歩を踏み出す。

「まさか……オマエが十七夜月かのう──」

「いや、お願い暁あき人と、聞かないで、耳を塞ふさいで、お願い！」

「千ち桜さ……」

「わたしを、そんな目で見ないで……ッ」

　千桜が体を震わせると、押さえ込もうと必死になっていた女性が突然、短い悲鳴をあげ気絶する。自由になった千桜は、すぐさま暁人に背を向け走り出す。

「千桜！」

　暁人の呼び声も無視して、一心不乱に逃げ出す。子供のように泣き、足を動かし続ける。

（知られた！　暁人に知られた──ッ）

　決して巻き戻らない時間。どんな刃より鋭利な現実が、千桜の胸を貫いた。



　▽△



　──十七夜月かのう家は、日本歴史上の名門中の名門と称される藤ふじ穣わら五摂家の一角、此この衛え家の門流四八家のひとつだ。

　公く家げ文化は一九四七年の日本国憲法施行に伴い消滅したが、現在でも各家は存続し堂どう上じよう会かいや紫し紅こう会かいなど交流を深めている。

　現、篠しの原はら千桜──旧姓、十七夜月千桜は、そんな名家に生まれた。

　当時、彼女の左目は金こん色じきで、オッドアイだった。先祖にも同じような片目が金色の女性が何人かおり、決まって莫ばく大だいな霊れい子し力りよくに目覚めていた。そのため千桜は両親、特に母親に将来を属しよく望ぼうされ可愛かわいがられた。

『千桜の力は素晴らしいわ。十七夜月家に相応ふさわしい、さすがはわたしの娘ね』

『はい、お母様！　わたし、お姉ちゃんみたいになるの！　お姉ちゃんみたいに強くなって、十七夜月家をいっしょにすごくするから！』

『……あの妾めかけの子。鏡かがみ月げつ歌か。あの子は十七夜月家ではありませんよ、千桜』

『でもお姉ちゃんだよ？　お父さんもそう言ってるよ。優しいお姉ちゃんだよ、お母さん』

　そんな千桜が一番懐いていたのが鏡月歌だ。月歌と千桜は腹違いの姉妹だ。十七夜月家当主、十七夜月蒼そう厳げんは、千桜の母や周りの反対を無視して、側室として月歌の母を母屋に招き、千桜と月歌に分け隔てない愛情を注いだ。

『おはよう、千桜ちゃん。今日は早起きさんね』

『うん、お姉ちゃん！　ね、今日のおやつはなぁに？』

『まだ朝なのにもうおやつの催促？　ほんとに千桜ちゃんはくいしんぼうね』

『うん、だってお姉ちゃんのつくるおやつ美お味いしいもの。お昼ごはんも一緒に食べようね、お姉ちゃん』

　二人の仲は良好で、特に千桜はまるで親鳥の後を追うアヒルの子供みたいに月歌の後ばかりを付いて廻まわるほどだった。

　十七夜月かのう家では有名な逸話がある。月げつ歌かが小学校三年生の時、学校の課外授業で一泊二日のキャンプへと出かけた。小学校一年生の千ち桜さは、家を抜け出し単独で後を追いキャンプ場のテントへともぐりこんだのだ。友達と夕飯にカレーを作って食べた後、テントに戻ると千桜が眠っていたのには心底驚いたと、月歌は帰って来てから皆に何度も聞かせた。

　──だが、幸せは長くは続かない。

　変化が訪れたのは千桜が小学校二年生、月歌が四年生のときだ。

　二人の父、蒼そう厳げんが急死。気付いたときには手の施しようがなく、三日とかからず逝いってしまった。当主を引き継ぎ喪主を務めた千桜の母、育いく子こは葬儀が終わるとすぐ四十九日も経たたないうちに鏡かがみ親子を遺産も渡さず、ほぼ無一文で十七夜月家から追い出す。さらに現当主・母親として千桜に鏡月歌との接触禁止を厳命した。

　千桜は、突然の姉との別れに涙を流す。だが、母の言葉は小さな彼女には絶対だった。

『千桜ちゃん、哀かなしまないで。貴方あなたとはすぐまた会えるから。私には、分かるの』

　そして、その月歌の言葉に導かれるように。

　二人は膨大な霊れい子し力りよくを持つ者として、同じ道を歩むことになる。

　約二年後、鏡月歌は中学一年生で圧倒的な才能を周りに見せつけ、王おう器き使いに選ばれる。さらに約二年後、千桜も莫ばく大だいな霊子力を発揮しさらに運良く王器との相性も適合し、王器使いに選ばれる快挙を成し遂げた。

　前当主である父の死後、暗くなった十七夜月家はこのニュースに沸く。さらに千桜に朗報が舞い込んだ。

　その年、王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう肆よん、鬼灯ほおずきがアメリカ海軍所属の少佐を襲う事件が起きた。

　有名な千せん里り鏡きよう事件だ。

　日本政府は新たな王器使いである千桜が襲われるのを懸念し、発表を控え情報を隠いん蔽ぺい。また一人前に王器を扱えるまで鏡月歌に護衛と指導を依頼した。十七夜月家当主である育子は、最初は渋い反応を示したが日本政府・此この衛え家からの直接の話に泥を塗るわけにもいかず了承。約四年振りに千桜と月歌は再会する。

『お姉ちゃん！　月歌お姉ちゃん！』

『千桜ちゃん、久しぶりね。……ね、言ったでしょ。私たちは、すぐにまた会えるって』

（……あのときは。これでもう、二度と大好きな月歌お姉ちゃんと離れ離れにならずにすむ。また昔みたいに一緒に暮らせるって、思ってたっけ）

　実際は何かと忙しい月歌とは一緒に暮らせなかった。そのため千桜は慣れない一人暮らしの中王器使いという正体を隠すのに苦労しつつ、生きつ粋すいのお嬢さまのため一般常識がなく多数の人々に迷惑をかけながら、月歌と時間を合わせて会い、色々な話をした。

　あまり会えない月歌に我わが儘ままを言って困らせもしたが、一緒に居られる日は遊び、食事を摂とり、家事などを教えてもらったりした。

　そしてその頃ころ、月げつ歌かの引き合わせで暁あき人とと出会った。

『この子が暁人君よ。……暁人君、この子が前に言っていた、私の大切な娘』

『……初めまして、十七夜月かのうです。よ、よろしく……』

　真まっ直すぐな目をした、暁人と名乗る少年。出会ったのは一度だけだったが、それは千ち桜さの初恋だった。神じん代だい暁人という異性に好意を抱いていることに気付いたとき、彼女は自分は幸せなんだと感じた。

　それに暁人には内緒だったが、月歌に『私が居ないとき、暁人君を守って欲しい』、と抱きしめられながら告げられていた。彼はわたしたちの希望だから、と。単純に月歌に頼まれ事をされたのが嬉うれしく、好きな人を自分の力で守れることが誇らしかった。次の大きな戦いが終わったら、もう一度暁人に会いたいと思い、その日は眠れなかった。



　だが、十七夜月千桜の幸福は長くは続かなかった。



　中等部二年の冬。

　第だい四よ次じ西せい討とう作さく戦せんに千桜も参加が決まった。

　──のちに十七夜月千桜は、この戦で全すべてを失う。

　出発前、実家で最後の宿泊をした。その日の夕食に、母親からある人物を紹介された。

　本ほん書しよ会かいに参加する有力一族の人間らしい。

　本書会とは藤ふじ穣わら五摂家──此この衛え家け、玖條くじよう家け、弐條にじよう家け、壱いち条じよう家け、鷹たか良つかさ家けが参加する茶会だ。

　ここに参加するのが門流にとってひとつのステータス、到達点と考えられている。

　今度の戦に勝利した暁には、茶会に参加できるよう推薦し、さらに後ろ盾となり十七夜月家に様々な便宜を図ってくれると約束してくれた。

　十七夜月家は父の死後、急速に旧家の集まりの中で存在感を失っていた。聞くところによると、狡ずる賢がしこい親族の手によって、財産や地位をいくつも失ってしまったらしい。

　母はそれを奪還しようと、躍起になってあらゆる手を打っていた。この話は、十七夜月家にとって、またとないチャンスだった。

　食事の後、千桜は母に条件を提示した。

『……お母様。もしわたしが今度の戦争で功績をあげたら。月歌お姉ちゃんたちを許して、また一緒にこの家で暮らさせて欲しいの』

　千桜も中学二年生、女性として母の気持ちは理解できる。だが、自分も大好きな姉と一緒に暮らしたい。もしできるなら暁人を含め三人で、思い入れのある実家で和やかにお茶などを飲みたい──そんなささやかな夢をいつの間にか抱いていた。

　母は逡しゆん巡じゆんし、

『今回の戦で結果を出せたら、考えてあげるわ。貴方あなたが、十七夜月かのう家に相応ふさわしい功績をあげることができたならば』

『相応しい功績？』

『そうよ。十七夜月家の娘ならば必ずできるはずよ。貴方は十七夜月家のために生まれてきたのだから』

『お母様、わたしは……』

　冷たい母の言葉。母が出した条件は、第だい四よ次じ西せい討とう作さく戦せんで敵勢力を千ち桜さ自身の手でより多く倒すことで武功を示せ、というものだった。王おう器き使いである自分であれば出来なくはないと、彼女は決意を持って戦場に出た。だが──待っていたのは、壊滅的な敗北だった。

　千桜は自身の力を過信し、功を焦り、部隊を窮地へと追い込んでしまったのだ。

　味方の部隊は散り散りになって敗走し、作戦は失敗。

　負傷した千桜は、部隊の兵士たちに強引に連れられ戦場を離脱する。

　一人、鏡かがみ月げつ歌かは皆を逃がすため殿に志願した。

　月歌は振り返り、いつもの笑顔で最後の言葉を告げた。



『千桜ちゃん、暁あき人と君のこと、よろしくね。守って、あげてね……』



『お姉ちゃん！　月歌お姉ちゃん！』

　千桜の声は、黒い津波のような禍マガ津ツ鬼キの群れに飲み込まれ聞こえなかっただろう。

　月歌の白い機体は泡粒のように溶けて見えなくなった。

　それが月歌を見た最後の姿だった。

　そして残された千桜は、この戦場で──全すべてを失った。



　▽△



『タイトル：‥暁人へ。

　十八時、晴せい海かい学がく園えん第一闘技場へ一人で来て。委員長や他ほかの人には話さずに』

　暁人の携帯に届いた、千桜からのメール。

　千桜が去ってすぐ、暁人は後を追おうとしたが立ち入り禁止区域でスタッフに止められ、お陰で姿を見失ってしまった。

　暁人は倒れている元兵士たちをスタッフに押し付け、紅葉もみじの待つ大広間へ戻った。ありのまま起きたことを話すわけにもいかず、千桜は急用ができて帰ったと告げる。暁人自身も用事が出来たとこの場での解散を提案、紅葉には謝り倒し後日穴埋めの約束を交わした。

　暁人は千桜を探すため街へと駆け出す。都合良く見付けられるはずもなく、本命だった自宅にも姿はなかった。途方に暮れていたところに、先程のメールが届いたのだ。

　日が沈みゆく中。気持ちを落ち着かせ、晴せい海かい学がく園えんへ向かう。

　校門を抜け、校舎の横を歩きながら、先日紅葉もみじと模擬試合をおこなった第一闘技場を目指す。入り口の鍵かぎは開いており、先日の戦闘で破壊され荒涼とした闘技場内に、すでに千ち桜さが待ち構えていた。

「……早すぎよ。まだ十七時半じゃない」

「女の子を待たせるのは主義じゃないんだ」

「ありがとう、来てくれて。ごめんね迷惑かけて」

「かまわないよ。たいした問題じゃなかったし。それで……」

　暁あき人とは言い淀よどんだ。今、千桜の正体を尋ねれば、二人の関係は決定的な変化を強要される。それが良いか悪いかは蓋ふたを開けてみなければ分からない。だが今更、耳を塞ふさぎ、目と口を閉ざすなんてできない。暁人は大きく息を吸ってから問う。

「……千桜、オマエはいったい何者なんだ？」

　その言葉に、千桜は視線を逸そらしながら、自分の過去を告白する。

「わたしは……わたしの旧姓は十七夜月かのう。王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう玖きゆう、天てん輪りんの十七夜月千桜よ」

「…………！」

　王器製造番号玖、天輪の十七夜月。

（やっぱり……十七夜月だったのか）

　過去一度だけ、月げつ歌かに引き合わされて出会ったことのある少女。

　十七夜月という王器使いはやや特殊で、公的にはなぜか名字しか表に出ていない。その他に表に出ている情報は、中学一年から王器に選ばれ、非公式だが豊とよ葦あし原はらとイギリスで起きたとある事件を解決した立役者だというぐらいだ。

　十七夜月は第だい四よ次じ西せい討とう作さく戦せんにも参加。作戦中深手を負う。

　退院後は行方を晦まし、以後表舞台には登場していない。

（千桜があのとき出会った、引っ込み思案な小さな女の子だったなんて……）

　千桜が真しん摯しな瞳ひとみで語りかけてくる。

「……この名で会うのは、あのとき以来ね。でも、これだけは信じて。わたしは暁人を騙だますために黙っていたわけじゃない。容姿が変わったのも、昔は左目が金こん色じきのオッドアイだったけど、第四次西討作戦で禍マガ津ツ鬼キに潰つぶされて再生治療でも色は戻らなかったから。名字が違うのは、十七夜月家から絶縁されたの。自分で変えたわけじゃないわ」

「分かった。信じるよ」

　暁人の言葉に頬ほおが弛ゆるんだ千桜だったが、すぐに表情を引き締める。

「……でも、経歴を誤魔化したのは自分の意思よ」

「どうしてそこまでして……。オレが王器使いだからか？」

　千ち桜さは微苦笑し、首を横に振る。

「関係ないわ。暁あき人とが王おう器き使いであろうが、なかろうが……。だって月げつ歌かさん、ううん、わたしが殺した大好きな月歌お姉ちゃんの最後の願いだったから」

「げ、月歌お姉ちゃん!?　わたしが殺したってどういうことだよ!?」

「全部話すわ。暁人が知ったら、わたしを殺したくなるほど憎むだろうけど、全部話すから。最後まで聞いてね。わたしが犯した罪の話を──」

　千桜は告解する。

　十七夜月かのう家が藤ふじ穣わら五摂家、此この衛え家の門流四八家で、鏡かがみ月歌とは腹違いの姉妹であること。実父、十七夜月蒼そう厳げんの死後、千桜の母、育いく子こが鏡親子を実家から追い出し、連絡すら禁じられたこと。千桜が王器使いとなり、千せん里り鏡きよう事件の影響で、日本政府が護衛兼指導を鏡月歌に依頼したこと。数年ぶりに大好きな姉と出会い、一緒に暮らすことはできなかったが気兼ねなく逢あえるようになったこと。しかし、その全すべてを自身の功名心、油断で失ったことを──包み隠さず暁人に語った。

（だから、あの信者たちは千桜を狙ねらったのか……）

　千桜が原因で月歌が行方不明になり、状況から恐らく亡くなった。結果だけなら、千桜が月歌を殺したと表現しても間違いではない。

　暁人は膝ひざからくずれおちそうになるのを必死に堪こらえる。初めて知らされる真実があまりに多すぎるからだ。

　当時、原因は教えられず、ただ月歌が行方不明になったとしか聞かされなかった。約一年半後、月歌の腹違いの実妹から真実を語られるとは夢にも思わなかった。

「結果、自身の王器を破損、月歌お姉ちゃんは行方不明。『落らく雷らいの巫み女こ』という呼び名は、自じ滅めつ戦せん争そうを引き起こした『悪災の巫女』と同じ忌み名になってしまったわ」

　千桜は淡々と話を続ける。

「大失態を犯したわたしを、戦犯として逮捕せよという話も出たわ。もちろん本ほん書しよ会かいの話は流れて、それどころか門流内部では疎まれ、ご先祖さまたちが今まで積み上げてきた信用を崩すほどの汚点を作り出してしまった。だから激怒したお母様からは縁を切られ捨てられ、遠い親しん戚せきの『篠しの原はら家』に養子に出されたの」



　──心の中に今でも響く、母親の罵ば声せい。

『おまえは失敗したのね、せっかくその化け物みたいな力を買ってやってたのに。十七夜月家にはおまえなどもう要らない。あとは勝手に死になさい！』



『あなたなんて産むんじゃなかった……ッ』



　千ち桜さの瞳ひとみに涙がにじむ。

「月げつ歌かお姉ちゃんを死なせ、王おう器きを壊し、親友と言ってくれた友達を二度と天翼フエアリアに乗れない体にして、一族から捨てられ、目も潰つぶされた。けど、わたしは死のうとは少しも考えなかった。……どうしてか、分かる？」

　暁あき人とは黙って首を振った。

「禍マガ津ツ鬼キの大軍に飲み込まれる間際、月歌お姉ちゃんに頼まれたの。『千桜ちゃん、暁人君のことよろしくね』って」

「月歌さんが？」

「だからわたしは死ななかった。絶望の底の底に落ちても。約束を守るため。暁人を守るため」

「────」

「でも驚いたのは暁人が王器使いになったことよ。まさか月歌お姉ちゃんの予言が本当に当たるなんて……。豊とよ葦あし原はらに引っ越すって知って、すぐ王器時代のツテを使って経歴を弄いじり晴せい海かい学がく園えんに入学手続きをして、裏から手を回して同じクラス、隣の席にしてもらったの」

　千桜は真剣な眼まな差ざしで、

「月歌お姉ちゃんの約束を果たすため、絶対にわたしが暁人を守ってみせる。だから、今すぐ一緒に、豊葦原から出て本土に身を隠して」

「どうしてそうなるんだよ！」

「今日の事件は直接にはわたしを狙ねらったものだったけど、最終的には暁人を組織に取り込もうとしていた。正直、暁人を狙う次の組織がいつ出てきてもおかしくないの。最悪、自じ滅めつ戦せん争そうを懸念した各国が王器使いを派遣してくるかもしれない。そうならないためにも、本土にあるわたしの隠れ家で過ごしてもらうわ。せめて、自身の王器を一人前に扱えるようになるまで。月歌お姉ちゃんがわたしにそうしてくれたように」

「だからって何もそこまでしなくても……」

「何も分かってないから教えてあげる。今の暁人は弱い……とても弱いのよ」

　暁人は、奥歯が鳴るほど噛かみしめる。

「……言ってくれるじゃないか」

「事実よ。王器を使えない暁人が十じゆつ審しん法ほう違反なんて、他ほかの王器使いからしてみれば殺してくれと言ってるようなもの。王器を破損して本来の性能の二割以下しか出せないわたしでも、半人前の暁人を倒すのは容易たやすいわ」

「そこまで言うなら、勝負しよう」

「できれば話し合いで納得してもらいたかったけど、しょうがないわね」

　互いに睨にらみ合い、天翼フエアリアを量子変換収納している勾まが玉たまにそれぞれ手を重ねる。

「「一ヒ二フ三ミ・四ヨ五イ六ム七ナ八ヤ・九十百千コトモチロラネ！」」

　掛け声と共に二人は光の粒子に包み込まれる。

　先週の日曜日、手榴てりゆう弾だんから暁あき人とを守るため千ち桜さは天翼フエアリアをまとった。

　暁人はあらためて千桜の天翼フエアリアを観察する。

　千桜の天翼フエアリアは小こ鈴すず社製・千せん本ぼん櫻ざくら、姿は前と同じ戦いくさ装しよう束ぞく。隼はや楯たては装備しておらず、ターミナルでみせた機体と異なる点は、腰周りに浮遊する四つの車輪、朱色の薙なぎ刀なた──弁慶社製、岩いわ融とおしを握りしめていた。手にはそれ以外の武器は見あたらないし、薙刀を構えもしない。だが、なぜか巨大な何かを前にしたような圧迫感を受ける。

　暁人が神かむ威いを構えても態度を崩さない。

「勝負の決着方法は？」

「暁人がわたしに一度でも触れたら勝ちでいいわ」

「！」

　目の前にいるのは小柄な少女で、武器はただの薙刀と、本来の性能の二割以下しか出せないという王おう器きのみ。

　なのに、同じ王器使いである暁人を完全に格下扱いしている。

（たしかに神威は鞘さやから抜けず、王器使いになって日は浅い。だが、ここまで馬ば鹿かにされて黙っていられるはずがない！）

「いつでも来なさい」















「おぉおッ！」

　王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう壱いち、神かむ威い。王器中最強の王器と謳うたわれている黒い剣を、鞘さやに入ったまま振り上げる。

「神じん代だい流りゆう！　神かみ代よ七なな代よ常とこ立たち！　鬼き神じん断だちッ！」

　鬼神をも断ち切る剛剣を上乗せする。

　千ち桜さは棒立ちのまま、振り下ろされる剣をただ見つめているだけだった。

（とらえた！）

　暁あき人とは勝利を確信した──が、

「……ぐっはっ！」

　千桜の攻撃を受け倒れたのは理解したが、何をされたのかまったく分からなかった。

　食道から血塊を吐き出す。

　目からは血涙、鼻血も流す。

　体中の神経が切れてしまったかのように力を失い地面を転がる。

「これが王器よ。いくら壊れてても、王器が使えない暁人半人前とは格が違うわ」

　暁人は地面にうつぶせに倒れたまま、千桜の言葉を耳にする。

「ごめんなさい、痛い思いをさせて。でも、これで分かったでしょ。暁人がいかに弱いか」

「オレは……ッ」

　千桜が暁人の前で膝ひざをつく。

「大丈夫、暁人ならすぐに王器を使いこなせる。だからお願い……今は我慢して」

　そして千桜はそっと暁人の頭に手のひらを当てた。

　再び不可視の攻撃。

　暁人は抵抗できず、意識は深い闇やみへと落ちていく。

「たとえ嫌われ、憎まれても。月げつ歌かお姉ちゃんの代わりに守るから。だから、いつかわたしを殺せるぐらい強くなって。それが、わたしの贖しよく罪ざいだから──」

　最後に聞こえた声音は、千桜の独白だった。










　■第六章　豊とよ葦あし原はらの一番長い夜



　豊とよ葦あし原はら第一中央区塔地下に、中央区情報管理センターがある。一から六区の情報がリアルタイムで集まり、有事には戦闘情報センターＣＩＣの役割を果たす。最悪、上の都市が壊滅してもここさえ残っていれば敵との戦闘は継続できる。

　核攻撃にも耐えられる仕様になっており、そのため中央区情報管理センターは豊葦原の中でも最も安全な場所のひとつとされている。

　時刻は午前三時。

　光源はディスプレイのみの薄暗い室内で、夜勤担当者が欠伸あくびを噛かみ殺す。

「ふわぁ。夜勤は眠くて嫌になるな」

「だからって気を抜きすぎだ。この前、禍マガ津ツ鬼キに襲われたばっかりだっていうのに」

　彼らは学生ではなく、日本政府から派遣されている軍人だ。八時間の三交代制で勤務にあたっている。時間がくれば都市部にある家へと帰る。

「そうだそうだ。少しはすずめちゃんを見習え。慣れない深夜研修にもかかわらず、欠伸ひとつしてないんだぞ」

「わたしは別に何をしてるわけではないので……すみません」

　スタッフ中で唯一年若い少女、竹たけ取とりすずめが萎い縮しゆくする。

　シミひとつない真っ白な肌。容姿は幼いが美少女で、手首や喉のどは驚くほど華きや奢しやだ。髪を左側に縛るサイドテール、高等部の学生服に袖そでを通していた。外見通り気弱で、すぐに謝るのが口癖らしい。

「あの、コーヒー淹いれてきますね。皆さんのもお淹れしましょうか？」

　すずめの言葉にスタッフが小さな歓喜の声音をあげる。すずめは席を立ち、一度部屋を出て給湯室へと向かった。

　数分後、すずめがコーヒーを人数分配り終えると計器が揺れを観測する。

　微震だが外部からの衝撃だ。

　大型の何かが衝突したようだ。

　周囲を覆う浮体構造物マリンフロートは海面に浮いているからといって、多少の物がぶつかっても、海面が荒れても揺れることはない。

　退屈な夜間業務に起きた事件イベント。スタッフたちは女子高生の淹れたコーヒーを味わう暇もなく、確認作業に取りかかる。

　分厚い出入り口のドアがスライドする。スタッフの一人が気付き声をかけた。

「竹取所長、お疲れさまです」

「何があった？」

「現在、確認中です」

　部屋に入ってきたのは一人の女性だった。

　すらりとした長身で、そのスタイルは今すぐファッションモデルで通用するほど整っている。お陰で軍服に軍帽、スカート、黒ストッキング、ハイヒール、右側に結ったサイドテールが完かん璧ぺきにきまっている。だが、それ以上に注目を引くのが目だ。まるで獰どう猛もうな肉食獣のような鋭い眼光をしている。

　名字から分かるとおり、彼女はすずめの姉、竹たけ取とりつばめだ。

　つばめは腕を組みスタッフからの報告を待つ。そのうちの一人が声を上擦らせ報告する。

「だ、第二学園区沿岸スプーンに大型物体衝突確認！」

「第二学園区沿岸のカメラに切り替えろ」

「切り替えました！」

「…………何だ。『アレ』は」

　つばめは珍しく目を剥むく。深夜のためすでにカメラは暗視モードに切り替わっており、苦もなく原因の確認ができたが、それがなんなのかすぐには理解できなかった。

　ようやく一人が気付き、今度こそ絶叫する。

「禍マガ津ツ鬼キ!?　推定一〇〇メートル以上ある大型禍津鬼が沿岸部に乗り上げています！」

「第二学園区に不明機アンノウン多数、概算一〇〇──いえ、さらに増大中！」

　レーダー上に映る光点が、瞬く間に増大していく。つばめはスタッフに激げつ昂こうした。

「どうして接近を許した！　おまえたちに支払ってる給金は、タダ飯喰らわすためのものじゃないぞ！」

　スタッフの一人がおずおずと、

「お、恐らく海底を這はって接近されたためソナーに反応がなかったかと思われます」

　それに──と付け足す。

「禍津鬼に長距離潜水能力があるとは想定外です！」

「言い訳している場合か！　現実にいるんだ！　すぐに天翼フエアリア幕僚長に連絡。本土の空軍及び天翼フエアリア軍に緊急出動要請。発令警報サイレンレベル四。兵武ひようぶ署しよに『ケースナンバー五七一』適用通達。復唱！」

「了解！　天翼フエアリア幕僚長への連絡！　空軍及び天翼フエアリア軍に緊急出動要請！　豊とよ葦あし原はら警戒レベル最大、発令警報サイレンレベル四！　兵武署に『ケースナンバー五七一』──現場独断での防衛行動許可及び、学生天翼フエアリア隊の徴集権限移譲を通達！」

　スタッフは怒声に近い指示に慌てて対応する。

　画面の中、禍津鬼が満月へと咆ほう哮こうする。

　つばめは完全なる奇襲に胸中で舌打ちした。

（今からどんなに急いでも増援部隊の到着には五、六時間かかる。それまで持ちこたえられるか……）

　つばめは増援の到着を五、六時間と予想したが、戦時中とはいえ相応の部隊を短時間で準備し到着させられたら僥ぎよう倖こう。十時間でも素早いほうだ。

　増援が来るまで兵武ひようぶ署しよと学生天翼フエアリア部隊で防衛しなければならない。

　全すべては禍マガ津ツ鬼キは長距離飛行・航行をできないと思いこみ、前回の侵入事件は特殊事例と高をくくった油断が招いた失態だ。

　中央区情報管理センターにいる者たちは、自分たちが海上で孤立したのを悟る。それでも感情に囚とらわれず皆、自分の責務をただただまっとうする。

　すずめは邪魔にならぬよう端に寄り、制服の上からペンダントを握り締めた。

（十七夜月かのうちゃん、エリカちゃん、旗はた織おりちゃん……どうか皆の思い出の場所、豊とよ葦あし原はらを守って──）

　神や仏ではなく、それぞれ道を違えた親友たちに祈りを捧ささげる。

　これが豊葦原ができて以来、最も長い夜の始まりだった。



　▽△



「ッゥ」

　暁あき人とが痛みに顔を顰しかめて目を覚ますと、そこは知らない部屋だった。

　首を巡らせると六畳一間の個室で、窓はなく外の様子は窺うかがえない。

　天井には無数のパイプが走り、蛍光灯が白い光で室内を照らしている。

　暁人は保健室にあるような簡素なベッドに寝かされていた。部屋に置いてあるものは小さな本棚や木製のテーブルに椅い子すのみで、生活感は薄い。

「……船か？」

　微かに感じる揺れで気付く。

「でも、どうして船になんか乗って──ッ！」

　傷の痛みで忘れていた記憶が蘇よみがえる。

「そうだ。千ち桜さに負けたんだ」

　布団をはねのけ、起きあがる。

「あっつつつッ」

　ギリギリと痛む頭を抱え数秒うずくまった。

　暁人は自分の弱さ、不ふ甲が斐いなさに舌打ちする。

「クソ、なにやってんだか」

　悪態をつきベッドから下りる。とにかく現状の確認だ。

　服は今朝出たまま、財布はあるが携帯と勾まが玉たまがない。恐らく千桜が没収したのだろう。靴を履き、扉に手をかけるが鍵かぎはかかっていなかった。

「てっきり目的地に着くまで監禁するのかと思ったけど……」

　廊下に人気はない。天井は相変わらずのパイプ群、壁には消火ホースを収納した火災警報機や何に使うか分からない機械が張り付いている。

　少し歩き、隔壁らしき分厚い扉をくぐり抜ける。まるで昔映画で観みた潜水艦内部だ。ようやく人の気配や、声が聞こえてくる。

　暗い廊下に漏れる蛍光灯の明かり。どうやら食堂に人が集まっているらしい。

　気配と足音を消し覗のぞいたが、そんなことせずとも皆テレビに食い入るように夢中だった。

「!?」

　暁あき人ともすぐその一人となる。画面には豊とよ葦あし原はら沿岸部が映っていた。

　建物の形から第二学区だろう。そこには一〇〇メートル級の大きなムカデ型の禍マガ津ツ鬼キが、我が物顔で鎮座していた。

（なんで豊葦原に禍津鬼が!?）

　禍津鬼は豊葦原に辿たどり着く航続距離、潜水能力を持たない。ゆえに豊葦原は世界でも有数の安全な都市だと評価されてきた。だが現実に禍津鬼は豊葦原に上陸している。

（二度も禍津鬼の侵入を許すなんて……）

　映像は、ＣＧにはない現実味リアルで満ちている。

　大型禍津鬼の体たい躯くの末端が格納庫の出口になっているらしく、そこからカブトムシやクワガタを機械化して三メートルほどの大きさにしたような大量の小型禍津鬼、通称『甲こう蟲ちゆう』が飛び立つ。

　豊葦原では禍津鬼の侵入を想定していなかったため、正規天翼フエアリア軍はおらず学生と兵武ひようぶ署しよ職員たちが協力して必死に甲蟲の侵入を防いでいた。しかし敵の数が多く状況は芳しくない。

　さらに大型禍津鬼が鎌かま首くびをもたげ、口内を開く。そこに光が集まるのが見える。

（Ｓ級、いやＡ＋級の母艦型一体に加えＤ級が大量飛散。……やばいな）

　大きさと動きから、禍津鬼の脅威レベルを予想する。

　敵の口内に集束する光に対抗して、学生天翼フエアリアが集まり霊れい子し陣シエルを重ねがけする。目も眩くらむ集束砲が禍津鬼から発射され、海水を蒸発させ学生たちの霊子陣に衝突。霊子陣は輝きを増しなんとか持ちこたえるが、学生たちの一部は霊れい子し力りよくを使い果たしたらしく戦線を離脱していく。戦況は悪化している。

　画面越しにその光景を目にして、暁人は背中に冷たい汗を流す。

「もう起きちゃったの。まだ寝てなきゃダメじゃない」

　気付けば暁人の背後に篠しの原はら千ち桜さが立っていた。

「千桜!?」

「そんな体調で、ふらふら出歩いちゃ危ないわよ。様子を見に行ったら、姿がないから心配したんだから」

　声に驚き、食堂で画面に見入っていた男たちが暁あき人とたちの方を向く。

　暁人は彼らを無視して、千ち桜さに詰め寄る。

「いったいあれはなんだ！　というかここはどこなんだ！」

　暁人の言葉に、千桜は周りに聞こえないように抑えた声量で答える。

「ここは日本の所有する護衛艦ヒョウガの船内よ。王おう器き時代のツテで無理を言って協力してもらったの。何かあった場合、対処できるようにって」

　千桜が画面に視線を向ける。

「本当にその『何か』が起きちゃったみたいだけど……。まさか豊とよ葦あし原はらがまた禍マガ津ツ鬼キに襲われるなんて」

「やっぱりあれは本物なのか！」

「リアルタイム映像よ。出航後、騒ぎに気付いたから、念のため無人機を飛ばしたらあんなことになってたの」

「オレの勾まが玉たまを返してくれ」

「どうするつもり？」

「もちろん、戻って皆と一緒に戦うに決まってるだろ！」

　つい、声を荒らげてしまうが、千桜は表情を変えず背を向ける。

　自身の激情に反応を見せなかった千桜に、暁人は逆に動揺してしまう。

「付いて来て、ここじゃ渡せないから」

　選択肢はなく、ただ黙って千桜の言葉に従うしかなかった。



　▽△



　連れ出された場所はヘリの発着甲板だ。

　満天の星空の下、夜風に千桜の髪が揺れる。

「はい、暁人の勾玉」

「……ずいぶんあっさりと返すんだな」

「当たり前でしょ。別に自由を奪って、監禁したいわけじゃないんだから」

　千桜は背を向け甲板の端へと歩く。

「今の暁人は弱い。壊れた王器使いのわたしにすら勝てないほど。それじゃ他ほかの王器使いや禍津鬼と戦っても生き残れない。だからせめてわたしより強くなって。わたしより強くなったら、もう止めたりしないわ」

　千桜の全身が光の粒子に包まれる。

「……千桜の気持ちは素直に嬉うれしいよ。けど、だからって禍津鬼に襲われている紅葉もみじやクラスメイトたち……豊とよ葦あし原はらを放っておくなんてできるわけないだろ！」

「なら、わたしを倒して。止めようとするわたしを、殺せるほど強くなって。もしできたら、誰だれも暁あき人とを止める人は居なくなるんだから」

「くッ」

　千ち桜さの覚悟に圧倒され、暁人も天翼フエアリアをまとい神かむ威いを構える。しかし千桜は悠然とした態度を崩さず、

「わたしは何度でもあなたの前に立ちはだかるわ」

　千桜が攻撃をしかけてくる。

　すぐ目の前で突然、爆発がおきる。

　暁人は木の葉のように吹き飛ぶ。

「でも、その日はまだ先みたいね」

「……マイクロ波、ガンマ線、赤外線ｅｔｃ、ありとあらゆる電磁波を扱う王おう器き、天てん輪りん」

「よく、分かったわね」

　暁人は先日紅葉もみじと一緒に戦った、禍マガ津ツ鬼キとの戦いを思い出す。

「昔、月げつ歌かさんに教えてもらったのを思い出したんだ。この前の模擬試合中に禍津鬼が乱入してきたとき、突然敵の砲身が暴発したのも千桜がやったんだろ？　この電子レンジ娘め」

　ガン治療でガンマナイフと呼ばれる似た治療がある。

　一本だけなら弱いガンマ線を、別々の場所から放射しある一点で重なり合うようにする。波長が重なると合体し、波が高く（強く）なる性質を持つ。

　この物理現象を利用して健康な細胞を傷つけず、ガン細胞だけ破壊する治療方法をガンマナイフと呼ぶ。

　千桜は王器を使い、同じようなことができる。つまり、大雑把に言えば千桜は周囲を傷つけず、狙ねらった箇所をピンポイントで破壊する力を持っているのだ。

　その力を使って温泉ランドで女性を、第一闘技場で暁人を倒した。

「その呼び方止めてよ。昔、散々からかわれてトラウマになってるんだから」

　千桜の批難と同時に暁人のすぐ側そばで爆発がおきる。

　今度は反射的にガードしなんとか踏みとどまった。

「さすが暁人、いい勘してるわ。けど、それだけじゃいつまで経たってもわたしには指一本触れられないわよ」

　たしかに千桜の言う通りだ。さっきは勘が働きダメージは最小限ですんだが、千桜の攻撃は予備動作皆無で、いつどこを攻撃されるか分からない。

　千桜は断言する。

「神威を抜刀できない半人前の王器使いのままじゃ、豊葦原に戻っても命を落とすだけ。だからお願い、今は堪こらえて身を隠して」

　千ち桜さの意見も分かる。自分が半人前だってことも。だからといって憧あこがれ、尊敬した人が目指した夢、『もう誰だれも禍マガ津ツ鬼キに傷つけられない平和な世界』を諦あきらめるなど──暁あき人とにはできるはずがない！

「言ったろ。オレにも絶対に譲れない信念があるって。……霊れい子し結界フイールド解除！」

　暁人は自身を守る結界フイールドを解除した。これで当たり所が悪ければ、銃弾一発で死んでしまう無防備状態になる。

「！　な、何をするつもり!?」

「決まってるだろ。千桜を倒すんだよ」

「……結界フイールドを解除して、わたしに攻撃を躊躇ためらわせる気？」

「まさか」

　暁人はすぐさま千桜の言葉を否定した。

「たしかに千桜の攻撃は予備動作なし、目に見えない電磁波が光速で襲ってくる。やっかいな攻撃だ。けど、弱点がないわけじゃない」

「弱点？」

「攻撃する際の意識まで消せていない」

　野生動物は敵意、殺意、意識などあらゆる『意』に敏感に反応する。

　草食動物が満腹になった肉食動物の横を通り過ぎる場合も、自分たちに対する害意がないのをしっかり認識しているからだ。

　素人の意識のない突発的行動を避よけるのが難しいのも同じ理由だ。

　武芸の達人たちは意識をなくす技術に心血を注いできた。

　千桜がいくら王おう器き使いでも攻撃の際、『意』までは消せていない。

　その証拠に先週の第一闘技場で禍津鬼を攻撃する際、手に掴つかめそうなほどの殺意を発していた。その『意』を感じるには、霊れい子し結界フイールドが邪魔になる。

「霊れい子し結界フイールドを切るなんて無茶苦茶よ！　本当にわたしの攻撃をかわせるかも分からないのに！」

「オレは黄よ泉み柱ばしら七本全すべてを破壊して世界を救うつもりでいるんだ。この程度の無茶をやらなくてどうする！」

「……本当に馬ば鹿かね」

「ああ、そう言われてもしかたない──」

　再び暁人の正面で爆発がおきる。反射的に両腕でガードするが、すぐさま前後左右、時間差で連続して爆発！

「がっあぁッ！」

　この爆発に反応できず、衝撃が暁人の体を襲う。

　千ち桜さは爆発でダメージを受けた暁あき人とへ向けて、手にしている薙なぎ刀なたを振り下ろす。

　暁人はとっさに神かむ威いの鞘さやで防ぐが、薙刀の勢いを殺しきれずそのまま後ろへ飛び距離を取る。

　甲板に着地すると同時にガンマナイフによる攻撃。

　暁人は再び爆発に曝さらされて、口から血を吐き出し、目はペンキを塗ったように真っ赤に染まる。

　たった数秒で血だるまにされてしまった。

　暁人は奥歯を噛かみしめ、倒れそうになる体を無理矢理留とどまらせる。

「やっぱり無理じゃない！　お願い！　もう諦あきらめて！」

「いやだ。絶対に諦めるもんか！」

「どうしてそんなに意地を張るの！　できないモノはできない！　弱いのは弱い！　守れないモノは守れない！　どんなに頑張ったって現実は、事実は変えられないのに！」

「ああ、千桜の言う通りだ。オレはただ理想を口にするだけの馬ば鹿かだ」

「!?」

　千桜が泣き出しそうな表情から一転して、驚きよう愕がくする。

　自身の意見に同意されたからではない。

　爆発を避よけ、暁人が前進したことに千桜は表情を変えたのだ。

「けど、嫌なんだ。月げつ歌かさんが亡くなったって聞かされて、目の前が真っ暗になるほどの悲しみに襲われた。もうあんな思いをするのは嫌なんだよ！」

　右で爆発。暁人は左へ体を振り、避ける。

　次は右足を下げ、横に摺すり足で移動する。直後、元居た場所で爆発が起こる。

　千桜が額に冷や汗を大量に浮かべた。

「だから七本の黄よ泉み柱ばしら全すべてを破壊するんだ！　もう二度と誰だれにもあんな悲しみを味わわせないために！」

　暁人は神威を背後へ振るう。同時に起こった爆発を切断し、霧散させた。

　千桜が呆ぼう然ぜんと、

「ま、まさか本当にわたしが攻撃する際の意識を感じとっているの？」

　千桜は後ずさりながら、

「天てん輪りんの攻撃を完かん璧ぺきにかわすことができたのは、今まで月歌お姉ちゃんの死まかる返がえしと、王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう参さん『理ことわりの比ひ礼れ』しかいないのに。彼女たちだって、王器の力があったからこそ！　生身でかわすなんて……不可能よ！」

　全力全開の一撃。回避しようがない全方位爆破！

「──神じん代だい流りゆう！　神かみ代よ七なな代よ常とこ立たち！」

　流れる血を撒まき散らしながら、

「荒あら神がみッッッ！」

　一息で上下左右、全方位を切り裂く刀技。

　刹せつ那な、爆発を全すべて切って捨てた。

「そ、そんな……」

「千ち桜さ、もうオマエの技はきかない。オレを豊とよ葦あし原はらへ行かせてくれ」

　暁あき人とは多数の傷を負うが、その瞳ひとみに千桜への怨うらみの感情はひとつもない。

　暁人にとっては、紅葉もみじも、クラスメイトも──千桜も守りたい存在だからだ。

「……王おう器き使いとしては半人前でも、さすが神じん代だい流りゆうの使い手ね。二割以下の力が出せないからって、ガンマナイフを見切られるとは思わなかったわ……けど」

　驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめていた千桜が、表情を引き締める。

「……何度も言ってるでしょ。わたしを倒せたら行ってもいいって」

「ッッツ！」

　千桜の雰囲気が変わる。先程までは聞き分けのない子供を叱しかりつける母親のようだったが、今は得体の知れない怪物を前にしたかのようなプレッシャーを感じる。

「憎んでもらっていい。恨んでくれてもいい。たとえ月げつ歌かお姉ちゃんの夢が叶かなわなくても、豊葦原が沈んだとしても、暁人さえ無事ならわたしはそれで構わない」

　千桜は揺るがない。

　豊葦原に向かうにはどうしても千桜を倒さなければならないらしい。しかし危機に間に合わなければ本末転倒だ。

「くぅッ！」

　暁人は千桜の圧力に反応が遅れ、足下の爆発を飛ひ翔しようし回避する。さらに誘導され、千桜と暁人の間の距離が約一〇〇メートルほど開く。

　千桜は高らかに命じる。

「千里まで響け『雷らい轟ごう輪りん』！　全ての罪を清めよ『天てん風ぷう輪りん』！」

　千桜の腰から下がっていた四つの輪のうち、二つが外れ、宙に静止する。

「!?　何だ、アレは……っ」

　二つの輪は呼応するように光を放つ。

　空間を歪める程のエネルギーを周囲から集め、轟ごう音おんを響かせる。

「天てん輪りんの発動形態よ。外装は修復されてるけど、中は破損したままだから、細かい威力調整ができないけど……殺したりはしないから安心して」

「！！！！！！！！」

　暁人の全神経、細胞、本能が告げる。

　あれはとてつもなく危険だと！

　距離は約一〇〇メートル。このまま背を向け逃避すれば──いや、間に合わず下手に背を向ければ大おお怪け我がを負いかねない。

「くそっ、どうすれば……！」

　暁あき人とは無意識に霊れい子し結界フイールドを再起動。

　両腕を突き出し、霊れい子し陣シエルを作り出す。だがそのとき、千ち桜さの必殺の一撃から暁人を庇かばうように──小型の禍マガ津ツ鬼キ『甲こう蟲ちゆう』が、数体まとめて飛ひ翔しようしてくる。

　恐らく護衛艦の存在に気付いて飛んできたのだろう。

『オオオオッォオォォンッ！』

　敵の数は全部で五体。口内から鋭い棘を高速で吐き出す。狙ねらいは護衛艦ヒョウガだ。

「……なんで禍津鬼がここに!?」

　千桜は攻撃を中止し飛び立ち、霊子陣でヒョウガをガードする。

（……今だ！）

　その隙すきに暁人は、甲蟲の隙すき間まを縫って飛翔し、千桜をその場に残して全速力で豊葦原戦場へと飛び去る！

「待って！　暁人！」

「すまん千桜！　決着は後だ！」

　千桜は『雷らい轟ごう輪りん』、『天てん風ぷう輪りん』をしまう。

　この状況で下手に使用したら、禍津鬼と一緒に護衛艦を沈めてしまうからだ。

　追いかけようとしたが、甲蟲はまるで暁人をサポートするように千桜へ殺到する。

　天てん輪りん損傷前なら、一対多数の状況は得意分野だった。

　しかし現在は故障していて細かい狙いが付けづらくなってしまったのだ。

「邪魔しないで！　暁人ッ、行っちゃ駄目……！」

　歯は噛がみしている間にも、暁人の背は燃える豊とよ葦あし原はらへと吸い込まれるように消えて行ってしまう。










　■第七章　神かむ威い



　場面は数時間ほど遡さかのぼる。



　豊とよ葦あし原はらの第二学園区の砂浜は、学生たちのデートスポットや遊び場として利用されてきた。

　だが現在は、三ツ目のムカデのような大型禍マガ津ツ鬼キやＤ級禍津鬼の甲こう蟲ちゆうが第二学園区の砂浜から都市に侵入しようと真まっ直すぐ向かってくる。

　五いつつ橋ばし紅葉もみじたち学生天翼フエアリアは、豊葦原を守るため、必死に禍津鬼の侵入を防いでいた。彼ら彼女らは、兵武ひようぶ署しよでは全く手が足りないため徴兵された天翼フエアリアたちだ。

　その表情は一様に暗い。

　理由は単純で、敵の数が自陣より多いのだ。

　巨大禍津鬼は一体だけだが、まるで揚陸艦のごとく小型（と言っても全長三メートル以上はある）禍津鬼、甲蟲をその長大な体たい躯くに大量収容していた。

　そのため豊葦原に侵入しようとする甲蟲をいくら倒しても、巨大禍津鬼が新たな禍津鬼を解き放つため数が減らない。

（暁あき人とさんが居てくれたら、皆さんの士気がここまで落ちることもなかったのですが……）

　王おう器き使いが側そばにいる。それだけで皆の心理は少しだけでも安定するはずだ。しかし暁人の姿はここにはなく、他ほかの区へ向かっているという話も聞かない。

　何度も携帯や天翼フエアリアで連絡を入れたが繋つながらないのだ。

『オォォオッォォオォォォォンンッ！』

　甲蟲が耳障りな声音をあげ、飛ひ翔しようし襲いかかってくる。

　指揮官が身長ほどある大弓──自身の霊れい子し力りよくを矢に変換し放つ遠距離武器を手にした学生天翼フエアリアたちに指示を飛ばす。

「構え！」

　遠距離武器組が構える。

「撃てぇッ！」

　合図と共に一斉に霊子力の矢が放たれ、迫り来る甲蟲へ激突する。甲蟲たちは疑ぎ似じ霊れい子し陣シエルで防ぐが、衝撃で飛行を中断され着水。砂浜に落下した甲蟲は、待ち構えていた近距離組が止とどめを刺す。

　このような連携でなんとか甲蟲の豊葦原侵入は防いでいたが、問題は大型禍津鬼だ。

　その集束砲の威力は凄すさまじく、一撃目は運良く取り壊し予定の無人アパートを直撃、そのまま浮遊体地面を貫通し海水を蒸気爆発させた。もし居住区を直撃したら大惨事だった。集束砲が放たれるたび学生天翼フエアリア複数で防ぐが、そろそろ人的余裕がない。チャージに時間がかかるのが不幸中の幸いだ。

　再び大型禍マガ津ツ鬼キが集束砲を撃つため口内を開く。

「させません！」

　甲こう蟲ちゆうを倒しながら大型禍津鬼に少しずつ攻撃を加えていた紅葉もみじたち近距離組は、集束砲を防ぐため突撃する。妨害しようと甲蟲が横やりを入れてくるが、無理矢理突破。だが、大型禍津鬼から触手が伸び、天翼フエアリアたちを捕らえる。

「なんですかこれは!?」

　触手に囚とらわれた天翼フエアリアたちはたまたま女生徒しかいなかった。

「な、なんで胸に巻き付いてくるんですか!?　いや、そこは駄目……ッ」

　しかもなぜか触手が女生徒たちの太ふと股ももやお尻しり、胸、首筋などに積極的に巻き付いてくる。

　捕まった女性たちの中には見知った顔も交ざっていた。クラスメイトたちだ。

　絡まった触手から分泌されたネトネトした粘度の高い液体が滲にじむ。まるでその液体をすり込むように触手は、活発に動き彼女たちの体を刺激する。

「やっ、そんなくいこまされたら……ッ！」

　紅葉の声音は火照り艶つややかになる。

　粘液は人体に影響はないが、クラスメイトの一人が持つ槍やりを溶かし吸収する。吸収した触手が、同じ武器に変化した。どうやら、禍津鬼は人間側が作り出した最新技術を学習しようとしているようだ。

「この……変態触手！」

　両手両足に触手が巻き付いていた紅葉は、隼はや楯たてから隠し武器の八一ｍｍ霊れい子し集しゆう束そく砲ほう・梓あずさ弓ゆみを起動させ触手を焼き切る。

　自由になった腕で自身に絡みついた触手を切った後、他ほかの天翼フエアリアに巻きついた分も切断した。

「変態禍津鬼に裁きを！」

　怒りと羞しゆう恥ち心しんで真っ赤になった顔で、紅葉は狂華きようかを握り締め、今まさに集束砲を発射せんとする大型禍津鬼の頭部へ叩たたき付ける。

『オオォォオォォオオッォォォォォォォッォォォォォオオオォンンンッ！』

　発射寸前、狂華で叩かれ禍津鬼の口が強制的に閉じてしまう。エネルギーの逃げ場がなくなり暴発。結果、大型禍津鬼の頭部が半壊してしまった。

「その首もらいました！」

　ダメージを負った大型禍津鬼を見て紅葉は狂華を握り締め、首もとに狙ねらいを付け振り下ろす。

　しかし銀の天翼フエアリア少女が大型禍津鬼の前に立ちはだかり、紅葉の一撃を手に持っていた大おお鎌がまで受け止める。

「!?　だ、誰だれですかあなたは！　どうして邪魔をするんですか！」

「…………」

　肩まで伸ばした銀色の髪。起伏に乏しい小柄な肢体だった。

　手に持つ長大な柄つかの先端から霊れい子し力りよくの刃が伸びた大おお鎌がま。背中から伸びる機き械かい羽ばね、天あまの羽は衣ごろもは禍まが々まがしいデザインで、大きく伸びた三本の尻尾しつぽが特徴的な機体だ。戦いくさ装しよう束ぞくは着物型で、腰から長く伸びる帯が視線を集める。バイザーで隠しているため素顔は分からない。

　鈍い光を放つ銀の天翼フエアリアは何も答えず、紅葉もみじを押し返す。

　反動を受け流しつつ紅葉は距離を取る。

「千セン束ゾク……自己修復。急いで」

『オオォォオォォオオッォォンンンッ』

　驚くべきことに千束と呼ばれた大型禍マガ津ツ鬼キは、銀の天翼フエアリアの言葉に頷うなずく。

　触手の先端が開き、牙きばだらけの口を晒さらす。

　触手は近くを飛ぶ甲こう蟲ちゆうに巻き付き、動きを止めて捕食を開始する。

　甲蟲もわざわざ食べられるために自ら触手へと絡まりに行く。

「うッ……」

　そんな異様な光景に、紅葉は思わず口を手で覆った。一方、銀の天翼フエアリア少女は無感動にその光景を眺めていた。















「何者なんですか貴方あなたは。どうして禍マガ津ツ鬼キの味方をするんですか？　しかも禍津鬼が命令を聞くなんて」

「…………」

「答えなさい！」

「──七ナナ依エ」

　少女はただ一言告げた。

「七依？　それが名前なんですね」

「委員長！　禍津鬼の様子が！」

　クラスメイトの一人が悲鳴に近い絶叫をあげる。

　紅葉もみじは大型禍津鬼に視線を向けた。

　千セン束ゾクと呼ばれた大型禍津鬼の半壊した頭部が修復していく。その光景に紅葉が慌てて指示を飛ばす。

「近距離組はすぐに修復の阻止を！　遠距離組はその援護に集中してください！」

『了解！』

「させ……ない」

　進路を妨害したのは銀の天翼フエアリアの少女だった。七依は一人で皆と対たい峙じする。

「一人で何ができるというんですか！」

「わたしだけで……十分」

　振り上げられた少女の大おお鎌がまの一撃は素早く、とてつもなく重かった。

　紅葉は隼はや楯たてで何とか受けるが、腕が痺しびれる。

「委員長！　今援護に行くから！」

　クラスメイトの女生徒たちが七依へ向かって突進する。その数は三人。だが七依は余裕の態度を崩さない。

「三人じゃ……話にならない」

　七依は長ちよう槍そうを見切るように避け、日本刀を大鎌で弾はじき、振り下ろした大鎚を掴つかみ力任せに他二人へ投げつけ動きを止める。その隙すきに、大鎌を振り抜く。三人はとっさに対応できず武器を破壊され、意識を失い落下。そんな彼女たちを禍津鬼の触手が受け止める。

　触手は少女たちに群がり繭のように体を覆い隠す。

「皆さん！」

　紅葉はその光景に絶叫し慌てて触手を切るため狂華きようかを振りかぶるが、七依は機械人形のようにチャンスを逃さず間合いを詰めてくる。

「隙……だらけ」

　七依は紅葉へ向かって大鎌を振り下ろしてくる。

　狂華で受けるが、勢いと重さが乗った一撃に折れてしまう。

　霊れい子し結界フイールドで吸収し切れなかったダメージが紅葉もみじの胸部を貫く。

「ッッッツッぅッ！」

　体を切断されたと錯覚するほどの痛みが紅葉を襲う。

　息ができなくなるほどの激痛に意識が薄れる。

　落下しかけるが、七ナナ依エに首を掴つかまれ支えられた。

　他ほかの学生や兵武ひようぶ署しよも助けに入ろうとするが、甲こう蟲ちゆうたちに阻まれ近づけない。

　七依はバイザー越しに紅葉へ問う。

「神じん代だい暁あき人とは……どこ？」

「ごほ、けほ、暁人、さん？」

　七依は注視しないと分からないほど小さく頷うなずく。

「けほ……たとえ知ってても誰だれが貴方あなたに教えるものですか」

「そう。なら……死んで」

　七依は紅葉を手放し、大おお鎌がまを構える。

　大鎌がその刃を巨大化させた。

「胞え衣な嶽は切ぎり」

　空間を切断する勢いで、大鎌が紅葉を襲う。紅葉は隼はや楯たてに霊れい子し力りよくを集中、霊れい子し陣シエル化させ全力で防御に徹するが──七依の一撃はあっさりと隼楯を砕く。

　再び落下を始めた視界に大型禍マガ津ツ鬼キが自己修復を終えたのを確認した。

（ここまでですか……）

　紅葉は薄れる意識で考えた。

　死ぬ悔しさより、何もできなかった寂しさが強い。

　それ以上に残念なのが、もう二度と神代暁人に逢あえないことだ。

（最後に暁人さんを一目でいいから拝見したかったです。できるなら、彼の唇に──）

　がくり、と落下が止まる。

　大型禍津鬼の触手が紅葉の体に巻き付き落下を止めたのだ。

　触手が体に群がる。

「んっ、ふあ、くっぅ……ッ」

　体を這はう触手の感触に唇を噛かむ。

　その隙すき間まから声音が漏れ出る。

　涙で滲にじむ目ま蓋ぶたを開くと、視界に一人の少年の姿が映った。

　暁人は青白い必死の形相でこちらへ向かって飛んでくる。

　暁人に気付くと紅葉は腕を伸ばしていた。

　助けて欲しいからではない。

　ここに来てはいけない、と気付かせるための主張だ。

「暁あき人とさん……敵の狙ねらいは貴方あなたです。だから逃げ──」

　台詞せりふを最後まで言い切れなかった。

　触手が完全に紅葉もみじを包み込んだからだ。

「紅葉！！！」

　絶叫が夜天と黒海の狭はざ間まに響いた。



　▽△



　豊とよ葦あし原はら側の海上、数十メートルで紅葉は完全に触手に埋もれた。他ほかの天翼フエアリアも紅葉を助け出そうとするが、甲こう蟲ちゆうたちに間に割り込まれ妨害される。

　暁人は全速力で駆けつけたが、いまだに紅葉との間は一〇〇メートル以上離れている。

　紅葉は触手の繭に沈んでしまった。

　暁人は怒りに視界を赤く染め叫ぶ。

「禍マガ津ツ鬼キぃいぃいぃッ！！！」

「させ……ない」

　神かむ威いを振り上げ、触手を切断しようとした。だが、紅葉を飲み込んだ触手の繭を守るように、銀の機体が横から割り込んでくる。

　暁人の神威の一撃を、銀の機体は大おお鎌がまで受け止めた。

　バイザーで顔を隠しており、銀髪の少女としか判別できない。

　なぜ人間が禍津鬼の味方をしているのか分からず一瞬、反応が遅れる。その隙すきを逃さず少女は暁人の腹に蹴けりを入れ、無理矢理距離を取った。

「どうして人間が禍津鬼の味方をしてるんだ！　何者だ!?」

「七ナナ依エ」

　少女は名前らしき言葉を告げ、手にしている大鎌を振り上げ間合いを潰つぶしてくる。

「ぐぅッ！」

　腕が痺しびれるほど重い一撃を暁人は神威で弾はじく。

　七依はさらに追撃の横薙なぎを繰り出すが、暁人は間合いを見切りギリギリでかわす。

　振り抜いた勢いを殺さず七依は一回転。

　再び大鎌を振るってくる。

（間合いは見切った。次の一撃をかわして一気に距離を縮める！）

　接近戦なら体格も技術も暁人が有利のはずだ。

「……ッ！」

　暁人の表情が驚きよう愕がくに染まる。七依は両腕で握っていた大鎌を片手に移し替えて、肩ひとつ分距離を作ったのだ。予想外の七依の側面からの一撃に回避が間に合わず、なんとか神威と霊れい子し結界フイールドでガードする。

「ぅぐッ！！！」

　衝撃全すべてを殺せず、暁あき人とは痛みに眉まゆ根ねをひそめた。

　七ナナ依エは勢いのまま追撃を仕掛けてくる。

　暁人は攻撃を回避するが、いつまでも七依に構っている暇はない。

　今は一刻も早く禍マガ津ツ鬼キに捕らえられた紅葉もみじを救い出すのが先だ。

（さっきの一撃には驚いたが、それ以降は大振りばかり。なら──ッ！）

　七依に違和感を持たれないよう細心の注意を払い、追い詰められている演技をする。

　七依の一撃を受けバランスを崩すフリをした。

　七依はチャンスとばかりに大おお鎌がまの霊子出力を上げ刃を大型化する。

「胞え衣な嶽は切ぎり」

　スキを作れば、トドメを刺しに来るという暁人の計算通り、七依は大技を繰り出してきたのだ。

「神じん代だい流りゆう！　神かみ代よ七なな代よ常とこ立たち！」

　狙ねらい通り暁人は全身の筋肉を爆発させたように加速。

　フェンシングのように低く鋭い突きを放つ。

「雷らい神じん雷らい光こう！」

　神代流でも最速の技のひとつ。

　七依が大鎌を振り下ろすより速く、神かむ威いの先端を敵に突き刺した。

　とっさのことで霊れい子し陣シエル化が間に合わず、七依は攻撃を受けた痛みにうめき声を漏らす。

「振り回すより、真まっ直すぐ突き出す方が速いのは当然。威力ばかり気にしているから足下をすくわれるんだよ」

「……ッ」

「これで分かっただろ？　大人しく投降しろ。オレには女の子を痛めつける趣味はないんだ」

　暁人は勝ち誇り、七依の降伏を勧告する。

　しかし七依は機械のように事実を確認するだけだった。

「さすが神代流の使い手……月げつ歌かの弟弟子。たしかに一人じゃ勝てない」

「!?　どうしてオレが月歌さんの弟弟子だって知ってるんだ!?」

　睨にらみ合い互いに静止する中、七依は初めて笑みを浮かべる。

「一人で駄目なら……複数で叩たたき潰つぶす」

　七依の機体の三本の尻尾しつぽが機械音と共に分解する。

　暁人のコンタクトディスプレイに不明機アンノウンが増大。その数は約五〇以上！

　七依の尻尾は連結していたオプション──自律浮遊する小型兵器だった。

　オプションは円盤型で円周部分に刃を作り出し、襲いかかってくる。

　突然の出来事に驚いたが、暁あき人との体は自動的に反応し襲ってくるオプションを回避！

　四方同時に襲いかかって来る敵に、

「神じん代だい流りゆう！　神かみ代よ七なな代よ常とこ立たち！」

　腕の血管が浮き出るほど柄つかを強く握り締める。

「荒あら神がみ！」

　一息で全方位を切り裂く荒神でオプションを撃墜するが、

「スキ……だらけ」

　その技ぎ後ご、狙ねらい澄ました七ナナ依エの大おお鎌がまが袈け裟さ切りに振り抜かれる。

　霊れい子し結界フイールドでガードするが、吸収しきれなかったダメージが暁人の体を襲う。

「ッッッツッぅッ！」

　内臓がいくつも潰つぶれたような激痛に意識が削られ、反応速度が格段に落ちる。

　もちろん敵もそれを理解し攻撃の手を弛ゆるめない。

　再び周囲をオプションに取り囲まれる。

　暁人獲物はさきほどまでの俊敏な動きができず、無様に逃げ回った。

「くそ！　数が多すぎる！」

　捌さばききれなかったオプションのひとつが肩をかすめる。

　他ほかにも足や背中などにオプションが体当たりしてくる。

　三百六十度の全方位攻撃。

　潰しても潰しても、オプションは増殖しているのかと錯覚するほど数が一向に減らない。

「ッ、対処しきれない……！」

「無駄な……足あ掻がき」

　質より量。戦略の基本原則の一つに為なす術すべもなく追い詰められていく。

　目の前の視界が開ける。

　そこには七依が猟犬を操る猟師のように、暁人を待ち構えていた。

「しまっ……ッ」

「胞え衣な嶽は切ぎり！」

　七依が大鎌を大きく振りかぶる。

　空気を裂く衝撃波ソニツクブームと共に、致命的な威力を放つ一撃が、暁人をとらえ──



「ダメえぇぇええっぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇッ！」



　そのとき──聞き慣れた声音が、暁人と七依の間に割って入ってきた。

「……きゃぁぁッッッ!!」

　同時に、振り下ろされる大おお鎌がま。

　暁あき人との代わりに篠しの原はら千ち桜さが間に入って、大鎌の一撃を背中に受ける！

「千桜！」

　七ナナ依エの一撃に吹き飛ぶ千桜を暁人は抱き留める。

　勢いを殺し、砂浜に着地。

「千桜！　千桜！　おい！　しっかりしろ、目を開けてくれ！　千桜！」

「ごほ、けほ、あき、と……」

　背中を傷つけられた衝撃で、咳せきと一緒に血塊を吐き出す。

　なのに千桜は暁人のことを心配している。伸ばされた千桜の手を強く握り返した。豊とよ葦あし原はらで出で逢あってすぐ結んだ左小指のリボンが、自身のものと重なり合う。

「……あきと……怪け我がは、ない？」

「ああ、千桜が庇かばってくれたお陰だ。けど……！」

「いいのよ。わたしはどうなったって、暁人さえ無事なら……それで、いいの……」

　千桜は衒てらいなく、心の奥底から心情を吐露する。

　血を唇からこぼしながらも、精一杯の笑みを浮かべる。そんな千桜に対して、暁人はただ涙を堪こらえることしかできなかった。

　威勢良く啖たん呵かを切って飛び出したのにも拘かかわらず暁人の神かむ威いは抜けず、七依には多勢に無勢で手も足も出ない。しまいには千桜に体を張って守られた。

　もう二度と大切な人を失わないと誓ったはずなのに。月げつ歌かが叶かなえられなかった夢──誰だれも禍マガ津ツ鬼キに傷つけられない平和な世界を創つくる。しかし現実はどうだ？

『王おう器きだ！』『神じん代だい流りゆうだ！』と言いながら目の前の敵に手も足も出ない。

　他ほかの天翼フエアリアたちが暁人と千桜に駆け寄ろうとするが、甲こう蟲ちゆうたちの壁に阻まれ近づけない。

　黒い感情が暁人の心を蝕むしばみ抗あらがう気力を奪う。千桜を支える腕からも力が吸い取られ感覚を失っていく。

「王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう玖きゆう、天てん輪りん。彼女も一緒にいるなんて……僥ぎよう倖こう」

　頭上から降ってきた声音に暁人は顔をあげる。

　暁人の視界全すべてを七依、オプション、甲蟲たちが覆い尽くす。

　七依は歓喜の声音で勝かち鬨どきをあげる。

「黄泉ヨモツ戦イクサ一五〇〇鬼、一イツ柱チユウ、鳴ナル雷カミの側ソバ女メ、七依。王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう壱いち、神威。王器製造番号玖、天輪……もらいうける」

「…………」

　七依の声が上空から聞こえてくるが、暁人は上う手まく反応することができなかった。

　振り上げられる大鎌を前に、走そう馬ま燈とうの様にいくつもの光景が脳裏に浮かぶ。



　鏡かがみ月げつ歌かの葬式。

　冷たい雨が降り注ぐ。

　多くの参列者が雨の中、喪服姿で列を作っていた。

　神じん代だい暁あき人とはその列を傘も差さず見守っていた。

「月歌さんが目指していた世界。誰だれも禍マガ津ツ鬼キに傷つけられない世界。……オレはただ漠然と、月歌さんが叶かなえてくれるって思ってた。彼女の後ろについて行けばいいんだって、そう思っていた」

　他人事、人任せ、棚ぼた的に彼女をただ信じてさえいれば叶うと、考えていた。

　いつか彼女に追いついて、一緒に戦うと口にしながら……。

「そんなわけあるはずないのに」

　敬愛する人を亡くしてようやく気付かされる。後悔の涙は溢あふれ出てこない。あまりに自身が愚かすぎて、自己嫌悪で涙すら流せなかった。

　どうすれば、これほど愚かな自分自身を嫌わずに済むだろうか……。

　答えはひとつしかない──

「オレが月歌さんの意思を継ぐんだ。『誰も禍津鬼に傷つけられない世界』。彼女が目指した理想を実現するんだ……！」

　尊敬する月歌ですら届かなかった理想。

　自分にできるかどうかは分からないが、やらなければならない。それが天翼フエアリア搭乗者じゃないから、王おう器き使いじゃないから、力がないからと言い訳をして戦って来なかった神代暁人の罪滅ぼし。



　──視界が暗転し、さらに別の何かが映し出される。



　鏡月歌の葬式から、約一年後。

　神代暁人は国連が管理する研究施設へ来ていた。

　ドーム状の地下深い部屋にスポットライトに照らされ王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう壱いち、神かむ威いが鎮座していた。曇り一つない黒剣が銀鎖で縛られている姿は、まるで磔はりつけにされた悪魔のようだった。

　天井付近に蠢うごめく影は、成り行きを観察する各国の政府関係者たち。

　部屋の端には等間隔で巨大な大剣を手にしたバイザーで顔を隠した三人の天翼フエアリアが待機している。

「…………」

　後方で入り口が閉まる。

　これで退路はなくなった。

　中学三年の冬休み前に霊れい子し力りよく検査で規定値を大幅に超え、暁人は王器の適性有りと判断された。

　国連の研究所内に残された王おう器きの中で選んだのは、この王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう壱いち、神かむ威いだった。

　王器中最強の王器と謳うたわれているが、いまだかつて誰だれも適性者は出ていない。

　歩み寄り触れてみる。

「があああああっ！！！」

　暁あき人との右腕の皮膚に黒い鱗うろこのような金属片がびっしりと張り付いてきた。

　焼きごてを押し付けられたような激しい痛みに、暁人は悲鳴を上げる。

　これが神威に誰だれ一人選ばれなかった理由だ。

　異常浸食オーバーエリシオン現象。

　全世界で十二器しかない『十とわ二に種くさの王器おおうつ』は、使い手を選ぶ。

　浸食し融合され、それでいてなお王器を操れるものだけが扱うことを許される。

　適合できないものは、疑似禍マガ津ツ鬼キと化し、待機してる天翼フエアリアに殺されるのだ。

　神威はその圧倒的な浸食度により、いまだかつて誰も適性者になりえなかったのだ。

「ああぁあッ！　ぐあアアァァァぁッ！！！」

　それを知っていたうえで、暁人はあえて神威を選択した。

　なんとしても月げつ歌かの目指した世界、夢を叶かなえるため最強の王器が必要だったから……。

「アァアア、がぁぁぁアアァ！！！」

　浸食は顔半分まで迫り、激痛はさらに酷ひどく体を直接引きちぎる。焼く。すりつぶす。その方が百万倍ましなほどの苦痛が襲いかかってくる。

　いっそ全すべてを投げ出し、疑似禍津鬼となり殺されたいと望んでしまうほどだ。

　浸食がほぼ全身に行き渡る。

　疑似禍津鬼化したと判断されたのか、端に控えていた天翼フエアリアたちが一斉に襲いかかって来た。

　死が眼前に迫る。

「ね──ない」

　すでに顔は金属に覆われていた。しかしはっきりと自身の声音を耳にする。

「──ねない。死ねないんだよ！」

　ほぼ全身に行き渡っていた金属を脱皮するように内側から破り、暁人は神威を力いっぱい握り締めた。

「オレは──こんなとこで死んでなんかいられないんだよ！　誓ったんだ！　変わるって！　そして──オレがこの世界を、守ってみせるって！」



　──月歌との最後の立ち会いの後、交わした言葉。



『私はずっと願っていた。『いつか禍マガ津ツ鬼キを全すべて倒し、誰だれも傷つかない世界を創つくる』──けど、分かっているの。身の丈に合わない願いだと。……滑こつ稽けいでしょ？』

『滑稽なんかじゃない！　月げつ歌かさんなら絶対にできるよ！　絶対に！」

　月歌は、暁あき人との頭を強く抱きしめる。

『ありがとう、暁人君。貴方あなたは強くなるわ。誰よりも。……でももし、私が死んでも。悲しい心に囚とらわれたりしないでね。貴方は貴方の道を歩いてね。約束よ』

　月歌は愛いとしい我が子を慈しむように何度も、暁人の髪を撫なでた。

（約束するよ。月歌さんの願いは、オレが必ず叶かなえてみせる）

　冬の匂におい。

　雪の冷たさ。

　月歌の温ぬくもり、声音、存在全てを、つい一秒前の出来事のように鮮明に思い出す。



　意識が現実へと戻る。

　自然と湧わきあがる想おもいが口から溢あふれ出る。

「命いのち……乞ごい？」

　見下ろす七ナナ依エが、暁人の口から漏れ出た言葉を聞き逃す。だが、暁人は七依を無視し、自分に言い聞かせるように断言した。

「月歌さんが成し遂げられなかった──『誰も禍津鬼に傷つけられない世界を創る』。オレはその意思を継ぐって！　もう二度と誰にもあんな悲しみを味わわせないって、決めたんじゃないのかよ！」

　鏡かがみ月歌が目指した世界。その願いを叶えたい一心で神じん代だい流りゆうの厳しい修行にのめり込み、神かむ威いの異常浸食オーバーエリシオン現象すら乗り越えてきたのだ。

　尊敬する人が戦場へ向かう姿を、ただ見送るしかできなかった無力な自分はもういない。

　今の自分には戦うための武器と飛び立てる天翼フエアリアがある！

　暁人は誰に聞かせるわけでもなく、胸中の想いをひとつ残らず吐き叫んだ。

「オレがみんなを守る。そしてオレは……禍津鬼を全て倒し、七本の黄よ泉み柱ばしら全てを破壊してこの戦いを、哀かなしみを終わらせてみせる！」

　暁人は腕の中の千ち桜さを強く抱き締める。

　そして自分の守るべき人々を思い出す。

　表の顔は真面目まじめでちょっと怖いが、甘ロリやぬいぐるみ好きで可愛かわいらしい一面を持つ五いつつ橋ばし紅葉もみじを。

　背丈は低く、年下にしか見えないが尊敬できる教師の藤ふじ山やま美み咲さきを。

　晴せい海かい学がく園えんで初めて出来た男友達、不ふ破わ路じ哮たけるを。

　同じ学園のクラスメイトたちを。

　豊とよ葦あし原はらの人々を。

　何より、暁あき人とのために文字通り命を賭かけ、守ってくれた十七夜月かのう──篠しの原はら千ち桜さを。そして千桜と交わしたあの雪山での約束を、絶対に、守ってみせる……！

　だから、こんな所で負けている場合じゃない！

　暁人は千桜をそっと砂浜に寝かせて七ナナ依エと対たい峙じする。その瞳ひとみには先程まで彼を支配しかけていた絶望は微み塵じんもなかった。

　神かむ威いを構え直し断言する。

「禍まが事ごと罪つみ穢けがれ、禊みそぎ祓はらい奉る──ッ！」

　七依は暁人の言葉など構わず、止とどめを刺すため大おお鎌がまを振り上げ急降下！

「胞え衣な嶽は切ぎり！」

「うぉおっぉおぉぉぉぉぉおおぉぉぉぉおお！」

　暁人は回避など考えず、ただ最短で七依に向かって真まっ直すぐ飛び立ち神威を振り抜く！

　大鎌と神威が交差！

　窓ガラスが砕け散るような高音が夜空へ木こ霊だました。

　二つの刃が激突し、神威が鞘さやごと砕け散ったのだ。

　暁人はその事実に思わず声をあげてしまう。

「神威が……ッ！」

「神じん代だい暁人。その首……もらい受ける」

　七依が嗤わらう。

　勝利を確信した顔で、再び大鎌を振り下ろす。

　ゆっくりとスローモーションのように刃が襲いかかってくる。

「ッッッッッッッウ!?」

　刹せつ那な、暁人の瞳に比ひ喩ゆではなく、光が灯ともる。

　夜明けのような神こう々ごうしい黄金色の光が。

　目の前に。手の届くところに、『在る』。



「────我が手に顕現せよ！　神威ィイィッ！」



　絶叫が響く。

　瞬間、目の前に圧倒的な光量が出現する。

　砕けた刀身の破片が光そのものとなりあたりにほとばしり、炎のように散り、太陽のように輝く。

「!?　この……光はッ！」

　大鎌が砕け散った。

　七ナナ依エは絶句する。

　大おお鎌がまを粉砕したのは、空中から落雷のように放たれた銀色の槍やりだった。

　圧倒的な光を放つ銀色の槍を形作るエネルギー体──それは、暁あき人との手に握られた神かむ威いの柄つかから溢あふれ出ていた。

「まさかっ!?　これが神威の……本当の！」

　七依が驚きよう愕がくの表情で呟つぶやく。

　暁人のディスプレイに膨大な情報が濁流のように押し寄せてくる。その情報の全すべてが、初めから知っていたように暁人にはしっくりと馴な染じんだ。

（王おう器き中最強の攻撃力を誇る王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう壱いち、神威は鞘さやごと刀身が砕けたわけじゃない。形など元からなかったんだ！）

『神威』はナノ単位で構築された、変幻自在の光体フオトン金属でできた剣であり、その粒子一つ一つを搭乗者が操り、自在に攻撃形態を変化させる。つまり、搭乗者の想像力イメージでどんなモノにでも変化させられる無形の武器なのだ。

　王器が製造されて以来、初めて『神威』が──王器中最強の王器と謳うたわれる武器が、この世界に降り立った。

　暁人の胸中に絶対的な感覚が溢れ出るほど満ちていく。

（ああ──今なら、神さまだって倒せそうだ）

　銀ぎん槍そうは一本では終わらない。

「穿うがち貫け！　氷ひ雨さめ！」

　より槍のイメージを強固にするため、叫ぶ。

　暁人が作り出した銀槍が何十本、何百本と降り注ぎ、オプションや甲こう蟲ちゆうを射抜いていく。

「他ほかは構わないで……彼だけを狙ねらって！」

　自分たちの危機を悟った七依が指示を飛ばす。

『オオオオッォオォォォオォォォオォォンンッ！』

　甲蟲が四方八方を囲み暁人に抗あらがおうと迫る。しかし暁人に接近する前に、全て銀槍に貫かれ触れることすら叶かなわない。

「……くッ！」

　七依も大量のオプションでなんとか暁人に傷を負わそうとするが、まるで磁石で引き合うが如ごとく銀槍が正確にオプションを撃墜していく。

　暁人のコンタクトディスプレイの光点が次々に消失していく。

　さらに氷雨が紅葉もみじたちを包んでいた触手を切断。

　中から出てきた少女たちは、戦況を見守っていた天翼フエアリアたちが慌てて保護する。

　紅葉たちの天翼フエアリアは溶けていたが、外傷は遠目からだが見あたらない。

　胸も上下に動き呼吸をしている。

　恐らく気絶しているだけだろう。

　暁あき人とは紅葉もみじの無事に、安あん堵どの表情を浮かべる。

　だが直後、

「千セン束ゾク……援護して！」

『オオォォオォォオオッォォォォォォォッォォォォォオオオォンンンッ！』

　大型禍マガ津ツ鬼キが雄お叫たけびをあげ、甲こう蟲ちゆうが周囲にいるのにもかかわらず集束砲を掃射する。

「そんな攻撃に当たるかよ！」

　暁人は後退して急上昇。

　回避運動に専念し、攻撃をやり過ごす。その間にも甲蟲は氷ひ雨さめの餌え食じきになる。

　ディスプレイによれば二千以上あった甲蟲は今や九百台に突入する。

「九〇〇、八八一、八七三……」

　まるで甲蟲の方が銀ぎん槍そうに当たりに行くように、突き刺さり次々撃墜していく。

　大型禍津鬼が今度は何百本もの触手を伸ばし、暁人を絡からめ取ろうとする。

　触手の先端が開き、牙きばだらけの口から無数の叫びと液体を撒まき散らす。

　暁人は一時氷雨を解除、新たな武器を想像イメージする。

「悪鬼を切り裂く顎あぎ門とを手に！　双そう牙が双そう剣けん！」

　神かむ威いの柄つかが二本に分かれ、持ち主の意思で刀身の長さを調整できる日本刀へと姿を変える。

　自分が扱える最大限まで伸ばし、

「神じん代だい流りゆう！　神かみ代よ七なな代よ豊とよ雲くも！」

　柄を握にぎり潰つぶす勢いで力を込める。

「風ふう雅が風ふう神じん！」

　舞踏を舞うが如ごとく群がる触手を優雅に切って捨てた。

　神代流・二刀術、豊雲、風雅風神。

　神代流・荒あら神がみの上位版で、単純に手数は二倍。触手が付け入る隙すきは微み塵じんもない。

　触手の群れを抜け出すと、再度氷雨に切り替え、再び銀槍の攻撃。

　気付けば残りの甲蟲は二〇〇台──すぐに一〇〇台を切る。

　まるでカウントダウンをするように、暁人のディスプレイに映る甲蟲の光点が数を減らしていく。

　暁人はその減っていく光点の数を声に出し読み上げた。

「二一、一八、一〇、九、八、七、六、五、四、三、二、一、〇！」

　全すべての甲蟲を撃破する。

　撃墜した甲蟲には、まるで花が咲いたように銀槍が突き刺さっていた。

『オオォォオォォオオッォォォォォォォッォォォォォオオオォンンンッ！』

　残るは大型禍津鬼と七ナナ依エのみ。

　大型禍マガ津ツ鬼キは口内を限界まで開き、自身のエネルギー全すべてを口元に集中させる。

　暁あき人とは再び想像イメージする。

　想像に反応し、甲こう蟲ちゆうに突き刺さっていた銀ぎん槍そうがナノ単位に分解、手に握る柄つかへ神かむ威いが集束する。

　神威は一見、ごく平凡な日本刀に姿を変えた。暁人はその名を呼ぶ。

「八はち頸くびを墜おとし、蹈鞴たたらを踏み、尾を刻め──龍穿りゆうが絶ぜつ剣けん！」

　全ての光体フオトン金属を圧縮し、たとえ龍に振るっても折れない刀を作り出す。

『オォォオッォォォォォォォオォォンンンンッ！』

　大型禍津鬼・千セン束ゾクは、自身の口周りを溶かすほどのエネルギーを集束させる。

　残りの触手も液体を撒まき散らし襲いかかって来た。

　暁人は回避、防御といった選択肢を捨て、ただ真まっ直すぐに光へ向かって急降下！

　大量の霊れい子し力りよくに反応して天あまの羽は衣ごろもが加熱し、白く燃えさかる炎のように巨大化する。

　速度はさらに加速し音速を突破！

　龍穿絶剣に霊子力が集束し目が眩くらむほど輝き発光する。

「行くぞ！　禍津鬼ぃいいぃいぃいッ！」

　暁人自身がひとつの鏃やじりとなり、群がる触手を触れる前に切り裂き、焼き尽くす。

「させ……ない！」

　大おお鎌がまとオプションを破壊され攻撃手段を失った七ナナ依エが、暁人と千束の間に割って入り、残りの霊子力全てを使い霊れい子し陣シエルを多重連結させる。

　電池の直列のように複数枚間隔をあけ霊子陣を展開する高等技術のひとつだ。

　龍穿絶剣と霊子陣が正面から激突！

　火薬庫が目の前で爆発したような、衝撃波ソニツクブームと爆音が響き渡る。

　刹せつ那な──暁人は本能的に神威の柄へ右掌底を叩たたき付けた。

「神じん代だい流りゆう！　神かみ代よ七なな代よ常とこ立たち！　螺ら旋せん暈がさねえぇぇぇぇえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇッ！！！」

　絶叫に呼応するように龍穿絶剣の光量が目が眩むほど増大する。

　刀が連結された霊子陣を連続で一気に突き破る。

「きゃああァァッぁッ！」

　衝撃によって七依の天翼フエアリアとバイザーが壊れ、幼い素顔が露あらわになる。

　そのままの勢いで彼女を吹き飛ばし、海上へと叩き付けた。

『オオォォオォォオオッォォォォォォォッォォォォォオオオォンンンッ！』

　七依が消えたのと同時に、臨界点を突破した集束砲を千束が放つ。

　千束が放った集束砲が襲いかかってくるが、暁人はただ真っ直ぐ突き進む！

「禍津鬼ぃいぃッ！　うおおぉぉっぉぉっっぉ！！！」

　押し負けず集束砲を正面から切り裂き、千束を頭から尻尾しつぽまで一気に突き破る！

『グオオォォオォォオオッォォォォォォォッォォォォォッ！』

　千セン束ゾクは断末魔を上げた。

「…………ッ」

　敵を切り裂いたその勢いのまま上昇し、停止したところで龍穿りゆうが絶ぜつ剣けんを一いつ閃せん。

　数秒後、圧倒的な霊れい子し力りよくエネルギーに貫かれ、大型禍マガ津ツ鬼キ・千束の体が大爆発を起こした。

　海水が辺りに散らばる。光を反射し、割れたガラスのように落ちる無数の水滴。

　振り返ると、水平線の彼方かなた──朝日が昇り始めていた。

　キラキラと宝石のように輝く太陽に豊とよ葦あし原はらが照らされる。

「……綺き麗れいだ」

　双子のように連れ添う丸い人工島。

　中央から伸びた太い茎みたいな花の螺ら旋せん塔とう。

　陽光を反射する海。

　暁あき人とはただ素直に心の底からそう思った。










　■Epilogue



「それでは我々の勝利を祝して乾杯！」

「「「「「「乾杯！」」」」」」

　音頭に合わせてクラスメイトたちが、グラスを高々と掲げる。

　禍津鬼豊葦原襲撃事件から六日。

　怪け我が人にんは多数出たが、死者なし。都市に大きな損傷が出なかったのは不幸中の幸いだ。

　結局、あの日は天翼フエアリアに乗れる学生たちのほとんどが駆り出された。

　今日の祝賀会は、第二学園区と他区を担当したクラスメイトの一部が集まり開かれた。宴場所は第一中央区にある『ＣＡＴＳ　ＢＥＬＬ豊葦原支店』だ。

　今日ばかりは貸し切りで皆、制服姿で飲み食いしている。

「暁人、ちゃんと食べてるか？　会費分は元を取らないともったいないぞ」

「お疲れ哮たける。大丈夫、後でちゃんと食べるよ」

　騒ぐ学生たちを横目に、壁の隅でちびちびとオレンジジュースを飲む暁人に不ふ破わ路じ哮が声をかける。彼は皿に零こぼれそうなほどの料理を手に隣へ並ぶ。

「先週はお疲れ。俺もそっちで一緒に戦いたかったけど、一般市民の避難警護に当たらされてさ。まったくついてないよ」

「何言ってんだ。立派な役目じゃないか。お陰で一般人に被害が出なかったわけだし」

「王おう器き使いにそう言ってもらえると嬉うれしいよ」

　哮たけるは他ほかの学生に声をかけられ、暁あき人とに挨あい拶さつをするとその場を離れた。再び一人になると暁人は六日前の出来事を思い返す。



　戦いが終わり、神かむ威いを元の鞘さやの形状に戻す。

「さて、皆の所にもどる──!?」

　歌が聞こえた。

　たしかに暁人は歌を耳にした。

　反射的に振り返ると、視線の先。

　コンタクトディスプレイを最大望遠にセットしてようやく姿を確認する。

　白い天翼フエアリア。

　傷どころか汚れひとつない頭から爪つま先さきまで真っ白な、まるで白しろ無む垢くのような機体だった。両手に抱きかかえている銀の天翼フエアリアは気を失った七ナナ依エだ。

　暁人の最後の一撃でバイザーが破壊され、幼いが整っている容姿を晒さらす。

　白い天翼フエアリアの顔は狐きつね面を被かぶっていて判別できないが、直感で理解する。

「……月げつ歌かさん!?」

　見間違うはずがない。

　第だい四よ次じ西せい討とう作さく戦せんで亡くなったはずの鏡かがみ月歌だ。

　月歌は背を向ける。

「月歌さん！　月歌さん！」

　何度も名を呼び、駆け寄ろうとするが一度も振り返らず彼方かなたへ飛び去ってしまう。

　暁人には月歌を追うほどの霊れい子し力りよくは残っていない。またもし本物の月歌なら、王器『死まかる返がえし』の性能上追いつくのは不可能だ。

「どうして……」

　ただ呆ぼう然ぜんと月歌が飛び去った先を見つめ続ける。

　月歌は生きていた。

　亡くなったと聞かされ絶望した月歌が……生きていた！　しかしなぜ何も言わず七依を抱え、飛び去ってしまったのか……。

　暁人は何も考えられなかった。他の天翼フエアリア搭乗者に声をかけられるまで、ずっと月歌が飛び去った方角を眺め続けていた。



「どうかしたの、ぼーっとして」

　千ち桜さの声に意識は現実へと戻る。

「……いや、こないだのことを色々考えててさ。そういえば千ち桜さ、タイミングが合わなくて言いそびれたけど、助けてくれてありがとう」

「何よ、突然もう。あれくらい当然でしょ、暁あき人とはわたしが守るって月げつ歌かおねえ──こほん、月歌さんと約束したんだから」

　人前のため月歌の名を呼び直し、照れ隠しでそっぽを向く。

　暁人を庇かばって負った怪け我がも重いものではなく、傷きず痕あとも残らずにすんだ。

　抜けなかった神かむ威いを暁人は扱えるようになったが、千桜曰く『ようやく王おう器きを扱えるようになっただけ。まだまだひよっ子で危なっかしい暁人を守ってあげる』と断言。今まで通りのルームシェアを続けている。

　暁人自身、戦いが終わった後、千桜との話し合いの時間を取り自分の考えを伝えた。

　話を聞いた上で、月歌を殺したのは千桜ではない。自分は千桜を一ひと欠かけ片らほども恨んでいない、と伝えた。その言葉がどこまで千桜に届いているかは分からない。

　心情をはかりかねていると、

「でも、たしかに色々あったわね。銀の天翼フエアリアに、王器を集める理由、豊とよ葦あし原はらに辿たどり着けるほど進化した禍マガ津ツ鬼キ……」

　心配もよそに、千桜は前回の戦いを振り返る。そして顔をあげ、暁人をまっすぐ見て、ようやく安心したように微笑ほほえむ。

「……でも、暁人が無事で良かった」

　結局、あの後。

　七ナナ依エは兵武ひようぶ署しよが保護しようと捜索したが、発見できなかった。

　他ほかに目撃者が居ない以上、『鏡かがみ月歌が七依を助けた後、飛び去った』なんて話を信じる人間はいないだろう。

　混乱を避けるため、暁人は月歌のことを千桜たちには伝えていない。

　千桜と二人で会話していると、紅葉もみじがなぜか焦ったように割って入ってくる。

「暁人さん！　飲み物だけじゃ寂しいと思って色々持ってきました」

「ありがとう、紅葉」

「いえいえ、これぐらいお友達として当然のお世話です」

「あ、暁人！　わたしのお皿のも遠慮なく食べていいからね！」

　千桜が手にしてたフライドポテトや唐揚げなどが載った皿を付き出してくる。

「十七夜月かのうさん、暁人さんのお世話は私がしますから、お気になさらないでください。それに王器使いの方にそんなことさせられませんから」

「わたしは気にしないから平気よ。それに王器使い同士のほうが暁人も気兼ねしないでしょ。それと委員長、『十七夜月』って呼ばないで、今は篠しの原はら姓なんだから」

「それは失礼しました篠原さん」

　ちなみに千ち桜さが王おう器き使いだと先の戦闘で世界中にばれてしまった。

　暁あき人とのときのように騒ぎになったが、それはまた別の話。

　なのに紅葉もみじは前と変わらない態度で千桜と接してくれている。

「とにかく暁人さんのお世話は委員長で、お友達の私がやりますから。篠しの原はらさんは下がっててください」

「友達って言うなら、暁人の世話を月げつ歌かさんから頼まれているわたしの方が優先度は高いはずよ」

「人間関係に上下をつけるなんて野蛮です。それに暁人さんは私にお世話をしてもらいたいはずです」

「言い出したのは委員長が先でしょ！　だいたい暁人は委員長より、わたしにお世話をされたいはずよ！」

『うぅ』と二人は顔を突き合わせ睨にらみ合う。変わらない態度だよな……？

　暁人がそんな二人のやりとりを眺めていると、

「なら暁人さんに、私と篠原さんどちらにお世話して欲しいか決めてもらいましょう」

「望むところよ！　もちろん暁人はわたしを選ぶわよね？　よね？」

「いいえ違います。暁人さんは私にお世話をしてもらいたいはずです」

　話題が飛び火してきた。

　二人は皿を抱えたまま左右から詰め寄ってくる。その瞳ひとみは爛らん々らんと輝きやや怖い。

「そうだな。どっちか一人選べって言われたら……千桜かな」

「やった！」

「そ、そんなどうしてですか!?　私の何が不満だと！」

「千桜の力は便利でさ。ちょっとこれ温めてくれないか？」

　千桜の皿を指さす。

「？　温めればいいの？」

　千桜は意識を集中する。

　数秒でできたてほやほやな感じの湯気が立ち昇った。

「な、便利だろ？　いつでもどこでも電子レンジみたいに食べ物を温められるんだ」

「なるほどそれで篠原さんを選んだんですね。家電製品扱いですか」

「暁人の馬ば鹿か！　電子レンジ扱いしないでって言ってるでしょ！」

「本気で褒めてるんだって。いつでも温かいご飯が食べられるんだぞ。花見とか、遠足とか超便利じゃないか」

「わたしが嫌なの！　まったく暁人は意地悪なんだから」

　千桜が頬ほおを膨らませ可愛かわいく怒る。

　紅葉が笑顔で甲か斐い甲が斐いしく暁人の世話を焼こうとする。

「では私は電子レンジさんにはできないお世話をしますね。はい、暁あき人とさん『あーん』してください。食べさせてあげますから」

「委員長まで！　家電製品扱いしないでって言ってるじゃない！」

　千ち桜さは紅葉もみじの発言に怒声をあげるが、すぐに大きすぎる胸を張り余裕の態度をとる。

「ふ、ふん、まぁいいわ。今だけなら委員長に暁人を貸してあげても」

「貸して──ッ、どういう意味ですか？」

「そのままの意味よ。だってわたしたち同どう棲せいしてるんだもん。だから暁人のお世話なんてお家に帰ればいっぱいできるし。あんなことも、そんなこともしちゃうんだから」

『ど、同棲!?』

「ち、千桜！　内緒だって約束だろ！　なんで言っちゃうんだよ!?」

『同棲』という単語に、雑談していた他ほかのクラスメイトたちまでも驚きよう愕がくの表情で振り返る。

　暁人が慌てて詰め寄るが後の祭りだ。

　紅葉は顔を赤くしたり白くしたりを繰り返し、狼ろう狽ばいする。

「あ、暁人さんと篠しの原はらさんがど、同棲!?　お家うちであんなことも、そんなことも、こんなことも、それほどのこともしているなんて……ッ！」

「『こんなことも、それほどのことも』ってなんだよ」

　しかし暁人のツッコミなど今の紅葉には届かず、逆に詰め寄られる。

「どうしてお二人が同棲してるんですか！　理由をお聞かせください！」

「いや、それはその……」

「だから何度も言ってるでしょ。暁人の姉あね弟で子しで、元王おう器き使いの月げつ歌かさんに頼まれたからよ。だからしかたなく同棲して、色々面倒を見てあげてるの」

　ふふん、と千桜は勝ち誇った表情で紅葉を見下す。

　紅葉は激痛をこらえるように拳こぶしを握り締めた。

「い、いくら暁人さんの姉弟子で元王器使いの月歌さんに請われたからと言って、年とし頃ごろの男女がひとつ屋根の下で一緒に暮らすなんて、不健全です！　篠原さんは即刻、暁人さんのお家を出るべきです！」

「出て行くも何もこれは暁人とわたしの問題よ。委員長には関係ないじゃない」

「ぐぬぬぬぬ……ッ」

「あらあらあら、どこからか負け犬の遠とお吠ぼえが聞こえてくるわね」

　悔し涙を浮かべ歯を食いしばる紅葉とは対照的に、千桜は勝ち誇った笑みを浮かべる。

　紅葉は涙目で暁人を睨にらみつけた。

「暁人さん！」

「は、はい！」

「異性とひとつ屋根の下なのをいいことに、篠原さんに変なことをしたら訴えますから覚悟してくださいね！」

「変なことって、するわけないだろ！」

「なら結構です。それから篠しの原はらさん」

「な、何よ」

「貴方あなたがそういう態度を取るなら、私にも考えがあります……ッ。覚悟してください！」

　紅葉もみじの迫力に、勝ち誇っていた千ち桜さが後ずさる。そんな千桜に一いち瞥べつを投げ、紅葉は店を出て行ってしまった。

　紅葉の出て行った扉を眺め、千桜が冷や汗を流す。

「……もしかしてわたし、虎とらの尾を踏んじゃったのかも」

「虎で済めばいいけどな……」

　暁あき人との本能、第六感はただただ悪い予感しか告げてこなかった。



　▽△



　五いつつ橋ばし紅葉の退場後、気まずくなった暁人たちもすぐ打ち上げを抜け出し帰宅。

　その日は何事もなく、二人は夕食を摂とり、いつも通り過ごしそれぞれの部屋で就寝した。

　問題が起きたのは翌日の朝だ。

「おはようございます暁人さん、篠原さん」

「「…………は？」」

　朝、チャイムの音で玄関を開けると、そこには風ふ呂ろ敷しきに包まれた生き蕎そ麦ばを持った制服姿の五橋紅葉が立っていた。

「今日、隣に越して来たのでご挨あい拶さつをと思いまして。まだ朝食がお済みでなければ、引っ越し蕎麦を茹ゆでましょうか？」

「ちょ、ちょっと待って！　ど、どうして委員長がここに！　って、勝手にあがってこないでよ！」

「大丈夫ですよ、お蕎麦は既製品ではなく、原料から私が選んで作った手打ちですから」

「何が大丈夫なのよ！　わたしはそんなこと聞いてるんじゃないわよ！」

「落ち着け千桜、朝からそんな大声出したら近所迷惑だって。委員長もどうし──痛ッ」

　紅葉は両手に風呂敷に包まれた蕎麦を抱えたまま、ぷんと怒った表情で、暁人の足を踏んづける。

「名前で呼んでって言ってるじゃないですか。……もう、すぐ忘れちゃうんですから」

「ごめん。頭が混乱して。とにかく、隣に引っ越して来た？　昨日まで住んでいた田所たどころさんはどうしたんだ？」

「隣に引っ越して来たとは言葉通りです。前に住んでいたマンションより、こちらの方が学園に近く通いやすいので引っ越してきたんです。前住人の田所たどころさんは、昨日お話したら心良く明け渡してくださいましたよ」

　紅葉もみじの天使のような笑顔が怖くて、それ以上の追及を打ち切る。

「お蕎そ麦ばを食べ終えたら、篠しの原はらさんは荷物をまとめて私の部屋に移ってください」

「なんで委員長に指図されないといけないのよ！」

「年とし頃ごろの男女が同どう棲せいしているなんて不健全です。万が一間違いがあったらどうするんですか！　クラス委員長として見過ごせません」

「なら王おう器きの力を使って無理矢理にでも委員長を追い出して──」

「そのときは暁あき人とさんに助けてもらうのであしからず。それはもう正義の騎士が、悪い魔女からお姫さまを守るがごとく」

「ぐぬぬぬぬ……ッ」

「あらあらあら、どこからか負け犬の遠とお吠ぼえが聞こえてきますね」

　昨日とはうって変わって、今度は千ち桜さが唸うなり声をあげる。

　紅葉は千桜に向かって胸を強調するようにそらす。そんな紅葉に暁人はそっと耳打ちした。

（でもいいのか。千桜と同じ部屋に住んだら、コレクションを隠す場所なんてないぞ？）

（大丈夫です。前に住んでいたマンションはそのまま借り続けているので）

　さすが五いつつ橋ばし家、長女。趣味のために資金は惜しまないらしい。

「ちょっと！　何二人でこそこそ話してるのよ！」

「篠原さんには関係ないことです。お気になさらないでください。それではお台所をお借りしますね」

「暁人！　委員長との内緒話って何!?　あぁ、勝手にお鍋使わないでよ！　わたしのお城を弄いじらないで！」

「これからは隣人として台所を使うこともあるんですから、我わが儘まま言わないでください」

　紅葉は千桜のぐるぐるパンチを、片腕で押さえ込む。

　二人はまるでアメリカアニメのネコとネズミのように仲良く喧けん嘩かを始める。

　こうして暁人と王器使いの千桜とクラス委員長の紅葉との半同棲生活が、強制的に決まってしまった。

　暁人は二人に気付かれないように溜ため息いきを漏らす。

　これから先に起きる騒動に対する溜息だ。しかしそこに不安感はあっても、嫌悪感はない。むしろ、どこか小気味良かった。

　神じん代だい暁人の生まれて初めての一人暮らしは、一ヶ月もかからず完膚無きまでに破壊されてしまった。

ＥＮＤ


















　あとがき



　お久しぶりの方は、お久しぶりです！　初めましての方は、初めまして！　こんにちは、斉さい藤とうです！

　ようやく新シリーズをお届けすることができました。本当に長かった！

　今回の作品テーマですが、自分的には『純和風無双メカバトルアクションラブコメ』（長いなコレ）です。

　日本神話をベースに爽快感のあるバトルに斉藤らしいラブコメを入れて、とにかく自分なりに精一杯の力で書き上げました。

　ほんの少しでも読者の皆様方に天翼フエアリアを楽しんで頂ければ、これにまさる喜びはありません！

　しかし新人賞受賞後初めての新企画立ち上げだったためか、勝手が分からず各方面に多大なるご迷惑をおかけしてしまいました。その中で自分がどれほど恵まれた環境にいて、大勢の人たちに支えられているのか痛感いたしました。

　お世話になっている皆様に感謝しながら、今後も自分の力の続く限り、書き続けていければと思います。

　それでは最後になりましたが謝辞を。

　まず挿絵担当のふつか様。可愛かわいいヒロイン、そして格好良いメカ、そして素晴らしい和風のコスチュームデザインを描かいて頂きまして、誠にありがとうございます！

　軍事関係につきましてアドバイスを頂きました、早狩様。お忙しい中、本当にありがとうございます！

　また担当のＨ様、Ｎ様、編集長様、校正様、営業様、書店様、本書にご尽力下さっている皆様、誠にありがとうございます！　そして本書をお手に取って下さった読者様、本当に本当にありがとうございます！

　これからも斉藤なりに精一杯頑張っていきたいと思いますので、次巻も応援よろしくお願いいたします！



　ｐ・ｓ──行数があまったので簡単に近況を。

　椅い子すに座って書く日々が続き太りました！　さすがにこれはマズイと食事を減らし水泳を始めたのですが、まったく痩やせません。泳ぐ距離が足りないのかなぁ……解せぬ。

　また最近、友人から中古カメラを買い受けたので、近所の野良猫を撮影するようになったのですが、なぜかカメラを向けると全力で逃げられます。結構、動物に好かれるほうだと思っていたのに……解せぬ。

斉さい藤とう真しん也や
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　　かわいい女の子が描きたいただのメカ好きです。

　　見えそうで見えないことこそが至高。

　　目下の課題は積プラを何とかすること。



　　ＨＰ

　　http://dzone.aikotoba.jp/
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